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序

国指定史跡陸平貝塚は、美浦村の文化シンボルとして位置

付けられる縄文遺跡です。昭和 61年、安中地区総合開発計

画の中にそのより良い保存と活用が位置付けられて以来、多

くの方々の力を結集して、さまざまな調査や事業、活動が展

開されて来ました。調査についていえば、昭和 62年度に保

存のための調査が陸平調査会によって実施され、その後も遺

跡整備等のための調査が断続的に美浦村教育委員会によっ

て実施されています。

本書はそれらのうちで、陸平貝塚を訪れ、集う人たちのた

めの便宜施設の建設に伴い、平成 9年度に実施された発掘調

査の報告書です。そして、本書は日本人の手による最初の学

術発掘を陸平で実施した佐々木忠二郎氏と飯島魁氏が、明治

16年 に英文の報告書を刊行して以来の、陸平貝琢に関する

正式な報告書になります。今後も今までに実施してきた調査

の報告書を順次刊行していく予定で、書名に「1」 と付けた

のはそのためです。

本書に掲載した調査成果は、地域の歴史に新たな知見を加

えるとともに、今後長期的展望のもとに実施していく予定の

学術調査の基礎データともなるものです。少しずつですが、

陸平に暮 らした縄文人たちの姿が明らかになっていくことで

しょう。そして、本書がその第一歩になることを期待します。

最後になりましたが、調査に協力された方々のご支援・ ご

尽力に対し、心より厚く御礼を申し上げます。

平成 16年 3月

美浦村教育委員会



例  言

1。 本書は、茨城県稲敷郡美浦村大字馬見山字貝売 391-2外地内に所在する陸平貝塚において、1997年度

に現地調査が実施された発掘調査の報告書である。

2.発掘調査の主体者は美浦村教育委員会で、調査組織は以下のとおりである。

教育長           塚本和夫 (～ 2000年 11月 )、 堀越健一郎 (2000年 11月 ～)

生涯学習課長        諸岡正明 (～ 1999年 3月 )、 村崎友春 (1999年 4月 ～)

生涯学習課文化財係長    増尾尚子 (～ 1999年 3月 )、 岡田守 (1999年 4月 ～ 2001年 3月 )、

平山登志雄 (2001年 4月 ～)

生涯学習課文化財係学芸員  中村哲也 (調査担当者 )、 川村勝、馬場信子

3.現地での発掘調査は 1997年度に実施され、参加者は以下のとおりである。

石島ともえ、市川一男、加藤文男、坂本勝重、殿岡きぬ、長沢キミ、野口恵子、平山ふじよ、堀越賞、

松田力

4.整理作業は現地での発掘調査直後から、遺物の水洗、注記等の基礎作業を断続的に実施し、2003年度

より阿部芳郎 (明治大学助教授)、 樋泉岳二 (早稲田大学講師)を調査指導者に加え、貝層サンプルの

分析など本格的な作業を実施した。整理作業参加者は以下のとおりである。

阿部有花 (立正大学大学院生)、 荒川千代子、石神満、大津則子、海道民子、小日仲子、島田裕子、

鈴木宏美 (明治大学学生)、 長津順子、野川芳郎 (明治大学学生)、 波多野洋子、法量郷子 (明治大学学生)、

増尾恭子、宮下聡史 (筑波大学学生)、 茂木文緒

5.貝層出土の動物遺体の分析は樋泉が受託し、その中の微小貝については黒住耐二氏 (千葉県立中央博物

館)に分析していただいた。

6.本書の編集・執筆は阿部、樋泉、中村が行った。執筆分担は I,Ⅱ -1～ 3,Ⅲ ～Vが中村、Ⅱ-4が樋泉、

Ⅵが阿部であり、文末に執筆者名を記した。なお、 Ⅱ-4「 11区 2層か ら得 られた微小貝類について」

では黒住氏に樋泉と共著で執筆していただいた。

7.調査に関わる図面 。写真・遺物等の資料は、美浦村教育委員会が一括して保管している。

8.発掘調査の実施と本書の刊行は多くのご厚意に支えられ成された。特に、陸平調査会の戸沢充則氏 (明

治大学名誉教授)には、本調査をはじめ陸平貝塚の保存と活用について常よりご指導をいただいている。

また、石器の石材については遠藤好氏 (茨城県立自然博物館)に、土器については塚本師也氏 (と ちぎ

生涯学習文化財団埋蔵文化財センター)と井出浩正氏 (早稲田大学大学院生)に特にご教示いただいた。

他にも下記の方々並びに諸機関からご指導・ご協力を賜っている。記して感謝する次第である。(敬称略、

五十音順 )

青山俊明、赤井博之、新井達哉、大竹幸恵、岡村道雄、木村愛子、木村正、工藤幸尚、窪田恵一、黒澤春彦、

小杉康、小杉山大輔、小林園子、斉藤弘道、佐原員、新垣清貴、須賀博子、鈴木正博、鈴木素行、関口満、

建石徹、蓼沼香未由、寺内隆夫、中村信博、西本豊弘、初鹿野博之、毒島正明、松本建速、峰村篤、

宮内良隆、山崎真治、和田哲

茨城県教育庁文化課、茨城県県南教育事務所、陸平調査会、国立歴史民俗博物館、美浦村役場、

明治大学文学部考古学研究室
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凡  例

本書における図中・表中の表記はヽ特に指示の無い限り下記の事項を示す。

1.貝―層を除く遺構実測図の中で、網点は1焼け込み焼上の、長い破線は床面硬化部の、短い破線は見通し又

は推定の、一点破線は撹乱の範囲を示す。また、Pはピットの略である。

2.遺物図中の注記は出上位置を示す。アルファベットと数字の組み合わせはグリッド名を、「住」は住居址

を、「土」は土坑を、「床直」は床面直上を、「底直」は底面直上を表す。その他、遺構出土遺物図中で

注記の無いものは、覆土中から出上したものである。

3.土器復元実測図中の斜線は剥落部を、石器実測図の網点は摩滅部を示す。

4.実測図の縮尺は、住居址 1160、 貝層・土坑 1130(第 15号土坑のみ 1ナ60)、 埋設土器 1'15、 土器復元図1/4(第

57図 41のみ 1'3)、 土器拓影・土器破片図 1'3、 土製品 1イ2、 剥片石器・滑石製品 2/3、 磨製石1斧 1'2、 磨石・

敲石・石皿 1イ 3、 貝製品・骨角器2/3(サ トウガイ、イタボガキの穿孔品のみ l12jである。
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退 跡と調査の概要

遺跡の位置と地形

縄文時代の大規模貝塚遺跡である陸平貝塚は、霞ケ浦

の南岸、茨城県稲敷郡美浦村安中地区に所在する。霞ヶ

浦南岸と利根川下流の間には、「稲敷台地」と呼ばれる

更新世の地形面を基盤とする台地が形成されており、遺

跡は霞ヶ浦に突き出たその北端部に位置する。

遺跡が立地する台地は、稲敷台地本体 とは沖積地に

よって切 り離された周囲約 7.5kmの 島状台地で、上面

は標高 20～ 30mで推移する。北側と東側は狭い湖岸

低地を挟んで霞ヶ浦に面し、現在干拓地になっている南

側は、1950年 代までは 「余郷入」 と呼ばれる霞ヶ浦の

入 り江であつた。さらに、縄文海進時 (約 5,000年 前 )

には、台地自体が当時海域であつた霞ケ浦に浮かぶ島で

あったことが、珪藻分析によって推測されている [美浦

村教委 1998]。 台地内には「谷津」と呼ばれる樹枝状に

発達した狭い開析谷が複雑に形成され、陸平貝塚はその

谷頭が集まった台地中央部に展開する。

四方か ら入 り込んだ谷津に区切 られた標高 26～ 28

m、 面積約 35,00011iに 及ぶ台地上平坦部を取 り囲むよ

うに、A～ G, I貝塚と呼称する 8ヶ 所の斜面貝塚が

分布する (第 2図 )。 特にB,D貝塚は長さ 130m以上、

幅 50m以上にわたって台地縁辺から谷底にかけて広が

りを有する大規模な貝塚である。各貝塚は尾根部や尾根

状に張り出した斜面地を境に分離しており、 E貝塚だけ

は尾根部で隔てられた狭い平坦部に面して形成されてい

る。

今回その北端部が調査の対象となったA貝塚は、 8ヶ

所の貝塚のうち唯一西側から入り込んだ谷津の谷頭に形

成された貝塚で、長さ約 100m、 最大幅約 60mの規模

を有する。台地縁辺ではマウンド状の高まりを示し、斜

面下方では二次堆積の貝層が確認されている。

1.遺跡の立地と歴史的環境

写真 1 陸平貝塚全景

-1-
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第 1図 陸平員塚周辺の地形と遺跡
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調査略史

陸平貝塚は 1879(明 治 12)年、E, S,モース氏の

薫陶を受けた東京大学の佐々木忠二郎氏 と飯島魁氏に

よつて、 日本人の手による最初の学術発掘が実施された

遺跡として著名であり、その後も多くの研究者によって

調査や踏査が行われている。これ らの学史的資料につい

ては、単独の報告書刊行を予定してお り、ここでは今回

の調査に関わるA貝塚付近の調査史を部分的に紹介する

に留めたい。 (第 3図 )

[佐々木・飯島 1880,1.II」IMA,C SASAKl 1883]佐々

木・飯島両氏が 1879年 に調査 した地点は正確には把握

できていないが、A貝塚にあたる「丘ノ西南隅」の場所

であったことが知 られる。発掘資料の中には中期の阿玉

台式、加曽利 E式、後期の堀之内式、加曽利 B式に相当

する土器が認められ、特に第 3図 1は 「加曽利 E式の古

い部分」として山内清男氏の『日本先史土器図譜』[山

内 1940]に 掲載された土器である。

[大野雲外 1896]大 野雲外氏は 1896年頃、 D貝塚に

あたる 「南東二延長セル南面ノ崖」とともに、「西隅八

幡社ノ南中腹崖」を発掘している。A貝塚の台地上には

以前八幡様が祀られてお り、そこがA貝塚であつたこと

が分かる。発掘の結果 「土壌一尺貝殻三尺計り」「渦形

ノ厚手土器破片」が出土 している◇

[酒詰仲男 1951]1948年 に酒詰仲男氏等によって、

A貝塚に近接する B貝塚西端谷頭付近の発掘が行われ

ク ヨ  1嚇ノヽ 径
網点は貝塚範囲 指示の無い枠線は1987年調査区

第 2図  陸平貝塚平面図

f＼
0                     100m

-3-



ている。人骨等が検出された 「谷頭より南へ寄った桑畑

の中央」の4m四方の発掘区では、「下層から阿玉台式、

上から加曽利 E式」が出土し、電気探査結果の確認をす

るために掘 られた同谷頭部の 「穴」では 「なおその上に

堀之内式があった」とされる。なお、この地点では 「四・

七メー トルまで掘ってついに貝層下土層」に達している。

また、「貝層中および貝層下土層から、ときどき茅山式

土器が出土した」 ことが報告されている。

[庄司克 1981]1963年に庄司克氏はA貝塚において

露出貝層断面の観察 と土器の採集を実施している。「台

地上平坦部より3～ 4mほ ど低い斜面途中のA地点Jで

は阿玉台式期の 3枚の貝層を確認しており、Ⅲ層とした

ハマグリを主体とする 「第 2混土貝層」から阿玉台Ⅱ式

に相当する土器が、下位のⅣ層とした 「ハマグリ純貝層」

から阿玉台 I式に相当する土器が採取されている。「台

地縁辺の肩部に相当する」「B地点」では「ハー ドロー

ムを掘 り込んだ堀之内 正式期の竪穴住居址の一部が出現

し、その床面上には堀之内 I式土器を大量に含む貝層群

の堆積が認められた」。 これは 「住居址の展開が台地上

平坦部にあることを暗示させる」陸平貝塚における最初

の住居址確認例である。

[戸 沢充則他 1989]I-2に おいて後述するように、

保存のための情報を得る目的で、ボーリングステッキに

1～5佐々木・飯島発掘資料 [I Ittima,c Sasaki1883]よ り

よる貝層範囲確認調査と、 トレンチによる台地上平坦部

の試掘調査が 1987年 に陸平調査会によって実施されて

いる。第 2図はこの時の成果を基にしたもので、D貝塚

東部で早期条痕文系土器期の、E貝塚で前期後半の、A,

B,D,F,G貝 塚で中期の貝層が試掘により確認され、

B貝塚東部とD貝塚西部で後期の貝層の存在が予想され

た。A貝塚で確認された貝層は阿玉台式期のもので、 B

貝塚西部では中期初頭の貝層が検出されている。遺構に

ついては、 B貝塚西部に設定された 「B貝塚No lト レ

ンチ」において、斜面貝塚を切ってつくられた、重複す

る 3軒の住居址が確認された。うち 1軒には地点貝塚が

残されており、そこから中期の阿玉台 Ib式土器が出土

している。A貝塚東側の台地上平坦部では早期の土坑と

中期～後期の土器埋設土坑が、D貝塚東側の尾根部では

早期の炉穴と思われる土坑が確認されている。また、台

地上平坦部の西側区域では、古墳時代後期～平安時代の

住居址が複数存在することも明らかになった。

以上の既往の調査成果から、A貝塚には阿玉台 I, Ⅱ

式、堀之内 1式期の貝層が確実に存在 し、加曽利 E式期、

加曽利 B式期の貝層の存在も予想されること、A貝塚と

B貝塚西部の間の台地上平坦部に、早期後葉の活動痕跡

や、阿玉台 I式期及び堀之内 1式期の居住域が存在した

ことが確認できる。

6～ 13庄司採集資料 [庄司1981]よ り(6,7A地 点 8～ 13B地点)縮尺不同

既往の発掘資料
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周 辺 の遺 跡

霞ヶ浦沿岸は縄文時代の貝塚密集地帯として知られ、

陸平貝塚周辺以外の美浦村地内では、旧余郷入に注ぐ小

河川 。高橋川とその支流によって開析された谷筋沿いに

斜面貝塚が集中する。谷奥から順に「興津式」土器の標

式遺跡である前期後葉の興津貝塚 [西村 1968他 ]、 前

期前葉 と中期初頭の斜面貝塚を有する虚空蔵貝塚 [大

川 。大島編 1977]、 早・ 中・後期 ?の 大谷貝塚 [酒詰

1959、 西村 1984]、 後期の平木貝塚 [酒詰 1959]が あげ

られるが、これらは貝塚によって時期が異なる傾向が認

められる。

陸平遺跡群 (第 1図 )一 方、陸平貝塚が立地する

島状台地内では、詳細な分布調査 [戸沢他 1989、 美浦

村教委 2001]等 によって、旧石器時代～近世に及ぶ計

39ヶ 所の遺跡が確認されてお り、「陸平遺跡群」[小杉

1990]と 総称されている。島状台地という地理的に限定

された範囲に立地するこれら各時期の遺跡同士は、何ら

かの有機的繋がりを持って営まれたものと推定され、遺

跡群研究の対象として有意な単位といえる。

縄文時代早・前期の陸平遺跡群では、陸平貝塚で早期

後棄と前期後葉の斜面貝塚や早期の炉穴が確認されてい

るのをはじめ、陣屋敷遺跡 [陸平調査会 1992](003以

下番号は第 1図 に対応 )、 天神平 I遺跡 (012)、 木の根

田遺跡 (026)、 内出遺跡 (027)、 下の下遺跡 (030)で

住居址や炉穴、地点貝塚が検出されている◇対して、陸

平貝塚において複数の地点にわたって貝層が形成され、

住居址も認められる縄文時代中・後期では、周囲に集落

遺跡はほとんど確認されておらず、陸平貝塚に近接する

押井戸遺跡 (015)で中期阿玉台 Ib式期の住居址 1軒

が検出されているに過ぎない。代って縄文時代後期や晩

期の陸平遺跡群では、谷津の谷底に焚き火址とともに後

期の粗製土器が多量に廃棄されていた陣屋敷低湿地遺跡

[陸平調査会 1990](004)や 、晩期の製塩遺跡である法

堂遺跡 [戸 沢・半田 1966](032)な ど、特定の活動の

痕跡を示す遺跡が存在する。

また、陸平貝塚では古墳時代や奈良。平安時代の集落

址も複合 し、今回の調査でも住居址や粘土採掘坑が検

出されているが、当該期は陸平遺跡群でも多 くの集落

遺跡が存在する。古墳時代後期を主体とした遺跡は、陸

平貝塚を代表に御霊平遺跡 (006)、 天神平 I・ Ⅱ遺跡

(012,013)な ど 10,000∬ 以上の広い平坦部を有する

台地上に形成される傾向が認められる。奈良。平安時代

になると集落は台地全体に営まれるようになり、宮脇遺

跡 (002)、 陣屋敷遺跡 (003)、 根本遺跡 [陸 平調査会

1996](005)、 御霊平遺跡 (006)、 多古山Ⅱ遺跡 (011)、

天神平 I遺跡 (012)、 天神平 Ⅱ遺跡 (013)、 ミコヤ遺

跡 (014)、 押井戸遺跡 (015)、 木の根田遺跡 (026)、 内

出遺跡 (027)で、発掘調査によって住居址が検出され

ている他、池端遺跡 (140)[美浦村教委 2004]で 火葬

墓がみつかつている。

調 査 に至 る経 緯

陸平貝塚は 1986年から開始された美浦村安中地区総

合開発計画の中で、「陸平貝塚そのものと開発は並列同

義」[市川 1987]と いう理念の下、より完全に近い形で

の保存が計られることになった。1987年 に保存のため

の様々な調査を実施するために、美浦村陸平調査会が組

織され、戸沢充則氏を団長とする陸平調査団によって、

貝層の範囲確認調査、台地平坦部上の試掘調査等が同

年に行われている。1990年 にはそれらの成果を受けて、

周辺の谷部も含めた約 14haの現状保存範囲が、開発区

域の中に確保されることになった。その後、保存範囲内

の土地の多くが開発企業である西洋環境開発株式会社に

よって美浦村に寄付され、1998年 には我が国を代表す

る貝塚遺跡として、国の史跡に指定されている。

また、1994年か らは地域住民による貝塚の車刈が自

主的に始められ、陸平貝塚を舞台に親子学習会等が行わ

れた。以後、「陸平をコイショする会」などの住民ボラ

ンティア団体を中心に、現在までに様々な活用事業が展

開され、陸平貝塚は地域の誇れる文化シンボルとして定

着しつつある。

このような活動が実践され、人々が陸平貝塚を訪れ集

2.調査の経過
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まる機会が増えるにあたり、見学等の便宜施設への要望

が強まってきた。その要望に答える形で、美浦村では茨

城県の補助事業 「住みよいふるさとづくり事業Jの一環

として、A貝塚の観察路と四阿、手洗所を設置すること

になった。A貝塚観察路と四阿の設置は 1996年度に実

施され、四阿は陸平貝塚の保存。活用計画の中で、便宜

施設エリアとしたA貝塚北側の台地平坦部に、地下の遺

構に影響がないように盛土を行った上に建設している。

手洗所は続く 1997年度に建設されることになり、そ

の建設地や設計について事業主管課の美浦村経済課と文

化財保護担当の美浦村教育委員会生涯学習課文化財係の

間で協議が行われた。建設地については四阿に隣接した

第 4図 発掘調査区位置図

便宜施設エリア内に決定されたが、設計については浄化

槽や浸透枡を設置する関係で、盛土による現状保存は困

難なため、その部分だけ事前の記録保存発掘調査を実施

する方針とした。それを受けて事業者の美浦村村長は、

文化財保護法第 57条の 3第 1項 の規定により「埋蔵文

化財発掘の通知について」を文化庁長官へ通知し、それ

に対して文化庁長官から「周知の埋蔵文化財包蔵地にお

ける土木工事等について」によって、建設工事着手前に

発掘調査を実施するよう指示が出された。調査の実施に

あたっては美浦村教育委員会が主体者となり、調査担当

者には同会生涯学習課文化財係の学芸員があたることと

なった。
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調 査 の経 過

発掘調査は 1997年 11月 5日 に器材の搬入 と、調査

区基準杭の設定が行われ、翌 11月 6日 より作業員が参

加 しての本格的な発掘に入った。まず、表土層や包含

層の発掘が実施され、11月 25日 から古墳・平安時代の

遺構の調査に、11月 27日 から縄文時代の遺構の調査に

入つている。そして 12月 中旬から貝層部の調査にかか

り、12月 26日 に全ての現地調査を終了し、同日に小形

のバックホーにより調査区の埋め戻しを実施している。

調査実施に伴い、調査主体者の美浦村教育委員会教育

長より、文化財保護法第 98条の 2第 1項 の規定に基づ

き 「埋蔵文化財発掘調査の報告について」が文化庁長官

へ報告され、調査の終了時には同教育長から「発掘調査

終了の確認について」が茨城県教育委員会教育長へ提出

されている。

また、調査期間中には、美浦村等の主催で実施され

た 「文化のまちづくリフォーラム 陸平貝塚一歴史遺産

の保存と活用からの地域文化創造一」開催時の 11月 23

日と、調査終盤にあたる 12月 21日 に現地見学会を行っ

ている。

整理作業は現地での調査終了後断続的に実施され、貝

層サンプルの水洗等の分析は 2003年度中に集中して行

われた。

調 査 の方 法

今回の調査区は前述のようにA貝塚北側の台地平坦部

上にあたり、調査区の面積は約 170� になる (第 4図 )。

調査区の南西側は直ぐに、A貝塚が形成された斜面地に

なり、地表面は南西方向に向かって僅かに傾斜する。最

も高い調査区北東隅が標高 26.3m、 最も低い調査区南西

隅が 256mを測る。

調査にあたっては、北-18度―東を軸とするグリッ

ド (升 目)を設定し、遺物取 り上げ等の任意の平面区画

とした (第 5図 )。 まず大グリッドとして 4m四方の 16

区画の枡目を設け、調査区の北から南へA～ D列、西か

ら東へ 1～ 4列 とし、その組み合わせで各大グリッドを

呼称した。さらに大グリッド内を、北東部から時計回り

にa～ dと した 2m四方の4つの小グリッドに分割して

いる。

なお、発掘調査は埋め戻しを除き、表土から全て人力

で行っている。貝層の調査方法についてはⅡ-1に詳述

した。

包含層

包含層の発掘 調査区内の基本層序は第 5図 に示した

ように I～Ⅳ層に分かれる。

表土は I層 とした暗褐色の旧耕作土で、調査区全域に

わたり約 10～ 30cmの厚さでみられる。地表面の除車後、

発掘を開始し、大グリッド単位で遺物を採集している◇

I層 の下位には暗褐色の遺物包含層が存在する。当初

Ⅱ層と呼称した本層を小グリッドごとに遺物の取 り上げ

を行いながら発掘していく過程で、さらに下位に褐色の

遺物包含層が確認され、それまでⅡ層としていたものを

Ha層、下位のものをⅡb層 と呼称することにした。

Ⅱa層は最大厚 25cmを有し、地表面と同じように若

千南西方向に傾斜をもって平坦に堆積していた。ただし、

北西部に行くほど厚さを減じ、Al,Blグ リッド及び

A2d,B2c,B2d,Cla,C2dグ リッドでは

存在しない。本層中から第 1,3号住居址などの古墳時

代以降の遺構に伴う土層の落ち込みが確認され、Ⅱb層

上面において明確な平面プランが検出された。なお、調

査区南西部では本層直下から、貝層を伴う埋没斜面が検

出されている。

Ⅱb層は最大厚 16cm程でほぼ水平に堆積するが、や

はり北西部に行くほど厚さを減じ、Al, Blグ リッド

では存在しない。埋没斜面部では貝層下の斜面を埋める

土層に漸移的に移行する。Ⅱb層上面で検出された古墳

時代以降の遺構調査と併行して、順次、台地上平坦部に

おけるⅡb層の発掘に入っている。

調査は基本的にHb層下のⅢ層としたローム層上面ま

3.調査の概要
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3

住…住居址

土…土坑

］
　
日

ｏ
ｏ

Φ
¨

基本土層

I 層 :暗褐色土層 締まりやや無し、粘性無し。砂質の上層で、ロー

ム粒子をやや多く含み焼土粒子、炭化物粒子も含む。旧耕作土。

Ⅱa層 :暗褐色土層 締まり、粘性やや有り。 I層 より黒味強い。暗

褐色土に若子の褐色上が混じる。ローム粒子、焼土粒子、炭

化物粒子を含み、ロームブロック (最大径 10mm)が少量混
じる。縄文土器と土師器を包含する。

こb層 :褐色土層 締まり、粘性有り。やや赤味を帯びる褐色土に若

子の暗褐色土が混じる。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子

を少量含む。縄文土器を包合する。基本的に土師器は含まない。

Ⅲ 層 :黄褐色ローム層。

Ⅳ 層 :白 色粘土層。常総粘土層に対応するものと思われる。

第 5図 調査区内遺構配置図及び上層堆積状況図
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で行っている。埋没斜面を除く台地上平坦部では、上面

が 25.6～ 25,7mの 標高を測 りほぽ水平である。Ⅲ層上

面からは縄文時代の住居址や土坑が確認され、これらの

遺構については順次発掘を実施した。

埋没斜面基底面や深い掘 り方を持つ遺構では、Ⅲ層下

にⅣ層とした白色粘土層が堆積 している状況が確認でき

ている。Ⅲ層との境は標高 24.6～ 24.7mでほぼ水平に

なるものと推定される。

包含層の時期 表 1に層位別の土器出土数を示す。 I

層, Ⅱa層 , Ⅱb層を比べると、 Шb層では土師器・須

恵器が出土しておらず、 Ⅱb層が縄文時代を中心にした

包含層であることが分かる。 この状況は前述した遺構確

認面の在 り方と一致する。ただし、 Ⅱa層 とⅡb層の層

界は漸移的であり、Ⅱb層 にも第 73図 8の滑石製勾玉

未成品など若干の古墳時代以降の遺物が混じる。

縄文土器については、各層とも早期～後期中棄の土器

がみられる。 Ha層での出土が多いが、これは体積の違

いを反映したものと思われ、組成率では各層とも大きな

違いは認められない◇後期後棄～晩期の土器がⅡb層 に

認められないことから、 Ⅱa層が縄文時代後期後葉以降

の包含層である可能性も考えられるが、絶対数が少ない

ため断定はできない。

なお、貝層を含む埋没斜面の層序と調査経過について

は、 Ⅱ-1,2で詳述する。

検出された遺構と遺物

遺構 今回検出された遺構は、縄文時代の斜面貝層、

住居址 2軒 (第 2a, 2b号 住居址 )、 土坑 13基 (第

2,3,5～ 10,12,13,16～ 18号土坑 )、 炉穴 2基 (第

13号土坑の一部)、 埋設土器 1基、古墳時代の住居址 1

軒 (第 lc号住居址)、 粘土採掘坑 (第 15号土坑 )、 平

安時代の住居址 3軒 (第 la,lb,3号 住居址)である。

遺物 土器については表 1に示したとおりであり、他

に土製品 79点、石器 119点、滑石製品 6点、貝製品・

骨角器 63点が出土している。縄文時代の貝層は貝類を

はじめ、獣魚骨類などの動物遺体か ら構成され、平安時

代の住居址からは焼けた獣骨も検出されてる。

出土 した縄文土器の概要

出土した縄文土器は、早期から晩期に及ぶが、主体は

中期から後期中葉である。編年単位である既存の型式等

に沿って出土土器を概説する。

早期 前葉の「稲荷台式」[白 崎 1941]と 思われる破片、

中葉の「田戸下層式J[赤星 1935、 山内 1937]、 後葉の「条

痕文系土器」が出土している。撚糸文が施された稲荷台

式は第 2号土坑か ら出土した小片 1点のみであるが、陸

平貝塚では初見となる。田戸下層式は尖底を有する器形

に沈線文や束J突文、貝殻文が施された土器で、沈線文に

は半我竹管状工具の外側を器壁に向け、押しながら削り

取るように施文された 「太沈線文」と、箆状工具を引く

ことによって表出された 「細沈線文」が用いられている

[鈴木 1990]。 条痕文系土器には、胎土に繊維を混入 し、

内外面に条痕文を施したものが該当する。細別型式とし

ては 防§ヶ島台式」[岡本 1961]と 、「茅山下層式」[赤星・

岡本 1957]が認め られた。田戸下層式、条痕文系土器

とも、包含層や後の時期の遺構内から出土したものであ

るが、当該期の可能性がある遺構として第 13号土坑下

部の炉穴があげられる。

前期 前期の土器の出土は僅かである。沈線が施され

胎土に繊維を含んだ前葉に該当する土器片や、後葉の「浮

島式」「興津式」[西村 1966,1968]、 それに同時期に関

東西部に分布する「諸磯式」[山 内 1939]が出土している。

中期初頭 中期初頭 としたのは 「五領ヶ台式」[西村

1984]及 び「阿玉台式直前」[西村 1972]と された土器で、

これらも土器破片が少量出土したにとどまる。

中期前葉 主体は 「阿玉台 I～Ⅳ式」[西村 1972]で

ある。阿玉台 I式としたのは、隆起線文に付随して施文

単位が 1列の角押文が配された土器で、その部分と思わ

れる同角押文がみられる破片も含めている。貝層を含む

埋没斜面からまとまって出土した。角押文は基本的に細

い半我竹管状工具の外側を器面に向けて押し引くことに

より表出されているが、その施文角度や工具尖端の我断

形状により表出される形に差異が認められる。また、同

式は Ia式と Ib式に細別されているが、今回検出され

た I式の大部分は Ib式に相当する。

阿玉台Ⅱ式は半我竹管状工具等を用いた施文単位が複

数列の角押文が認められる土器を、阿玉台Ⅲ式は隆起線
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表 1 出土上器分類・集計表

一個体と識別できた破片群は 1′点としてカウント。但し、複数の層位・遺構に分かれて出上した個体は重複して数えている。

縄文土器

弥
生
土
器

土
師
器

須
恵
器

計

早期

前

期

中期 後期 後
期
後
葉

・
晩
期

櫛
描
文

縄文
のみ

無文
類
明

分
不

田
戸
下
層

条
痕
文
系

中
期
初
頭

阿玉台
勝
坂
等

中
期
中
葉

力日曽禾噂E 称
名
寺

堀之内 カロ曽禾」B

I Ⅱ Ⅲ Ⅳ 他 I
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ 1 2

精
製

粗
製

平
坦
部

包
含
層

I層 3 1 3 4 2 l 7 5 1 9 3 1

Ⅱa層 6 2 11 5 と 4 l 3932

Ⅱb層 4 1 1 6 3 3 と 1 9 3 4 5 17 7 789

埋
没
斜
面

貝

層

1層 2 11 17

2層 1 l 2 3 6 13

3層 4 4 4 1 1

4層上面 1 1 l 3

4層 3 1 2 1 2

4-5間 層 1 3 4

5層上面 l l 2

5層 7 4

6層 2 6 4

貝層一括 9 9 7 1 t

包

Ⅱb-la層 上面 4 3 1

Ⅱ b-1層 7 1 1 1 3 1

層
Ⅱ b-2層 と l 2 4

Ⅱa層土ピット 4 t 5

遺
構

第 2a号住居址 2 1 2 1 l 1 3 2 9

第 2b号住居址 l 1 2 2 9

第2号住居址 P4 1 1 2 7 2 13

第 2号住居址 P6 1 5 1 3 2

奉2号住居址P9 1 l 3 2 9

奉2号土坑 1 8 3 1 7 ユ 2 3

霜3号土坑 1 2

名5号土坑 1 | 14 2 2 7 3 11 l t 273

縄 第 6号土坑 0

Ｘ
時
代

第 7号土坑 3 1 1 1 1 1 11 3

第 8号土坑 2 2 1 1 2 7

第 9号土坑 7 5 l 2 l 6 〕 2 5

第 0号土坑 1 3 l 1 1 7 2 1

第12号土坑 2 3 1 ] 3 3 l 3 7

第13号 土坑 2 1 1 4 3 1 t 8

第16号土坑 ユ 1 2 1 1 1 2 13 11 2

第17号土坑 1 ユ 2 1 1 2 4 57

第18号土坑

里設土器 ユ l

古

第 la号住居址 1 1 2 l 5 3 3 1 227 1

第 lb号住居址 2 1 1 1 1 1 2 2 2 1 ユ 6 1 4

平

1 c住・ 15土坑 5 1 2 3 7 1 3 17 l 7 1 9 658 1377 1

第 1号住居址一括 1 l 2 5 l 1 5

霜3号住居址 1 l 5 1 4 7 3

調査区一括 2 2 6 1 1 l 2 1 1 1 2 4 3 5

計 6 6 5 2772 7084 2312 2 14837
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に伴つて爪形文や幅広の角押文を付随させたものを、阿

玉台Ⅳ式は隆起線に沈線文を付随させたものを該当させ

た。いずれも出土量は 正式に比べ少なくなるが、第 10

号土坑からⅣ式の完形に近い土器が出土している。以上

の他に、阿玉台式に比定される襲状文、刻目文、隆起線、

波状文、各種突起が施された破片が出土しているが、多

くは I～ Ⅱ式に属するものと思われる。

また、阿玉台式に併行する土器として、関東西部に分

布する 「勝坂式」[山 内 1943、 安孫子 1974]と 、栃木 。

茨城県北部から福島県南部にかけて認められる 「諏訪式

土器J[海老澤 1984]、 「七郎内Π群土器」[塚 本 1992]

と呼ばれる土器の小片が少量検出されている。

中期中葉 本報告で中期中葉と分類したものは、①「中

峠式」[下総考古学研究会 1976]、 ② 「阿玉台Ⅳ式J「中

峠式」 肋日曽利EI式」、東北南部の 「大木 8式」と系統

的な繋がりが想定される土器、③阿玉台Ⅲ～加曽利 E式

期に想定される基本的に隆線と縄文のみで装飾された土

器、及び浅鉢・器台形土器であり、必ずしも阿玉台式、

加曽利 E式 と時間的に分離されるものでない。これらの

土器の一部は第 2号土坑からまとまって出土した他、第

10,12号土坑で阿玉台Ⅳ式とともに検出されている。

①の中峠式に比定した土器は、無文の回縁部下に小波

状文が描かれたものと、沈線によって 2条に分割された

隆線で区画された無地の口縁部に条線を充填した破片資

料である。②の土器群の中には、栃木県北部を中心に分

布する「浄法寺類型」[塚 本 1997]に 類似する土器や、

茨城県南部に特徴的とされる 「隆帯貼付文土器 (仮称)」

[芹沢 1987]な どが含まれる。

中期後葉 肋日曽利E式」[山 内 1940]が相当する。霞ヶ

浦沿岸地域における加曽利 E式土器の細別については、

基準となる資料の抽出と、学史に照らした細別記号の付

与が今後の課題と考える。今回は 「谷井他 1982」 [金子

1996]を参考に肋日曽利EI～Ⅳ式」に大まかに分類した。

加曽利EI式は隆線によって上下を区画した縄文地の

回縁部に、隆線でクランク状や渦巻状の文様を描くもの

で、胴部は縄文のみもしくは縄文地に直線や蛇行する懸

垂文が施されたものを充てた。なお、口縁部区画内に縄

文のかわ りに条線を充填したものも少数認められる。こ

の加曽利 E正 式は山内清男氏による「古い部分」に相当

する。第 2b号住居址を中心に検出されている。加曽利

EⅡ 式については幅のある隆線と沈線によって口縁部に

渦巻文や精円形の区画文が表出されたものを充てたが、

胴部については、帯状の磨消縄文が認められる破片を加

曽利 EⅡ ・Ⅲ式としている。加曽利 EⅣ式としたのは沈

線や微隆起線によって縄文部と無文部が区画された土器

で、 この中にはおそらく後期初頭まで下るものも含まれ

る。

後期初頭 「称名寺 I式」[吉 田 1960、 今村 1977]が

少量検出されている。

後期前葉 「堀之内 1,2式」[山 内 1940、 阿部 1998]

が認め られる。 1式は無文の口縁部下端を隆線 もしく

は沈線で区画したり、口唇部に円孔や沈線による文様帯

がみられ、縄文を地文とする胴部に 1～数条の単沈線に

よって主に垂下する文様が描かれたもの。 2式は沈線間

に縄文を充填し幾何学的な文様を表出したいわゆる磨消

縄文の土器と、半我竹管状工具や櫛歯状工具による集合

沈線によって幾何学的な文様を描いたもの、さらに口縁

に細い紐線や、口縁内面に細い沈線を巡らした土器等を

あてている。当該期の第 2a号住居址や第 9,16号土

坑を中心に検出された。

後期 中葉 「加曽利 B式」[山 内 1939]が相 当す る。

当該期の遺構は検出されていないが、包含層か ら多 く

の破片が出土している。平行線状・帯状・弧状の磨消縄

文が施されたものや、斜線文が加えられたもの、内傾す

る無文の口縁部を持つ鉢形土器の破片が認められ、 これ

らを精製土器とした。一方格子目文や、日縁に押捺が加

えられた紐線を巡らし縄文地に単沈線や半我竹管状工具

による平行沈線を斜位に施した土器、口縁内面に凹線を

巡らした縄文施文の上器等を粗製土器として分類 してい

る。ただし、粗製土器とした小破片の中には堀之内式に

相当する破片が混ざつている可能性が高い。細別型式で

は加曽利 Bl,2式が多いものと思われる◇

後期後葉～晩期 貼瘤の付いた 「安行 1式Jや、「安

行 2～ 3a式」「安行 3b式」の粗製土器 [山 内 1940,

1941、 金子 1972]な ど小破片数点が出土 したに過 ぎな

い。

櫛描文・縄文・無文の破片 櫛描文あるいは縄文のみ

が施された破片や無文の破片については、施文の特徴や

胎土等から型式や時期が想定できるものもあるが、小破

片だと判別が難しいため別分類にした。  (中 村哲也)
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Ⅱ .縄文時代の貝層の調査

今回の調査では、調査区南西部の埋没斜面から、A貝

塚の北端部に相当する縄文時代中期・阿玉台 Ib～ Ⅱ式

期の斜面貝層が検出された。本章ではClb, C2c,

Dla～ b,D2a～ dグ リッドにかかる埋没斜面部の

貝層と包含層について報告する。

貝 層 の調 査 経 過

今回の発掘調査区は、1987年の貝層範囲確認調査の

成果をもとにすると、貝層が存在しない場所にあたって

いた。しかし、A貝塚の北端部に近接する位置であるこ

とから、調査の始めに、A貝塚寄 りの調査区南西部を中

心に調査区外も含めて、ボーリングステッキによる地中

の探査を行った。その結果、今回報告する貝層が確認さ

れた訳であるが、当初はA貝塚とは分離した遺構内に存

在する地点貝塚であるという予測を持っていた。

本格的な調査に入 り、表土である I層 を発掘した後、

Clbグ リッドにサブトレンチ (補助的な試掘清)を設

定し、貝層がⅡa層下に堆積 していることを確認した。

続いてⅡa層を発掘除去したところ、調査区南西隅から

調査区外に広がる土層の落ち込みと、その中に堆積する

貝層の平面プランが確認された。

この土層の落ち込みを、「第 4号住居址」と仮に命名し、

グリッドを単位として貝層以外の “覆土"の発掘に入っ

た。この “覆土"は Ⅱb層より黒味の強いもので、その

下位には褐色土層が堆積 していた。前者を 「1層」、後

者を「2層」として発掘を行ったが、「2層」直下からは、

南西側に向かって傾斜する地山のⅢ・Ⅳ層が現れ、住居

址ではなく埋没斜面であること、併せて貝層がA貝塚の

末端部と捉えるべきものであることが判明した。

これ ら「1層」、「2層」は最終的な調査区壁面の土層

観察により、それぞれⅡb-1層 、 Ⅱb-2層 とした埋

没斜面の包含層に対応することになる。なお、出土遺物

の注記は、住居址表示ではなく、グリッド、包含層名で

行っている。

サンプリングの方法

貝層については、全てをサンプルとして取り上げる方

針で調査を実施した。 (第 6図 )

平面ブロックと員層区 まず、埋没斜面に取り残され

た形になっている貝層の上面を露出させ、平面的な観察

を行った。貝層の上面は一律に貝が存在するのではなく、

貝層間の土層や貝層上下の包含層の一部と思われる貝の

密度がまばらな部分がところどころに見られ、それを境

にA～ Iと した 9ヶ所のブロックに平面的に分離可能で

あった。さらに Iブロックでは、焼貝や焼土が集中する

箇所が視覚的に分離できた。

次に、貝層の任意の取り上げ区として、グリッドに沿

う形で 50cm四方の区画を、貝層を網羅するように 1～

32区まで設定した。これを「貝層区」と呼称する。

1次取り上げ この段階では、貝層を層位的に捉える

ことができないため、まずは貝層区のうちの半数を市松

様に、 1次取り上げ区として先に発掘することにした。

1次取 り上げ区は、 2,4,6,8,10,13,15,17,

19,21,24,27,29,30,32区 である。

発掘にあたっては、基本的に貝層区と平面ブロックを

取り上げの最小単位とし、分層は行っていない。ただし、

貝層区ごとに順次発掘していく過程で、ある平面ブロッ

クが異なる平面ブロックと同一の貝層と把握されたり、

他の平面ブロックと層序関係を持つ貝層であると確認で

きた場合には、「層」として捉え、取り上げることもし

ている。例えば、Cブロックは平面的にF,Gブロック

と連続し、D, E, Iブ ロックの下位にもぐり込む貝層

であることが確認されたため、一部の 1次取り上げ区で

は、この一連の貝層を「C層」と呼称し取り上げている。

また、 6,10,15区では、 Iブロック中に存在する

焼貝層と焼土層が、平面的な発掘の中でも明瞭に認識で

1.貝層の調査方法
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Dlb  D2c

網点部は1次取り上げ区

0                            1m

きたため、それぞれ区分して取り上げている。

2次取 り上げ 次に、 1次取 り上げ後に観察可能に

なった、残 り半数の貝層区の 3も しくは 4面の断面を

使って、 1次取り上げ時の所見も加味しながら貝層の分

層をおこなった。そして、これらの区を 2次取 り上げ区

とし、層ごとの発掘・取り上げを実施している。この時

点での層名は、 1次取り上げ時と同様に、層位把握の基

になった平面ブロック名を踏襲し、「A層」、「C層」、「D

層J、
「I-1層」、「I-2層」、「I-3層」という名称

を使用した。

調査区壁面による観察 2次取り上げ終了後、貝層下

に残された包含層を発掘し、埋没斜面部の面的な発掘を

終了した。そして最後に、通しで観察できるようになっ

た調査区南側及び西側の壁面において、取 り上げ層位の

整合性の確認と細分を行つている。ここでは貝層の上下

関係を反映するように、改めて貝層名を 1～ 7層 にふり

直したが、調査区壁面にかからない小さな貝ブロックに

ついては、平面ブロック時の名称をそのまま使用してい

る (B, 」,Kブ ロック)。

第 6図  貝層区と平面ブロック

遺物における貝層名の注記については、 1次取り上げ分

は調査の経過を残すために現地での表記のままとし、層

位が明らかな 2次取り上げ分については最終的な「1～

7層」にふり直した。

資料の採集 貝層発掘時に目に着いた大形の土器や石

器それに骨類などは、現地で個別に取り上げているが、

その他の貝層サンプルは取 り上げ単位ごとにビニール

袋に収納し (ひとつの取り上げ単位で複数の袋に分割し

たもの有り)、 整理作業所 (旧陸平研究所)に持ち帰つ

た。サンプルは整理作業所で袋から遺物収納箱に移し替

え (こ こでも一袋を複数の箱に分割したもの有り)、 箱

単位にサンプル整理番号を付け台帳を作成している。遺

物収納箱で自然乾燥させ、整理番号ごとに体積と重量を

計量 (註 1)し た後、全サンプルを対象に 5mm、 2.5mm、

lmmメ ッシュの節を使つた水洗を行い、貝殻や骨類な

どの動物遺体、及び土器や石器などの遺物を採集した。

サンプル整理番号は 151を 教え、水洗前の貝層サン

プルの総量は、体積 1,805,1リ ットル、重量 1,218.5kg

に及ぶ。なお、各舗に残った資料については、今回分析
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の対象か ら外れたものも含め、全て美浦村教育委員会で

保管 している。

(註 1)体積は遺物収納箱の容積をもとに算出し、重量は20kgの 上

皿秤を用い50g単位で計量した。

分析・報告の対象

以上の手順でサンプルより採集した遺物のうち、今回

分析・報告する対象とその分析方法については、阿部芳

郎氏、樋泉岳二氏、中村で協議を行い決定し、動物遺体

の分析・報告については樋泉氏に委託した。分析・報告

対象の概略を次に述べておくが、動物遺体についての詳

細はⅡ-4を参照されたい。

土器等 土器、石器、土製品、貝製品、骨角器につい

ては、現地採集資料と 5mmメ ッシュで採集された全資

料を今回の報告対象とした。ただし、石器については、

砕片の在り方を把握するために、 2次取 り上げサンプル

の 2.5mmメ ッシュ採集資料も対象にしている。

貝類 貝類については、層位のわかる 2次取り上げサ

ンプルの 5mmメ ッシュで採集された資料を基本的に同

定・計数・計量 (註 2)の対象とした。ただし、 1次取

り上げ区でも6,10,15区 の焼貝層と焼土層 (1,2層 )

については、層別に取 り上げているので対象に加えてあ

る。また、 1次取 り上げ区内に収まっていた小さな貝ブ

ロック (7層 ,B, J,Kブ ロック)についても対象に

した。なお、数量の多い貝種の同定 。計数・計量作業に

ついては、樋泉氏の指導のもと、調査担当者、調査員、

作業員が行っている。

骨類 骨類については、現地採集資料 と 5mmメ ッ

シュで採集された全資料に加え、微細な魚骨等の在 り方

も調べるため、2.5nam及び lmmメ ッシュで採集され

た資料についても分析・報告対象とすることにした。た

だし、2.5mm及 び lmmメ ッシュで採集された全資料

を分析するには、膨大な手間と時間がかかるため、今回

は 11区、18区、31区 の各層 と 16区 35間層及び 20

区の 45間層のものを選んで同定・計数の対象とした。

この貝層区の選択にあたっては、小さな貝ブロック以

外の各貝層が網羅され、なるべく同一区で複数層の比較

が行え、さらに広がりを持つ 3層 と5層 については平面

的な異同を捉えるために 2地点の資料が得られることを

条件とした。なお、骨類の抽出は、5mm,2.5mmメ ッ

シュ採集資料については調査担当者と調査員が実施し、

lmmメ ッシュ採集資料については樋泉氏が担当した。

微小貝 上記以外の分析・報告資料としては、11区

2層 の lmmメ ッシュから採集された微小貝がある。こ

れは貝層の焚き火址における活動の一端を、微小貝の在

り方から予察するために実施している。分析にあたって

は黒住耐二氏の協力を得た。

(註 2)計量は整理番号単位に貝種別にまとめて行つた。2 kgの上

皿秤を用いlg単位で計量したが、対象が100g未満のも

のは電子上皿天秤で計量し、 g単位以下は四捨五入して表

記・集計している。なお、lg未満のものはlgと 表記した。

2.貝層の堆積状況

層序と平面分布

貝層が検出された埋没斜面には、下か ら順にⅡb―

2層、 Ⅱb-1層 、そ して貝層が斜面を埋めるように

堆積する。貝層の下面は基底面より若干急な約 15度 の

傾斜を示し、貝層上面は上位のⅡa層や地表面と同様

にほぼ水平である。台地側の貝層末端部の標高はおお

よそ 25.50mで、斜面の傾斜に沿って貝層が最も厚くな

る調査区南西隅では、上面が標高 25,30m、 下面が標高

24.80mを 狽1る。

貝層は埋没斜面の中でもDla,Dlb,D2c,D

2dグリッドを中心に、一部D2bグ リッドにかかって

分布する。この貝層は、 1～ 7層 とした混貝土層とそれ

らに挟まれた 2つ の間層 (土層 )、 それに 3ヶ 所の小さ

な貝ブロックから構成される。第 7図 に示したこれら細

別貝層の平面範囲は、貝層区断面において観察された層

界を測点に、平面ブロックの実測図を参考にして復原し

たものである。この平面分布からもわかるように、今回

検出された貝層の中心となるのは、 3層、 5層 とした貝

層で、上位の 3層 はハマグリが卓越し、下位の 5層はハ
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マグリとともにオキシジミが主体となる。両者は間層が

部分的にしか存在しなかったにもかかわらず、貝の構成

等から十分に区分可能であった。また、第 6図 と比べる

と、当初貝層上面において観察された平面ブロックの在

り方は、E, Iブロックが 3層の、Dブロックが 4層の、

C,F,G,Hブ ロックが 5層 の、Aブロックが 6層 の

堆積状況を反映したものであることが理解できる (註 1)。

次に、貝層を含む埋没斜面の堆積層とその堆積状況を

上位から順に記述する (第 7,8図 )。 なお、層相の記述

は発掘時点の所見であるが、貝類の構成についてはⅡ―

4で報告するサンプル分析の結果と比べて大きな矛盾は

認められない。

I層 埋没斜面にかかる表土層も他の場所と変わらず

厚さ 20cm前後の旧耕作土である。

Ⅱa層 基本的に台地平坦部から連続して貝層を覆う

形で堆積する。埋没斜面部での最大厚は約 24cmで あり、

調査区の他の場所と大きな違いはないが、調査区南西隅

付近では部分的に存在しない場所があり、そこでは I層

が直接貝層に接している。また、本層下面を検出面とし、

貝層中に掘 り込まれた、Ⅱa層土を覆土とする小ピット

が、 2 ・ 3[玉、 5[還、 7 ・ 8伝還、 11[丞 、 13[丞 、 18・ 21

区の計 6ヶ 所に存在する。このピットの壁底面やⅡa層

に接する貝層上面には、貝殻が細かく破砕している部分

が認められ、Ⅱa層堆積期に貝層の上面もしくは上部が

人為的に撹乱 。削平された可能性がある。

1層  混貝土層。 5,6,10,11,14,15区 にかけ

て径 lm程の範囲に分布 し、南側は調査区外にかかる。

最大厚は 12cm。 上面はⅡa層 に覆われ、一部 I層 に接

する。下面は大部分が 2層 に、一部 3層 に接する。貝は

灰色に焼けたハマグリが主林で、他に焼けたサルボオが

目立つ。焼貝は破砕 しているものが多い。基調土は灰を

含んでいるためか明るい色調の暗褐色をしている。取 り

上げ時の層名は「I-1層」、または「Iプロック焼貝部」。

2層 混貝焼土層。 1層 と重なるように 6,10,11,

14,15区にかけて径 lm程の範囲に分布 し、南側は調

査区外に延びている。最大厚は 1lcm。 上面は 1層 に、

下面は 3層 に接する。貝の割合は少なめで、赤化した焼

土に灰色に焼けたハマグリが混じる。やはり破砕貝が多

い。取 り上げ時の層名は 「I-2層」、または 「Iブロッ

ク焼土部」。

3層 混貝土層。 3～ 6区, 8～ 11区,13～ 18区 ,

20,21区 にかけて、平面的に 1,2層 を含む形で広が

り、南側、西側の調査区外にも続く貝層である。最大厚

33cmo I層 ,Ⅱ a層 ,1層,2層 に接する上面は、1,2

層部を除けば全体的に地表面と同様に平坦なのに対し、

4層, 5層 ,35間 層に接する下面は、埋没斜面を反映

して、11区付近を最深部として凹状に窪んでいる。

本貝層は、最終的な調査区壁面の断面観察により、さ

らに 3a～ 3c層 の 3つ に分層されたが、取 り上げの段

階では区分できていない。 3a層はやや大きめのハマグ

リ主体で、他にサルボオ、カキが目立つ。基調土は暗褐

色土で、 2層の下には破砕貝が目立つ。 3b層 は 3a層

と3c層 の間でやや貝の割合が少なくなる部分。 3c層

との境界は明瞭ではない。 3c層 は 3a層 と同質だが、

カキがそれほど目立たない。 3a層 との分層は貝殻の向

きなどによって、通しの断面ではじめて確認できたもの

である。基調土の暗褐色土は 3a層の方が黒味が強い。

3層 の取 り上げ時の層名は 「I-3層 J。 1次取 り上げ

分では I, Eブ ロックの一部が対応する。

3-5間 層 13,16区 の 3層 と 5層 の間に存在する局所

的な土層。厚さ約 8cm。

4層 混貝土層。17,18,20,21,25区にかけて長

さ lm弱の範囲に広がる小規模な貝層で、南側の調査

区外に続く。最大厚 15cm。  3層 と同様に埋没斜面の傾

斜に沿って南西側に傾きを持って堆積する。平面的に3

層と5層 に重なり、上面はⅡa層 と3層 に接し、下面は

45間層に接する。

本キシジミ主体で、他にハマグリ、シオフキ、アカニ

シが少量みられる。基調土は暗褐色土で、ローム粒子を

少量含む◇取 り上げ時の層名は 「D層」。1次取 り上げ

分ではD, Eブロックの一部が対応する◇

45間層 4層の範囲とほぼ重なるように、 4層 と 5

層の間に堆積する暗褐色土層。厚さ約 10cm。 締 り、粘

性がやや有 り、ローム粒子を若千含む。貝はほとんど含

まない。取 り上げ時の層名は 「CD間層」。

5層 混貝土層。 1～ 21区,23～ 25区 にかけて堆

積した広範囲な貝層。平面的には 1～ 4層を含み、南側、

西側の調査区外にも続く。最大厚 30cmo H a層 、3層、

35間層、牛5間 層に接する上面と、包含層のⅡb-1

a層 に接する下面は、埋没斜面に沿って南西方向に傾き
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写真 2 員層上面と員層区 写真 3 6,7層 断面

写真 4 貝層南断面 写真 5 貝層西断面

を持つ。10区 の本層上面からは径 12cm程の灰プロッ

クが検出された。

本貝層は、最終的な調査区壁面の断面観察により、 5

a層 と5b層 に分層できる可能性が認められたが、取 り

上げの段階では区分できていない。 5a層は 3c層 と 5

b層の間で、貝の割合が若千少なくなる部分で、 5b層

との境界は不明瞭。基調土は黒褐色土で、焼土粒子、炭

化物粒子を含む。貝の構成は 5b層 と同じである。 5b

層はハマグリとオキシジミが主林で、他にシオフキ、ア

カニシ、カキがみられる。基調土は黒褐色土で、焼土粒子、

炭化物粒子 (最大径 10mm)をやや多く含む。 3,7,9,

12,16区の 5層下部では、アカニシが多くみ られた。

5層 の取 り上げ時の層名は 「C層」。1次取 り上げ分で

はC, F,G,Hプ ロックとD, E, Iブロックの一部

が対応する。

6層  混貝土層。24,25,28～ 32区にかけて長 さ 1.2m

以上の範囲に広がる、他の貝層 と平面的に分離 した貝層。

南側の調査区外 にも続 く。最大厚 21cm。 上面は Ⅱ a層

に、下面は Hb-la層 に接 し、 5層 に続 くような堆積

状況を示す。オキシジミを主体に、 シオフキ、ハマグリ

が目立ち、他にアカニシがみられる。基調土は黒褐色土

で、ローム粒子を少量含む。貝の構成や堆積状況からみ

て、堆積時期は 5層 に近いものと推定される。取り上げ

時の層名は 「A層 J。 1次取 り上げ分ではAブロックが

対応する。

7層  32区に位置する径 15cm、 厚さ 20cm程の、混

貝土ブロック。Ⅱb-la層 の上部に包含され、半分は

南側調査区外に続く。ハマグリとサルボオが認められ、

基調土は暗褐色土。取り上げ時の名称はLブロック。

貝ブロック 5層 の末端近くに形成された、平面的

に 5層 と分離する小さな貝ブロックで、B, J,Kの 3

プロックが認められた。いずれも下面はⅡb-la層 に

接し、 5層末端とほぼ同じ高さに位置する。 Bブロック

は 27区 に位置 し、長さ 50cm、 幅 14cm。  」ブロック

は 19区 に位置し、長さ 24cm、 幅 15cmo Kブロックは

19,23区に位置し、長さ 16cm、 幅 12cm。

Ⅱb_1・ 2層 埋没斜面基底と貝層の間には、基本

的に 2層 に分層できる遺物包含土層が堆積する。これら

の土層は、台地平坦部のHa層やⅡb層 とは色調等が異

なるが、層序的にはⅡb層 に対応するものと考えられる
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ことから、埋没斜面にみられるⅡb層の亜層として、上

位からHb-1層 、 Ⅱb-2層 と呼称することにした。

Ⅱb-1層 はⅡa層 より黒味の強い暗褐色土層で、埋

没斜両内だけに堆積する。上面は貝層とHa層 に接し、

下面は Hb-2層 と斜面の基底であるⅢ,Ⅳ層に接す

る。締 り、粘性がやや有 り、 ロームブロック (最 大径

10mm)、 ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子をやや多

く含む。Ⅱb-2層 は台地寄 りの斜面傾斜変換点付近に

存在する、ロームと褐色土が混じつた明褐色土層で、基

底のローム層 (Ⅲ 層 )と の漸移層とも捉えられる。締 り、

粘性が有り、 Ⅱb-1層 土に対応する暗褐色土と焼土粒

子を若千含む。また、Ⅱb層 と比べると赤味を帯びた褐

色土を欠く。調査区西側断面における観察では、台地平

坦部のHb層 に漸移的に移行しており、明確な区分はで

きなかった。

最終的な調査区壁面による土層観察時に、上記包含層

中に、自色物質の粒子やプロック (最大径 10mm)を 多

く含む部分が確認され、その部分をⅡb-lb層 、Ⅱb

-2a層 、それ以外をⅡb-la層 、Ⅱb-2b層 と呼

称することにした。この自色物質には植物の根の形をし

たものも認められ、何かの成分が凝固したものと推定さ

れる。また、白色物質が存在する部分は、上位の貝層の

範囲とほぼ対応する基底面上に限られていた。このこと

からこの白色物質は、水溶した貝殻の成分が下に染み出

し、不透水性の基底面上において凝固したものの可能性

がある。

埋没斜面基底面 埋没斜面の基底はローム層であるⅢ

層と白色粘土層であるⅣ層が侵食されて形成されたもの

で、標高 246～ 24,7mを 境に上位がⅢ層、下位がⅣ層

か ら構成される。南西方向に斜向を持ち、標高 25.5m

の平坦部際か ら一旦約 20度 の傾斜で落ち込み、標高

24.9mの あたりから約 10度 の緩い傾斜にかわる。調査

区南西隅の最深部の標高は 2455mを 決1る 。

(註 1)こ こで示した平面ブロックと各貝層の関係は、あくまでも

平面ブロックを貝層上面の在り方として捉えた場合のもの

であり、1次取り上げ区における立体的なサンプル単位と

しての平面ブロックとはそのまま対応しないことに注意。

貝 層 の焚 き火 址

焼貝や焼土等の燃焼痕跡を伴う 1,2層 について検討す

る。第 9図に 11区各層における焼貝と破砕貝の含有率

を示す。対象は同定・計数を実施した殻頂部が遺存する

ハマグリ左殻で、そのうち焼貝としたのは灰色に変色し

たもの、破砕貝は欠損により殻長が計測できない個体で

ある。焼貝、破砕貝とも下層にいくほど少なくなり、特

に焼貝は 1層で八割以上を占めるが、 2層で激減し3,5

層ではほとんどみられない。前述した現地での観察所見

が実態に則したものであることをまずは確認する。

次に 1,2層 の成因であるが、上記の焼貝の在 り方、

2層 の貝種組成が直下の 3層 と同様なこと (Ⅱ -4第

21図参照)、 灰を含む 1層 と焼土主体の 2層が上下関係

をもって形成されていることから、 3層 を地山に焚き火

等の燃焼行為が行われた結果、 3層の一部が焼け込んで

2層が形成されたものと捉える。おそらく2層上面付近

が火床面であり、 1層 は灰などの燃焼残滓と被熱した地

山の貝や土が混ざつた堆積層と思われる。

破砕貝の多さについては、燃焼行為に伴い生じたも

のと考えられる。ただし、貝の破砕は 1,2層に限らず、

上位のⅡa層 と接する貝層上面全般に認められ、 Ⅱa層

堆積期に何らかの改変を受けて現状の貝層上面が形成さ

れた可能性がある。つまり燃焼痕跡の全域がⅡa層 と接

する場合は貝層形成期のものと限定できない。

調査区南壁で撮影した 1層 断面のカラー写真 (口 絵写

真)をみると、灰色の焼貝の上位に、白い貝殻の纏まり

が部分的に認められる。これが実態ならば燃焼行為以後

にも貝が廃棄されたことになり、貝層形成期の可能性は

高くなる。しかし、あくまでも写真での確認である。

破砕貝

11区 1層
(n=238)

■区2層
(n=593)

■区3層
(n=322)

207      . I   II      1  222

122 513

227

第 9図 焼貝・破砕貝含有率 (11区・ハマグリ左殻)

層

め躯鱒
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遺物の出土状況

貝層を含む埋没斜面か らは縄文土器、土製品 12点、

石器 8点、剥片 。砕片 66点、貝製品 61点、骨角器 2点

等が検出された。個々の遺物の出土状態や接合状況は第

10図 とⅡ-3の記述を参照されたい。また、層ごとの

時期別土器出土数は表 1の とおりである。

貝層の直下にあたるⅡb-la層 上面からは、101～

112と した完形土器及び大形破片と 169,170,172の 磨

石が出土 している。ただし、貝層との関係に違いがあ

り、廃棄時期が微妙に異なる可能性はある。 101～ 107,

170,172は上位が 5層 に、108,169は 6層 に覆われて

お り、110は破片の一部がKプ ロック上に、112は Bブ

ロック上にかかっていた。残 りは上位がⅡa層 になる。

また、基本的に土器大形破片は同一個体ごとにまとまっ

て残されており、101,104,108,111は横倒しの状態で、

102,107,109は 底部内面を上に向けた正位の状態で出

土している。101と 104は胴部が全周する状態で検出さ

れ、潰れた状態で出土した 108の 内部には、土混じりの

貝ブロックが入 り、底部外面に微細な炭化物の付着が認

められた。

なお、 Ⅱb-la層 上面出土の 97～ 118は、西村正

衛氏が設定された 「阿玉台 Ib式」を追認する一括資料

と考える [西村 1972]。 属性の共通項として、施文単位

が 1列 の角押文が施されるのをはじめ、「口辺を浅く内

湾曲」 (101,103,104,111)「 乃至は直口」 (108)「 に

して真直ぐ底部にしまる胴腹に接続させた形体が多かつ

た」こと、「特有な扇状把手」の発達 (101,108,112)、

「口縁内側にしっかりとした稜がつくられる」こと (98,

101,  102,  104,  105,  108,  110へ ' 113,  115)、  「】台 Lイこ

雲母末を混入したものもあるが」 (97～ 99,101,103～

107,109,111,112,117)、 「多くは砂を混じえている」

(100,102,108,110,113～ 116,113)こ と、「区画状、

窓枠状の形態が整えられ」ていること (101,102,104,

105,108,110～ 113,115)、 剛同腹は、製作痕を粗く修

正したものもあるが」 (113)、 「一体にこれが磨消され、

粘土の接合点などに細長い刻目文やひだのような文様が

付されている」(101,105,108,110～ 112,114,116,

117)こ とが認め られる。一方、若千の相違点 として、

底に網代痕を残す ものがみ られるが (100,102,106,

107,109)、「真中の部位に凹凸がみえる」もの (107)や 、

「その外縁部に網代の痕跡を留めたもの」 (106,107)力ゞ

少ないこと、剛同腹の隆起線の配置」に複雑なものがみ

られること (112)が挙げられる。

貝層中からは、阿玉台 正式を主体に同Ⅱ式、早期の土

器が検出されてお り、大形破片については 22と した阿

玉台 I式が 4層上面から、36の 阿玉台 Ib式が 5b層中

から出土している。なお、 8区貝層中から90の後期加

曽利 B式の破片が 1点出土しているが、他に同時期の土

器が貝層中から全く出土していないこと、同区にはⅡa

層土を覆土とする後世のピットが存在することから、後

世もしくは調査時の混入と捉える。

貝 層 の時期

次に、貝層の形成時期を土器の出土状況から検討する。

まず、 5,6層 の形成開始時期は、下面 (Ⅱ b-la層

上面)の土器大形破片の在 り方から阿玉台 Ib式期とし

て間違いないであろう。 3層 については、最も新しい時

期の土器として 6の阿玉台Ⅱ式の破片が 1点出土してい

る。阿玉台Ⅱ式の破片は 3層 に覆われた下位の 5層 中か

らも4点出土しており (55～ 58)、 6が後世の混入とは

言い切れない。このため 3層 の時期を阿玉台Ⅱ式期と捉

える。 5層の下限や 4層の形成時期については、 4層上

面出土の阿玉台 I式の大形破片 22と、 5層 中出土の阿

玉台Ⅱ式に相当する小破片のどちらを優先するかによっ

て解釈が異なる。ここでは貝層全体を中期阿玉台 Ib式

期～阿玉台Ⅱ式期に形成されたものとするに留めたい。

埋没斜面に堆積するⅡb-1層 中からは、早期の田戸

下層式や条痕文系土器、中期の阿玉台 I式を主体とする

土器が出土している。Ⅱb-2層 は遺物が少なく4点の

土器小片が出土したに過ぎない。両層からは貝層形成開

始期よりも新しい阿玉台Ⅱ式、加曽利 EⅣ式、それに後

期の土器破片も少量検出されているが、これらは全域が

貝層に覆われていないグリッドから出土したものである。

現状では貝層上にⅡb-1層 は認められないが、少なく

とも貝層範囲外ではⅡb-1層 が貝層形成後も継続して

堆積していた可能性があり、貝層より新しい遺物も包含

され得る。また、Ⅱb-2層 と平坦部のⅡb層 との層界

は明瞭ではなく、取り上げ時に混在したものともいえる。
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丸印…土器  四角印…石器  三角印…土製品・貝製品
(白 抜き印は■b la層上面出土)

に崖D3∝
5b団

第 10図 貝層遺物出土状況図

0                          1rn

写真6 5層下面遺物 99～ 107,170,172出土状況 写真 7 5層下面上器 104出上状況

写真 8 上器 108出土状況 写真 9 土器 110,112出土状況
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土 器

1層出土上器 (第 11図 1)

1は無文の底部破片。外面は丁寧な撫で、内面は粗い

撫で整形。胎土に白色・透明粗粒を含む。

2層 出上土器 (第 11図 2)

2は隆起線と施文単位が 1列の角押文がみられる阿玉

台 I式の破片。輪積痕に沿って襲状文が施されている。

胎土に白色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。

3層 出土土器 (第 11図 3～ 19)

3,4は 田戸下層式の破片。 3に は太沈線文がみられ、

4に は断面が鋭い細沈線文と、半我竹管状工具による刺

突文が施されている。 5は条痕文系土器の破片。内外面

に条痕文が施され、胎土に繊維を含む◇

6は 口縁に付けられた隆起線に沿って、半我竹管状工

具を用いた平行する 2列の角押文が施された阿玉台Ⅱ式

の破片。胎土に自色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。

7～ 15は阿玉台式に相当する破片。 7～ 9は貝殻腹

縁による刻目文が施されたもので、 7の 口縁の隆起線上

や 8の 口縁には刻みが施されている。 10は弧を連ねた

ような有節線文が施された破片。11～ 13は断面三角形

の隆起線が施された胴部破片で、11は垂下する隆起線

に蛇行する隆起線が付随し、12,13の 隆起線はY字状

を呈する。 11に は半我竹管状工具を用いた波状の平行

沈線が、 12に は貝殻復縁による刻目文と隆起線上の押

捺が、13に は 2列 (施文具不明)の 角押文が伴う。 14

は 3本歯以上の工具によって波状文が描かれた破片。 15

には箆状工具による細い有節線文が 4条みられる。胎土

は 7～ 10,12～ 14が 自色・透明粗粒と金色雲母粒を、

11,15が 自色粒を含む。

16～ 18は無文の破片。16は内削状になった口縁部内

面に稜を持つ。外面撫で、内面磨き整形。 17,18の 外面

は撫でられているが輪積の痕跡を凹凸として残す。胎土

は 16が 自色粒を、 17,18が 自色・透明粗粒と金色雲母

粒を含む。

19は底面の破片で、外面に不明瞭ながら網代の痕跡を

残す。内面は粗い撫で整形。胎土に白色粒を含む。

4層上面出土土器 (第 11図 20～ 22)

20は縦位の櫛描文が施された破片。21は隆起線上に

押捺が加えられた阿玉台式の破片で、部分的に輪積痕を

残す。胎土に自色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。

22は 4層上面出土の破片 1点 とD2cグ リッドⅡa

層出土の破片 2点が接合したもので、残存率は図示した

範囲の約 113。 ゆるく外反しながら開く波状口縁を呈し、

波頂部は叉状になるものと思われる。波頂部から粘土帯

を折り曲げた突起を垂下させ、その下端から断面三角形

の隆起線を波状口縁に沿って口縁部を区画するように巡

らせている。区画内にはX字状の隆起線が施され、楕円

形の枠状文を形づくる。外面は粗 く撫で られているが、

日縁部区画内も含め成形時の輪積痕を残す。口縁は肥厚

し、口縁部内面に水平な稜を有する。内面は丁寧な撫で

整形。色調は外面暗褐色、内面褐色。胎土に白色 。透明

粗粒 と金色雲母粒を含む。波頂部の復元 口径 29 3cm。

阿玉台 I式か。

4層出土土器 (第 11図 23～ 26)

23,24は 田戸下層式の破片。23は断面の鋭い細沈線

文を回縁に沿つて 3条巡らせ、その下位に太沈線文が施

されている。内外面とも丁寧に撫で られている。24は

放射肋を持つ貝殻の腹縁を刺突した文様を有する。

25は粘土棒を粘土帯で囲つた突起と隆起線によって

区画された日縁部に一列の角押文が施された阿玉台 Ib

式の破片。左側の欠損部は扇状把手に続くと思われる。

白色粒と金色雲母粒を含む。

26は角頭状の口縁を有する無文の土器で、内外面とも

丁寧に撫でられている。田戸下層式期の土器と思われる。

4-5間 層 出上土器 (第 11図 27,28)

27は 口縁が外削状を呈し、太沈線文が施された田戸

下層式土器。28は断面三角形の隆起線が弧状に 2条配

された阿玉台式の胴部破片。胎土に金色雲母粒を含む。

3.貝層出土の遺物
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第 11図 貝層出土上器 (1)
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5層上面出土土器 (第 11図 29)

29は V字状の隆起線か ら断面三角形の隆起線を逆

「3」 の字状に垂下させ、それに沿って 1列の角押文を

施した阿玉台 I式の胴部破片。他に、弧状に施された角

押文や襲状文がみられる。胎土に自色・透明粗粒と金色

雲母粒を多量に含む。

5層 出土上器 (第 12図 30～ 67)

30は横位の細沈線文で区画 した上位に、太沈線文を

施した田戸下層式の胴下部破片。31～ 34は条痕文系土

器の破片で、胎土に繊維を含む。31は 口縁がやや内削

状になった破片で、内外面に擦痕が認められる。32～

34は 内外面に条痕文が施された胴部破片。

35は外面無文の破片で、内削状になった口縁内面に

1列の角押文が施されている。阿玉台 I式か。

36は 2点の破片が接合した阿玉台 Ib式の大形破片

で、胴上部が開き口縁部が内屈する平縁の器形に復元

できる。口縁に隆起線を貼 り付け、その粘土紐を使って

山形の突起を作 り出している。突起内面は口唇部と粘土

紐の間が三角形に窪む。この突起から粘土棒を粘土帯で

囲った突起を垂下させ、その下端から断面三角形の隆起

線を口縁に沿って横位に巡らしている。隆起線上には刻

みが付けられ、その内側には 1列の角押文が施されてい

る。胴部外面は撫でられているが、輪積痕が部分的に残

る。内面は磨かれ、回縁に稜が形成されている。色調は

外面胴部が橙褐色、日縁部が暗褐色で、内面は褐色を呈

する。胎土には自色細粒を含む。復元口径 30cm。

37～ 47は 口縁部を区画する隆起線の内側に沿って、

施文単位が 1列の角押文がみられる破片で阿玉台 Ib式

に相当する。37～ 45の区画内には角押文や沈線によっ

て鋸歯状や弧状の文様が描かれ、46の 区画内には貝殻

腹縁による刻目文が施されている。また、39で は隆起

線の下端にも角押列が認められる。37に は角押文が施

された円形の把手がみ られ、42,43の 口唇部には条線

状の刻みが施されている。胴部については、37と 39に

貝殻腹縁による刻目文が、40に波状文が、41に襲状文

と角押文による波状文が認められる。胎土は 37～ 40,

45,46が 自色・透明粗粒と金色雲母粒を、41が 白色細

粒を含む。

48～ 51は施文単位が 1列の角押文もしくは有節線文

が認められる破片で、阿玉台 I式の破片と捉えられる。

49は 口縁部に付けられた円環状の突起で、条線状の刻

みが施されている。口唇部には爪形状の角押文がみられ

る。50は 山形の波頂部に付けられた扇状把手で、垂下

する隆起線と連続している。把手の縁と隆起線上には刻

みが付けられ、 2条の細い角押文がそれに沿うように施

されている。51は幅の狭い箆状工具を用いた有節線文

が施された胴部破片で、襲状文もみられる。いずれも胎

土に白色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。

55～ 58は半我竹管状工具によって平行する 2列の角

押文もしくは有節線文を表出したもので、阿玉台Ⅱ式に

相当する。55は押引きの間隔が長い有節線文で、国縁

部に鋸歯状のモチーフを描 く。56の角押文は半竹管状

工具の内側も一緒に刻印されており、爪形文に近い印象

を与える。下位に刻目文がみられる。55～ 57は胎土に

白色 。透明粗粒と金色雲母粒を、53が 自色細粒を含む。

52～ 54,59～ 61は 阿玉台式の部分破片。52,54は

喪状文がみられる破片で、54に は波状文も施されてい

る。53は粘土紐を蛇行させて表出した貼付文で、上下

は撫でられている。59～ 61は断面三角形の隆起線が施

文された胴部破片で、59に は波状文が、60には貝殻腹

縁による刻目文が伴う。52～ 54,59,60は胎土に自色・

透明粗粒と金色雲母粒を含む。

62は櫛描きによる条線がみられる破片。63～ 66は縄

文が施された破片で、63が Rの撚糸文、64が不明、65

が単節RL、 66が無節 L。 64に は波状文が伴う。67は

内削状の口縁を有する無文の破片。胎土は 62,64が 自

色・透明粗粒と金色雲母粒を、63,65,67が 白色細粒を、

66が自色・透明粗粒と白色雲母粒を含む。

6層 出土上器 (第 13図 68～ 72)

68は細沈線文が施された田戸下層式の胴部破片。

69は 口縁部を区画する隆起線に沿って、施文単位が

1列の角押文がみられる阿玉台 Ib式の扇状把手下の破

片。胎土に自色・透明粗粒を含む。

70,71は 隆起線に沿って 1列の角押文が施された阿玉

台 I式の破片。70に は波状文がみられる。71では押引

きによる波状文がみられ、口唇部に刻みが付く。胎土は

70が自色粒を、71が白色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。

72は襲状文を有する阿玉台式の胴部破片。胎土に白
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色細粒を含む。

貝層一括 出土土器 (第 13図 73～ 93)

ここで貝層一括として掲載するのは、 1次取 り上げ貝

層サンプルから採取した土器破片である。

73は太沈線文と細沈線文、それに半我竹管状工具に

よる刺突文が施された田戸下層式の破片。74は 内外面

に条痕文が施された条痕文系土器。胎土に繊維を含む。

75～ 77は隆起線に付随して施文単位が 1列 の角押文

が施された阿玉台 I式 の破片。75は隆起線と角押文が

鉤手状に配された胴部破片。76は隆起線による口縁郡

区画がみられるもので阿玉台 Ib式に相当する。区画内

には角押文が充填され、口唇部には条線状の刻みが付く。

77は 山形の波頂部に付けられた扇状把手で、垂下する

隆起線と連続している。把手の縁と隆起線上には刻みが

施され、1列の角押文がそれに沿うように配されている。

胎土は 75が 白色・透明粗粒と金色雲母粒を、76が 白色。

透明粗粒と白色雲母粒を、77が 自色細粒を含む。

78～ 83は半我竹管状工具によって平行する 2列の角

押文もしくは有節線文を表出したもので、阿玉台Ⅱ式に

相当する。78の 二頭の突起からY字状に垂下する隆起

線の左側には、竹管の内側も一緒に刻印された爪形文に

近い角押文が施文され、右側には刻目文が施されている◇

79は押 し引きの間隔が長い有節線文が描かれた波状口

縁の破片。80は 口縁に隆起線が貼付けられたもので、

幅の広い口唇部にも角押文が施文されている。81に は

隆起線が、82に は隆起線 と刻目文がみ られる。胎土は

78,79,82が 自色・透明粗粒と金色雲母粒を、80,31,

83が 自色・透明粗粒と白色雲母粒を含む。

84～ 88は 阿玉台式の破片。34は角頭状の口縁を有

する破片で、口縁から胴上部にかけて貝殻腹縁を使用し

た 4段の刻 目文が施されている。85,87も貝殻腹縁に

よる刻目文がみられ、85に は波状文が、87に は隆起線

が付随する。86は隆起線を、88は襲状文を有する破片◇

いずれも胎土に白色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。

89は隆線に沿って楔状の結節沈線と三叉文が施され

た破片で、勝坂式に比定される。胎土に片岩粒を含む。

90は平行する 7条の単沈線間に単節LRの縄文を充

填した加曽利 B式の破片。鉤状の区切り文がみられ、外

面の無文部と内面は磨かれている。

91は RLの縄文が施文された破片。92は網代痕が認

められる底部破片。93は内削状の口縁を有する無文の

破片。いずれも胎土に白色粒を含む。

Ⅱ a層の ピッ ト出土上器 (第 13図 94,95)

ここでは、貝層上面で確認されたⅡa層土を覆土とす

るピット状の落ち込みから出土した土器を報告する。

94は無文の胴部破片で、内外面とも撫で整形が施さ

れている。胎土には自色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。

95は刻みが施された隆線と沈線で、蕨手状の文様が表

出された中期中葉の土器。胎土に白色細粒を含む。

Ⅱb-la層 上面出上上器 (第 13図 96～第 15図 115)

5層に覆われていた土器 (96～ 107)96は 鵜ヶ島台

式に比定される口縁部破片。刻みを有する隆起線で仕切

られた中に、単沈線で欅掛け状の文様を描き、空隙に半

我竹管状工具による刺突文を充填している。沈線の交点

には半月状の刺突が加えられ、平坦な口唇部の両縁にも

刻みを施している。破片の下位は無文帯になる。内面に

は条痕文が施され、胎土に繊維を含む。

97,98は施文単位が 1列 の角押文が施された破片。

97は阿玉台 正式の渦巻状の突起で、角押文と刻みが施

されている。98は隆起線で区画された口縁部に 3条の

角押文で波状のモチーフを描く阿玉台 Ib式の破片。両

者とも白色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。

99,100は底部破片で、99に は繊維状の圧痕が、 100

には網代痕が認められる。99は胎土に白色・透明粗粒

と白色雲母粒を、100は 白色粒を含む。

101は阿玉台 Ib式の深鉢形土器。胴部が直線的に開

き口縁部が緩く内彎する器形を呈し、日縁は 3単位の波

状となる。日縁は肥厚し内面に稜を持つ。波頂部には 1

列の角押文が施された扇状把手が付き、把手から連続す

るように隆起線をY字状に垂下させ、日縁部に逆三角形

の区画を形成している。区画内には施文単位が 1列の角

押文が隆起線や口縁に沿つて 1～ 2条施されている。扇

状把手の縁と隆起線上には刻みが施され、口唇部には条

線状の刻みが付く。また、胴部では隆起線上に押捺が加

えられ、貝殻腹縁による刻目文が 2段巡る。底部外面は

撫で整形。胴部の一部が欠損する以外はほぽ完形である。

把手を含めた高さ 19.2cm、 底径 7.2cm。 胎土に自色 。

-26-



区

∫

７２３
　
媚

鯵
区

区

′

７。 ３

鶏∽

94

基  ヽ     げッ

Ⅱa層のピット
100 13区 5層下面

Ⅱb-la層上面(1)

辮

８‐

雲

姿∈
嘔

け

ず

７５

琳
―――

等

ξ

巳

η

∇

，

２ ． ５８

中　　れ魏蝉鰤』ャ区

貝層一括

0                      10cm

第 13図 貝層出土上器 (3)

-27-



透明粗粒と金色雲母粒を含む。

102は 5層下のⅡb-la層 上面出土の大形破片と 5

層中出上の破片か ら、ほぼ完形に復元できた阿玉台 I

b式の浅鉢形土器。口縁部が内彎気味に立ち上がる平

縁の器形を呈する。 口縁は隆帯状に成形され、内面に

稜を持つ。下端に隆起線を巡らした口縁部は、さらに弧

状の隆起線によって 4単位の細長い楕円形に区画されて

いる。区画内では口縁と隆起線に沿って 1列の角押文が

施され、その中にも弧を連ねたモチーフが 1列の角押文

で描かれている。胴部外面は撫でられ、底部には編みの

細かい網代痕が認められる。内面は磨かれており、底部

周囲に敲打されたような細かい剥落がみられる。色調は

外面淡褐色、内面暗褐色。胎土に自色細粒を含む。口径

31.5cm、 底径 9 8cm、 高さ 12 5cm。

103は 5層下のⅡb-la層 上面出土の破片と5層 中

出土の破片から復元した阿玉台式の深鉢形土器。直線的

な胴部と内彎する口縁部を有する。口縁には粘土棒を粘

土帯で囲った小さな耳状の突起が 4単位付けられ、突起

施文後に口縁に沿つて隆起線を貼 り付けている。口縁に

は刻みが施される。胴部には輪積痕を部分的に残し、そ

れに沿うように貝殻腹縁による刺突を伴つた髪状文が 3

段にわたって施されている。口縁から胴部の内面は磨か

れている。色調は胴下部外面が淡褐色、胴中部以上の外

面と内面が黒褐色を呈する。胎土には自色粒と金色雲母

粒を含む。残存率は約 9イ 10。 把手を除く口径 15.2cm、

底径 8.lcm、 高さ 21.3cm。

104は阿玉台 Ib式の深鉢形土器。胴部はほぼ真つ直く
｀

に立ち上がり、強く外屈した頸部の内面には稜が形成され

ている。口縁部はやや内彎しながら開く。 4単位の波状口

縁になると思われ、口唇部は幅を持ち、施文単位が 1列の

角押文が 2条施されている。波頂部と波底部には粘土塊を

縦に連ねたような突起が垂下し、それを連結するように口

縁部下端に隆起線を巡らせ枠状の区画を形成している。胴

部には角押文が施された環状の貼付文が4単位みられ、そ

こを基点に逆U字状に垂下する隆起線と、貼付文間を横位

に繋げる隆起線によって、逆三角形の区画が形成されてい

る。口縁部の区画内や胴部では、口縁や隆起線に沿って角

押文が 1～ 2条施されている。胴部では空隙部にも角押文

による文様が認められるが、区画ごとにモチーフが異なる。

頸部には縦位の角押文が施されている。また、胴部の横位

の隆起線上には刻みが認められる。内面と底部外面は撫で

整形。外面橙褐色、内面暗褐色の色調を呈し、胎土に自色

粒と金色雲母粒を含む。底部の大部分と口縁部の約 112を

欠損する。頸径 22 0cm、 復元底径 9.2cm、 口縁波底部ま

での高さ 21 4cm。

105は 5層 下のⅡb-la層 上面出土の大形破片と、

5層、Dlaグ リッドⅡb-1層 、D2dグ リッドⅡa

層出土の破片群から復元された阿玉台 Ib式の深鉢形土

器。 4単位の山形の波状口縁を呈し、口縁部はやや内彎

しながら開く。口縁と口縁部下端には断面三角形の隆起

線が巡 り、弧状の隆起線によってさらにその間を区画し

ている。口唇部は幅を持ち、回縁内面には稜が形成され

る。口唇部と口縁部区画内の隆起線に沿つて、半我竹管

状工具の先端外縁を施文方向と平行するように用いて表

出された 1列の角押文がみられる。口縁の隆起線に沿う

角押文は弧を連ねた様に描かれる。図の波頂部復元箇所

は残存する波頂部破片を元にしている。日縁部下端の隆

起線上には刻みが施され、波頂部下にあたる箇所に突起

が貼 り付けられている。頸部には 2条の波状文が描かれ、

弱い押捺列が認められる。また、その押捺列の施文後に

胴部に曲線を描く隆起線を貼り付けている。その隆起線

に沿っても 1列の角押文がみられるが、隆起線間では波

状文になる。内面は磨き整形。外面淡橙褐色～暗褐色、

内面褐色の色調を呈し、胎土に自色 。透明粒と金色雲母

粒を含む。残存率は図示した範囲の約 1/2。

106,107は 底部破片。106の 底部外面は丁寧に撫でら

れているが、周縁に僅かに網代の痕跡を残す。107では

中央が凹んでおり、周縁部を中心に部分的に網代痕がみ

られる。両者とも胎土に自色 。透明粗粒と金色雲母粒を

含む。底径は 106が 12.8crll(復 元)、 107が 12.3cln。

6層 に覆 われ て いた土器 (108)108は 施文単位

が 1列 の細い角押文が施された阿玉台 Ib式の深鉢形

土器。底部から口縁部まで直線的に開く器形で、平縁の

口縁には 4単位の扇状把手が付く。口縁は隆線状に厚く

成形され、外面には角押文が、口唇部には条線状の刻み

が付けられている。扇状把手の縁には刻みと刺突が交互

に施され、角押文で縁取りされている。把手の両端から

は粘土棒を粘土帯で囲んだ突起が垂下し、その下端から

断面三角形の隆起線が口縁部を区画するように巡ってい

る。区画内では口縁や隆起線に沿って角押文が施され、
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内部に 2条 の角押文によって連続する孤状のモチーフを

描く。扇状把手下の口辺部にも角押文によって弧状文が

描かれている。胴部は粗く撫でられており、輪積痕に沿っ

て貝殻腹縁の押捺で表出された襲状文が 5段巡る。胴上

部には粘土棒を粘土帯で囲つた突迅が扇状把手の間にあ

たる位置に4単位付けられる。図中の 2ヶ 所ではいずれ

も剥落しているが、この突起上には粘土紐を渦巻状にし

た円盤が貼 り付けられている。この突起同士は中間点に

小さな円盤が貼付けられた隆起線で結ばれ、突起と円盤

の両側には小さな弧状の貼付文もみられる。弧状の貼付

文に挟まれた隆起線上には細長い楕円形に角押文が配さ

れ、隆起線下には 2条の角押文による波状文が描かれる。

また、突起からはそれぞれ 2条 の曲線的な隆起線が垂下

するが、右側の隆起線は途中で強く屈曲し、屈曲点には

突起が付く。施文順序は襲状文→隆起線・突起→角押文

である。内面と底部外面の整形は撫でで、底部外面の周

縁には網代痕が部分的に認められる。外面の色調は底部

～胴下部が橙褐色、胴中部以上が暗褐色で、内面は底部

～胴下部が黒褐色、胴中部以上が褐色を呈する。胎土に

は白色細粒を含む。底部と胴部の一部が欠損する。把手

を除く口径 31.5cm、 同高さ 41.Ocm、 底径 13.Ocm。

一部が貝ブロック上にかかっていた土器 (110,112)

110は Ⅱb-la層 上面～Kブロック上にかけて検出

された阿玉台 Ib式深鉢形土器の口縁部で、D2dグ

リッドⅡa層 出土の破片も 2点接合している。頸部から

やや内彎気味に口縁部が開く。4単位の波状口縁を呈し、

波底にあたる日縁部には粘土棒を粘土帯で囲つた突起が

垂下する。この突起の上下端を覆うように口縁と口縁部

下端を区画する断面三角形の隆起線が貼付けられている

が、口縁のものは波頂部に移行すると隆起が無くなる。

また、日縁部下端の隆起線は波状口縁に合わせるように

彎曲している。幅広の口唇部には条線状の刻みが施され、

口縁内面には稜が形成されている。波頂下の口縁部文様

には二つのパターンがあり、対面する同士が共通する。

ひとつは口縁部下端の隆起線間に平たい突起が付くもの

で、山形の波頂部がひとつの区画を形成する。もうひと

つは口縁と口縁部下端の隆起線が波頂下で繋がり、二つ

の楕円形区画に分割されるものである。いずれの区画内

でも口縁や隆起線に沿って 1列の角押文が施され、中に

は 1列の角押文で波状のモチーフを描いている。頸部に

は波状文や貝殻腹縁の押捺による襲状文がみられ、胴部

には断面が丸い刻みが付いた横位の隆起線とそれに付随

する角押文が認められる◇内面は磨き整形で、色調は外

面が淡橙褐色、内面が淡褐色～暗褐色。胎土に自色細粒

を含む。波頂部を欠いており残存率は図示した範囲の約

213。 波底間の口径 21.Ocm。

112は Hb-la層 上面～ Bプロック上にかけて検出

された阿玉台 Ib式の深鉢形土器。上部に膨らみを持つ

胴部から屈曲する頸部を経て、内彎気味に口縁部が立ち

上がる器形を呈する。口縁は平縁で 4単位の扇状把手が

付く。日縁には幅のある隆起線が貼 り付けられ、内面に

は稜が形成される。扇状把手の縁には刻みが施され、外

面下部には指頭押捺が加えられている◇把手の両端から

は粘土棒を粘土帯で囲んだ突起が垂下し、その下端から

断面三角形の隆起線が口縁部を区画するように巡ってい

る。文様は区画によって異なるらしく、残存している部

分では施文単位が 1列の角押文で連続する弧状のモチー

フを描くものと、隆起線に沿つて指頭押捺を加えたもの

が認められた◇隆起線下の頸部には、 2条の角押文と波

状文が施されている。胴上部には隆起線による楕円形区

画が連なり、区画間には粘土棒を粘土帯で囲った突起や、

刻みや 2条の角押文が施された立体的な 「つ」の字状の

突起が付けられている。これらの突起は四単位になるら

しい。区画内には 1～ 2条 の角押文によって隆起線の縁

取 りや弧状、渦巻状のモチーフが描かれる。さらに下位

にも貝殻腹縁による襲状文を挟んで屈曲する隆起線がみ

とめられるが、部分しか残っていないためモチーフ等は

よく分からない。ただ、区画同士が接したり、突起が付

くことは無いらしい。胴部での施文順序は、髪状文→突

起→隆起線→角押文である。内面は撫で整形。外面の色

調は胴下部が黒褐色、胴上部以上が淡褐色で、内面は胴

部が褐色、口縁部淡褐色である。胎土に自色 。透明の鉱

物粗粒と金色雲母粒を含む。残存率は口縁部 2イ 3、 胴上

部 1イ2で、胴下部は一部が残っているに過ぎない。把手

を除いた復元口径約 36cm。

貝層に接 していなかった土器 (109,111,113～ 119

109は底部破片で、底部外面の中央付近に網代痕がよ

く残る。胎土に自色 。透明粗粒と金色雲母粒を含む。底

径 12.2cm。

111は 阿玉台 Ib式に相当する平縁の深鉢形土器で、
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胴部が直線的に立ち上がり、屈曲する頸部を経て口縁部

が内彎気味に開く器形を呈する。口縁と口縁部下端には

隆起線が巡らされ、両隆起線を跨いで弧状の貼付文が付

けられている。この貼付文は 2も しくは 4単位になると

思われる。隆起線上と貼付文上には刻みが施され、隆起

線で挟まれた区画内には縦位の角押文が充填される。こ

の角押文は施文単位が 1列であり、先端が斜めに我断さ

れた工具によって表出されたものと思われる。胴部には

貝殻腹縁の押捺を伴う髪状文が 3段施されている。内面

は撫でられ、口縁に稜を持つ。外面の色調は底部～胴下

部が淡橙褐色、胴上部以上が暗褐色で、内面は胴部が黒

褐色～暗褐色、口縁部褐色である。胎土に白色・透明の

粗粒と金色雲母粒を含む。残存率は口縁部が約 1/2、 胴

部が約 3イ4で、底部は殆ど欠損する。口径 21 4cm、 底

径 9 2cm、 局さ 27 0cm。

113,115は 粘土棒を粘土帯で囲った突起と横位の隆起

線で区画された口縁部に、施文単位が 1列の角押文が付

随する破片で、阿玉台 Ib式に相当する。113の 区画内

と頸部には波状文もみられる。114,刊 18は隆起線に付随

して、施文単位が 1列の角押文が施された阿玉台 I式の

破片。114上部の隆起線に沿っているのは節を持たない

沈線であり、代って波状文が角押文で描かれている。 113

～ 115,118は 胎土に自色粒を含む。116,117は 髪状文

が施された阿玉台式の胴部破片。116は 胎土に自色細粒

を含み、117は白色 。透明粗粒と金色雲母粒を含む。

Ⅱb-1層 出上土器 (第 16図 119～ 1481

119～ 126は 田戸下層式に相当する破片。119～ 122

には太沈線文が、123,124には断面が鋭い細沈線文が、

125,126には断面が丸い細沈線文が描かれている。 126

には多載竹管状工具による刺突列もみられる。

127～ 129は条痕文系土器の破片で、胎土に繊維を含

む。127は隆起線で区画された文様帯の中に沈線や押し

引きによる刺突列で文様を描き、その空隙に刺突列を充

填した破片で鵜ヶ島台式と思われる。隆起線上には刻み

が施され、内面は条痕文が施されている。128,129は

内外面に条痕文が施されたもので、129は 口縁部破片。

130は放射肋を持つ貝殻の腹縁を押圧することによっ

て、格子目状の文様を表出した破片で、胎土に繊維を含

む。縄文時代前期前半の土器と思われる。

131～ 133,135は 隆起線に付随して施文単位が 1列

の角押文が施された阿玉台 I式土器。 131の 口縁隆起

線上には刻みが施され、132に は襲状文 と沈線文が伴

う。 133は 日縁が隆帯状に成形され、粘土棒を粘土帯で

囲つた突起と隆起線によって口縁部に区画が形成され

ている。135は台形をした波状口縁の波頂部破片で、Y

字状に垂下する断面台形の隆起線に沿って角押文が施さ

れ、台形の波頂部の両端には耳状の突起が付く。胎土は

131,133が 自色粒を、132,135は 白色 。透明粗粒と金

色雲母粒を含む。

134は D2dグ リッドのⅡb-1層 出土破片 11点 と同

Ⅱa層出土破片 3点から復元された阿玉台 Ib式土器。

図示した破片部の他に扇状把手部の破片も存在し、推定

部分はその破片を元にしている。胴上部に最大径を持ち

頸部で一旦括れ、やや内彎気味に口縁部が立ち上がる平

縁の器形に復元される。扇状把手以外の口縁は肥厚し、

内面に稜を形成する。扇状把手の両端から粘土棒を粘土

帯で囲んだ突起を垂下させ、その下端から断面三角形の

隆起線を横位に巡らせ口縁部を区画している。区画内と

扇状把手及びその下位には、突起や隆起線に沿つて施文

単位が 1列の角押文が施され、その内部に弧状のモチー

フを角押文によって表出している。頸部には 2条 の波状

文が施されている。胴部はY字状から屈曲する隆起線や、

横位に蛇行する貼付文が部分的に施され、その間には口

縁部と同様なモチーフが角押文によって描かれている。

この胴部文様帯の上下には浅い髪状文がめぐらされてい

る。色調は外面胴部が暗褐色で、外面口頸部と内面は橙

褐色。胎土に自色粒を含む。復元口縁部径 27.3cm、 復

元胴部最大径 33 2cm。

136～ 138は施文単位が 1列の角押文が施された阿玉

台 I式の破片。 137の頸部破片には押捺が加えられた隆

起線や横位に蛇行する貼付文が伴う。 138は単沈線によ

る波状文の間に細い半我竹管状工具の内側を使つた弧状

文がみられるが、部分的に同一原林の外側を使ったと思

われる角押文が認められる。胎土は 136,138が 自色 。

透明粗粒と金色雲母粒を含み、 137が 自色細粒を含む。

139～ 144は 断面三角形の隆起線文が施文された破片

で阿玉台式に相当する。139～ 142に は襲状文もみられ、

140には突起状の貼付文、141に は沈線や刻みが加えら

れた貼付文が付随する。143は 口縁部破片で楕円形の区
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画文を隆起線で表出している。区画内は無文。胎土は

139～ 142が 自色細粒 を、 143,144が 自色・透明粗粒

と金色雲母粒を含む。

145は隆帯状に成形された口縁に沿つて、半我竹管状

工具による平行する 2列の角押文が施された破片で、阿

玉台Ⅱ式に相当する。胎土に金色雲母粒を含む。

146,147は縄文時代後期に相当すると思われる破片。

146は単節 LRの縄文地に浅い単沈線が縦位に施された

胴下部破片で、下部は無文になる。147は粗い縄文地に

半我竹管状工具により平行沈線が施されている。148は

無節 Lの縄文が施された破片。

Ⅱ b-2層 出土土器 (第 16図 149,150)

149は輪積痕上に隆起線がみられる破片で、阿玉台式

か。胎土に自色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。150は

微隆起線に単線 LRの縄文が認められる破片で、加曽利

EⅣ式に相当すると思われる。

土製品

貝層及び埋没斜面包含層からは 11点 の上器片錘と 1

点の土製円盤が出土している (第 17図 151～ 162)。 各

遺物の法量については表 2に掲載した。

上器片錘 (151～ 161)いずれも長軸上の二側面に切

目が施されたもので、151～ 159は土器破片の周囲を磨っ

て隅丸長方形又は楕円形に、160,161は 打ち欠きによっ

て多角形に成形している。15日こは隆起線と沈線が、153

には半我竹管状工具による平行沈線が、154,160に は

隆起線が、158に は沈線が文様として認められる。無文

の 152,156,157,161を 含め以上の貝層出土の土器片

表 2 貝層出土上製品観察表

長さ。幅はcm、 重さは g。 欠損品は残存部の値。

錘は、いずれも阿玉台 I～ Ⅱ式に比定し得る破片を素材

とする。残りの 155は胎土に繊維を含み縄文の施された

前期前葉の破片で、Ⅱb-1層 出土の 159には縄文が認

められる。

上製円盤 (162)162は 無文の土器片の周囲を磨って、

円形に成形した土製円盤である。

石 器

貝層及び埋没斜面包含層からは石鏃 3点、磨製石斧 1

点、磨石 4点、剥片・砕片 66点が確認されている (第

17図 163～ 172)◇ 法量・石材については表 3に掲載した。

石鏃 (163～ 165)163は基部に快りを持つ無茎鏃で、

周縁に調整加工が施されている。表裏面には素材とした

剥片の剥離面が残り、裏面が主要剥離面と思われる。石

鏃先端部に彎曲する素材剥片末端部の形状を留めてい

る。164も 快 りの入った無茎鏃で、先端を欠損する。表

裏面とも押圧による平坦剥離で覆われている。 165は厚

みがあり未製品の可能性がある。基部に快りが入り、先

端部は欠損する。表裏面に素材整形時の両極打法による

剥離面がみられる。

磨製石斧 (168)168は 扁平な楕円懐を素材にしたと

思われる磨製石斧で、片刃に近い刃部を有する。全面が

研磨されているが、刃部に剥離痕、側面に敲打痕を残す。

磨石 (169～ 172)169,170は 敲打によって平坦になっ

た側面を有する磨石で、表裏面が磨滅している◇ 170の

裏面には敲打による浅い凹みが認められる。171は欠損

品で、扁平な円礫の礫面に細かい筋状の研磨痕が残る。

172は 円礫の表裏面に磨滅部、側面に敲打痕が残された

もので、表裏両面に敲打による浅い凹みが認められる。

表 3 員層出土石器観察表

長さ。幅 。厚さはcm、 重さは R。 欠損品は残存部の値。

版
号

図
番

長 さ 幅 重 さ 種類 備 考

土器 片錘

土器片錘 欠損品

33 77 十繋 片径

十器 片径

土器 片錘

土器片錘 欠損 品

25 18 56 土器片錘

22 57 +器片径 矢椙 品

122 十器 片錘

32 土器 片錘

32 27 7 十繋 片極

28 土製円盤

版
号

図
番

長 さ 幅 )享 さ 重 さ 種類 石材 備 考

14 03 石 鏃 黒 曜 石

18 15 石 鏃 チャー ト 欠損品

6 59 石 鏃 黒 曜 石 欠損 品

27 17 剥 片 黒 曜 石

20 05 剥片 頁岩

10 2 9 10 磨 製 石 斧 硬砂 岩

235 0 磨 石 流 紋岩 欠 損 品

82 682 0 磨 石 斑れい岩

30 238 0 磨 石 斑 れ い岩 欠損品

79 39 425 0 磨石 斑れい岩
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表 4 貝層 出土剥片・砕片集計表

「現地」は現地採集資料。
「5mln」「2 5mln」「lmln」 は水洗資料の採集メッシュ。
「2.51nln」 は2次取り上げ資料のみ。
「lmln」 は任意のサンプルを対象にした参考資料。

層 位
黒曜石

その他
現 地 5mm 2 5mn 計 lm4

1層 2 2

2層 5 5

3層 6 3 9

4層 0

4-5間 層 0 2

5層 1 15 1
安山岩1(5mln)

砂岩1(5mm)

6層 10 頁岩1(現 地)

Bブ ロック 0 2

l 5 6

計 2 5

剥片・砕片 (166,167)貝層か ら検出された剥片・

砕片を表 4に示す。水洗で採集 した資料は 51nmメ ッ

シュが全サンプル、2.5mmメ ッシュが 2次取 り上げサ

ンプルを対象としている。なお、llfnmメ ッシュについ

ては、任意に採集したものを掲載しているに過ぎない。

出土量はそれほど多くはなく、貝層区ごとの出土状況

に目立った偏りは認められない。層位によって出土数に

差があるが、これは各貝層の林積の違いを反映したもの

と思われる。石材別では黒曜石が 63点で大多数を占め、

他に安山岩、砂岩、頁岩が各 1点認められた。法量的に

は 5mmメ ッシュを通過したものが過半数で、石器素材

となり得る剥片は、163の石鏃を基準にすると、図示し

た 166,167の 2点のみである。黒曜石製の 166は厚さ

や末端部の彎曲具合が 163の 石鏃 と近似 し、頁岩製の

167は周囲が折 り取 りや剥離によって整形されている。

貝製品 。骨角器

貝層からは貝刃 41点、穿孔貝 13点、貝輪未成品 1点、

貝製垂飾品 2点、骨角製刺突具 2点、研磨などの加工が

施された貝 4点等が出土している。 (第 18図 173～第

20図 229)。 個々の法量・素材、及び未図化の遺物の出

土位置等については表 5,6に掲載した。

貝刃等 (173～ 207)貝刃は貝層東側の 6層からは検

出されておらず、西側にあたる 2～ lo区 の 5層 中から

の出土が多い◇特に 3区 5層 と8区では 6点ずつ出土し

ている。材質としてはハマグリを用いたものが多数を占

め、他にチョウセンハマグリ、カガミガイ、シオフキ製

が各 1点ずつ検出されている。素材のハマグリについて

は、貝層を構成するものよりも、平均的に大きいものが

選ばれている。貝殻の腹縁に設けられた刃部は、いずれ

も内面からの押圧によって剥離され、刃部が付けられる

位置には個体によって差がある。今回は貝殻の腹縁が半

分以上残存するものについて図示している。

173は 欠損部がみ られるものの、腹縁全体に及んで

刃が付け られ、外層に大 まかな剥離痕 を残す [金 子

1976]。 174～ 178は腹縁全体に細かい剥離によって刃

部が作出されたもので、174では後背縁にも調整がみら

れる。179～ 195は前背縁寄 りの一部を除く腹縁に、細

かい剥離による刃部が付けられたもので、192の腹縁外

面には磨滅部が認められる。 196～ 201は後背縁寄 りの

腹縁にのみ細かい剥離が施されたものである。

表 5 貝層出上貝刃等観察表

殻長・殻高はclL重 さは g。

版
号

図
番

出上位置 殻 長 殻高 重 さ 種 類 貝種

6区 5)晋 67 122 貝 刃

9区 5層 貝 刃 ハマグリ声殻

4区貝層 65 53 234 貝 刃 ハ マ グ リ右 殻

8区貝層 54 43 102 貝 刃 ハマグリ左殻

8区貝層 貝 刃 ハマグリ左殻

13区 貝層 41 71 貝 刃 ハ マ グ リ右 殻

14区 3層 123 貝 刃 マグリ左殻

3区 5層 135 貝 刃 ハマグリ右殻

3区 5層 57 272 貝 刃 ハ マ グ リ左 殻

5区 5層 貝 刃 ハマグ 左 殻

3区 5層 67 57 貝 刃 ハマグ 左 殻

5区 5層 41 貝 刃 ハマグ 右 殻

7区 5)薔 12 4 貝 刃 ハマグ 右殻

7区 5層 125 貝 刃 ハマグ 左 殻

9区 5層 69 54 153 貝 刃 ハマグ 右 殻

10区 5層 137 貝刃 ハマグ 左 殻

12区 5層 貝 刃 マヽグ 右 殻

20区 5層 189 貝 刃 マヽグ 右 殻

2区貝層 61 貝刃 ハマグ 右殻

2区貝層 126 貝 刃 ハマグ 右 殻

8区貝層 113 貝 刃 ハ マ グ リ右 殻

8区貝層 117 貝 刃 ハマグリ右殻

8区貝層 貝 刃 ハマグリ左殻

3区 5層 貝 刃 ハマグソ左殻

3区 5層 67 51 166 貝 刃 ハマグリ左殻

5区 5層 17 1 貝 刃 ハマグリ左殻

21区貝層 37 59 貝 刃 マヽグリ右殻

10区 貝層 57 貝 刃 ハマグリ左殻

18区 3層 119 貝 刃 ハマグリ左殻

202 10区 3層 61 156 剥 身 傷 ? ハマグリ左殻

15区 貝層 41 87 調 身 傷 ? ハマグリ左殻
10区 貝層 剥 身 傷 ? ハマグリ右殻

205 3区 5層 貝 刃 チョウセンハマグリ々 殻

10区 3層 貝 刃 カ ガ ミガ イ左 殻

15区 貝層 78 貝 刃 シオ フキ右 殻

未図化 4区 貝層

欠損品・破片

貝 刃 ハマグリ

未 図化 7区 5層 貝 刃

未凶イヒ 8区貝層 貝 刃 マグツ左殻

未図化 9区 5層 貝 刃 ハマグリ左殻

未図化 0区貝層 貝 刃

未凶化 7区貝層 貝 刃 マグリ右殻

未図化 7区貝層 貝 司 ハマグリ

未図化 8区 4層 貝 刃 ハマグツ右殻
A戻 5層 目 司
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-40-

＼
一

/ノ
＼ ＼＼~~十

一
~イ

″// 
万

＼、
~/瘍

ぐと
=

せ
一

|

＼■を■夕ど_ノミ

ヽ
― ―

一

//



205はチ ョウセンハマグリ製の貝刃で、腹縁の約 3'4

を欠損している。前背縁寄 りの腹縁に刃部が残存する。

206はカガミガイ製のもので、腹縁前背縁寄りの一部に、

細かい剥離による刃部が作出されている。207は腹縁全

体に細かい剥離が施されたシオフキ製の貝刃である。

202～ 204は後背縁寄 りの腹縁に剥離痕がみられる貝

殻であるが、剥離が一面であつたり、複数の場合も大き

さが不規則であり、意図的に作出された刃部とは捉えら

れない。道具を使って貝を開ける際に生じた剥身傷の可

能性がある [佐藤 2001]。 今回図示した 3例は任意に抽

出したものであり、このような痕跡を持つ貝殻は実際に

は多数存在するものと思われる。なお、上記 3例では、

左殻に比べて右殻のものがより後背縁近くに痕跡を残す。

穿子し貝 (208^ツ 217, 219, 220, 222) 208-217イ ま

貝殻に穿孔が施されたもので、いずれも内面からの打撃

によって孔が開けられている。欠損品 216を 除くと重さ

は 1.4～ 61gであり、貝刃と異なり殻が薄いオキシジ

ミや小形のハマグリを用いているのが特徴である。

219,220は イタボガキの左殻に穿孔が施されたもの

で、219に は径 1.8cmの、220に は推定径 4.Ocmの 円孔

表 6 員層出上員製品・骨角器観察表

殻長・殻高・殻径・長さ。幅・厚さはcm、 重さは g。

欠損品は残存部の値。

が打撃により開けられている。220は貝輪の未成品の可

能性がある。なお、219に ついては同じサンプルから同

一個体の右殻が出土している。

222はエゾタマガイの体層部に、外面からの研磨によ

り径 0 4cm程 の孔が開けられたもの。 Ⅱ-4で指摘さ

れたように素材のエゾタマガイは化石層から採取された

可能性がある。

貝輪未成品 (218)218は サ トウガイを用いた貝輪の

未成品と思われる破片である。孔側の縁辺は外面から押

圧された細かい剥離で調整されている。

加工貝 (221,223～ 225)22日よ打ち上げ貝と思わ

れるベンケイガイで、腹縁前縁に外面から押圧された細

かい剥離痕が認められる。

223～ 225はヤカ ドツノガイ及びツノガイの頂孔側の

断面に研磨が施されたもので、ツノガイも化石層産の可

能′性がある。

垂飾品 (226,227)226は イモガイの螺塔部を素材

にした垂飾品の欠損品で、外面は球面状に研磨され、殻

頂部に径 2mm程の穿孔が施されている。被熱のためか

色調は暗灰色を呈する。227は放射肋を持つ貝殻を素材

にしたもので、側面を研磨し隅丸の方形に整形している。

内面か らの擦 りによって径 1.5mm程 の孔が開けられ、

孔部の断面は内面に開いた形状を呈する。

刺突具 (228,229)228は研磨 によ り整形された、

両端が尖った形状を呈する小形の刺突具で、断面は三角

形を呈する。鹿骨製と思われるが、素材の詳細について

は不明である。229は両端が尖る鹿角製の刺突具で、図

で上にした方が先細 りで鋭い。断面形態は上端が円形で、

下端は楕円形になる。裏面の一部を除き研磨されている。

その他 以上の他に、打ち上げ貝と思われる、全体が

摩耗したアカニシが 5点検出されている。これらは体層

部が破損し、殻口部が輪状に遺存しているもので、残存

部の殻長は 68～ 11 3cmで ある。貝輪の素材として持

ち込まれた可能性がある。

また、18区 5層 からニシン科の鱗が詰まった、殻長

3.5cmを 測るオキシジミの合わせ貝が検出されている◇

貝殻に加工の痕跡は認められないが、右殻の腹縁中央が

僅かに欠けている。

版
号

図
番

殻長 殻 高 殻径 重 さ 種 類 貝種

57 算 孔 品 ハ マ グ リ右 殻

穿孔品 ハマグリ左殻

穿孔品 ハマグリ右殻
33 27 14 穿 孔 品 マヽグリ左殻

50 雰 孔 品 ハ マ グ リ右 殻

45 47 穿孔品 オキシジミ左殻

穿 子し品 オ キ シ ジ ミ右 殻

4.1 穿 孔 品 オ キ シ ジ ミ左 殻

18 穿孔品 オ キ シ ジ ミ左 殻

33 17 穿子L品 オキシジミ左殻

貝輪 未 成 品 サ トウガィ

112 64 2 纂 孔 品 イタボガキ左殻

220 穿 孔 品 イタボガキ左殻

加工品 ベンケイガイ右殻

27 穿孔品 エプタマガイ

223 26 04 研 磨 品 ヤカ ドツノガイ

43 15 研 熔 品 ツノガイ

225 13 研 磨 品 ツノガイ

長 さ 幅 サ享さ 重 さ

13 垂飾 品 イモガイ

08 07 02 垂飾品 サルボオ?

2_4 刺 突 具 崩 骨 ?

43 10 刺 突 具 鹿 角

未 図イレ 10区 5層上 面

貝輪素材 ?
孔の開いた

アカニシ

打ち上げ貝

未 図化 21区貝層

未図化 24区貝層

未図化 25区 6層

未図化 27区 6層
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2?9      
下矛キシジミ内のニシン科ウ占コ

写真 12 貝層出土貝製品・骨角器
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4.貝層出土の動物遺体

分析資料

今回の調査では、阿玉台 Ib～ 正式の貝層より保存良

好な貝殻・骨類が大量に検出された。採集された資料に

は、発掘現場で手で拾い上げられた資料 (以下「現地採

集資料」。骨のみ)と、貝層の水洗によって採集された

もの (以下 「水洗資料」)の 2種類がある。

貝層は全量をサンプルとして採取し水洗した。貝層

サンプルの採取手順は、50cmグ リッドに区画したの

ち、まず市松模様に貝層を掘り抜いて採取した く「1次

取り上げ資料」。員層の細別層の区別なし)。 次いで貝

層の断面観察によって貝層の堆積状況を確認し、細別層

序にそって区分しながら残りの貝層を取り上げた (「 2

次取り上げ資料」)。 水洗に使用したメッシュは 5m血、

25mm、 lmmの 3種である。

分析方法

貝類は、貝層サンプルのうち層別に採取した 「2次取

り上げ資料」のみを分析対象とし、5mmメ ッシュ上で

分離された水洗資料 (以下 「5mm資料」)イこ含まれる貝

殻のうち、二枚貝は殻頂、巻貝は殻口を残す資料を抽出

し、同定・計数の対象とした (今回は「1次取り上げ資料」

および 2.5mm。 lmm資料の貝は、一部の微小貝を除き

分析を行つていない)。 同定に際しては、黒住耐二氏 (千

葉県立中央博物館)の ご教示を賜った。主要種であるハ

マグリ・オキシジミ・サルボオについては、貝層 11区・

18区 。31区の各サンプルについて殻長を計測した。計

測は方眼紙上で lmm単位で行つた◇その他、微小貝に

関する予察を得るため、11区 2層の l nlm資 料から微小

貝を抽出し、黒住氏に分析していただいた。

脊椎動物遺体 (骨類)については、現地採集資料と

水洗 5血m資料は全ての骨を分析対象とした.2.5飢m・

lm血 資料は貝層 11区・ 18区 。31区 の全資料 と貝層

20区の 4-5間層に分析対象を限定した (表 7)。 これ

らの資料の中から、魚骨では主上顎骨、前上顎骨、歯骨、

角骨、方骨、前鰯蓋骨、主鯉蓋骨、椎骨の全資料および

その他同定可能な資料を抽出し、同定用標本とした。爬

虫類・鳥類・哺乳類では部位の判定可能な資料を同定用

標本とした。同定方法は現生標本との比較を原則とした

が、魚骨については糸魚川ほか [1985]、 松原 [1955]、

高橋 [1993]も 参照した。同定に用いた比較参照標本

としては、筆者の所蔵標本のほか、西本豊弘氏 (国立歴

史民俗博物館)お よび小林園子氏の所蔵標本も参照させ

表 72.5mm・ lmmメ ッシュで回収された骨の分析に用いた貝層サンプル
体積はリットル、重量は kg、 分析率は貝層サンプル総量に対する分析したサンプルの比率 (%)

次 層

貝層サンプル総量 分析用サンプル

体積 重量
区 18区 20区 区 積

計
体
合 分析率

三量合
分析率

体積 重量 体積 重量 体積 重量 体桟 重量 計

２
次

取

り

上

げ

資

料

1層 470 323

2層 252

3層 1976

4層 636

35問 層 0 0

牛5間層

5層 6048

6層 900

その他 0 0

合計 7032 520 1364

1次資料合計 0 0

総計 18051 12185 563

*4-5間層は正確な体積・重量が不明だが、ごく少量である。
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ていただいた。集計の際には、現地採集資料と5mm資

料は一括し、層位別に集計した (表 14・表 17～表 19で「～

ブロック」、「その他」としたものは 「1次取 り上げ資料」

のうち層位を特定できなかったものである)。 2.5rnm・

lmrn資料は、それぞれについて層位別に集計した。

なお、lmm資料からの骨・微小貝の抽出に際しては、

阿部芳郎氏 (明治大学)および明治大学文学部考古学研

究室の学生諸氏の協力を賜った。

分析結果

貝類 (軟体動物)

同定結果の一覧を表 9に示した。同定された分類群数

は、腹足綱 (巻貝)21、 掘足綱 2、 二枚貝綱 26、 頭足

綱 1、 計 50である (表 8.微小貝を除く)。 また貝類以

外の無脊椎動物としてワタリガニ科の鉗脚が若干検出さ

れている。

表 8 陸平貝塚から検出された動物遺体種名一覧 (*は化石。微小貝については表23を参照)

軟体動物門 師足動物門 Arthropoda

腹足綱 Gastropoda ワタリガニ利 Portunidae

〕揚 Dntum/79pr/rFerLJ/7

rvbο  r4切,9カリ εo的arv● ●/eensis

川Й ,移 つos,υ σつ切¢ψ″

と〃拓♂猟
"ヮ

r9う賄9ρ腸

ど,2tilraria pV/ryForprs

a,Dl拗り

,約 ndis

θ9カ笏ゐβ r9cr/rbrJ9pp rbrzppbο 胸物η

α ρ ノ/arg///192/

α る鈴汀肋修 D,S'■■→ D塊仰らわ

α 定り宅跨υ2万 9ηOζ

θ脇 鍼v/P/J/」J/pp

て1′θヵηlηηβ

れ ,tOnattοコanあi

βθJ9距 brrr/9″

力,た お勝罰け抄●/9,弛9?
賂pana y9η ο盟

脊椎動物 F写

軟骨魚綱(板鱚亜綱) Chondttchthyes(日 asmobranchウ

硬骨魚綱(真骨亜綱) Osteお hthyes(T』 eostS)

マ,レテンスマツムシ 77rrre//pr/Pぁηヵ℃力りmattnsI

アラムシロ

ムシロガイ

ヒダリマキマイマイ  鵡 aJra 9vpes協 ″″sr/p

胴足綱 Scaphopoda

イボキサゴ

スガイ

ヒロクチカノヨ

インマキガイ

ウミニナ

ホソウミニナ

イボウミニナ

フトヘナタリ

クロヘナタリ

ヘナタリ

カワアイ

ツメタガイ

ハナツメタ

エゾタマガイ*

カゴメガイ

イボニシ

アカニシ

マイワシ

サッパ

コツシロ

カタクチイワシ

ウナギ属

ドジョウ科

ゲツ科

サヨリ属

ボラ科

スズキ

キス属

ブリ属

マアジ ?

シログチ

コショウダイ属

マダイ

クロダイ属

ウミタナゴ科

サワラ属

ハゼ科

フサカサゴ科

オニオコゼ科 ?

コチ科

ヒラメ科

カレイ科

フグ科

/Vrotha/ryescens

/P9醸cunassa F9● 訥ヵ

Den修 /1vp〔随確Jepをp劣レ″ ο,陸nttrarv/7

ス,修庵″働,そ,フ″

メジロザメ科

アカエイ科

Carcharhinidae

Dasyatididae

働溜笏9ps″θ力″οsttrvs

働 朝 99//2z〕 ,βs,

κ♭ηοsんs,切η,お,rv●

ホ攀
"`力

9,んク●

Иη勲
"修

sp

Cobitididae

Belonidae

/7ypD力 打″力7s sp

MugI‖ dae

とβr99りう殖りrヵonicuS

S力″晃p Sp

Seryp/2 sp

rrp./7vrv.コ

"ppr●

V● ?

スをν獅osp/7vs attnと,rys

P/9ο rOr4//79け′θ Sp

物 ♂′巧ヮar

刀can肋 9増す々 r sp

Embictocidae

能 励 eЮm9留 θ

Gobiidac

Scorpaenidae

Synance� dae?

Platycephandac

Paralichthyidae

Pleuronectidae

Tetraodontidae

両生綱

爬虫綱

ヘビ類

ガンカモ科 (アイサ型)Anatttac(cf 7ergvs)

キジまたはヤマドリ   つち,苛多,v,εο/●brav● /●η″記/9Vs o99777rrerrrpF7r

哺乳綱

ヤカドッノガイ

ツノガイキ

トウキョウホタテキ  月,と肪ψθεrep肋1)OenSる

アカガイ

サトウガイ

サルボオ

ハイガィ

イガイ

ナミマガシワ

イタボガキ

マガキ

インガイ科

バカガイ

シオフキ

アリソガイ
ミジレクイ

マテガイ

カガミガイ

アサリ

オキシジミ

オオノガイ

チデミウメノハナ   雁胸功η,勤ウ多修

Scaphattaうっ坐力わヵ,

dMわ v/

S ttaゅ●/7rpensis

物 佑κ,♂均りつSa

物
"肋

θ σ9ウθθ
“

И励 9う力,赫

aηsG9s,cβ コ顕s

Untonidae

ヵ協σrra οヵヵ,9,,3

″ ザenettor�s
ぁ erOnar,ぞ 初 ryt7V2誇

脇 ●vsん 99,っ
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表 9 出 土 貝 類 (2次 取 り上 げ 資 料 )の個 数・重 量 各種の上段の数字は個数、下段の斜体数字は重量(Dを 示iと は破片。重量lg未満のものはすべて1と した。
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量的な組成 (第 21図)は層や地点によってばらつき

があるが、個体数の総計ではハマグリが約半数、次いで

オキシジミが約 3割を占め、シオフキ・サルボオ・アサ

リ・マガキ・アカニシ・ウミニナもやや多い。その他の

種はいずれも 1%未満だが、バカガイ・イチョウシラ ト

リがやや多く見 られる点や、少数ながらムラサキガイ類、

イシマキガイ、ヒロクチカノコがみられる点は特徴的で

ある。

マガキは左殻がウミニナ類 (ま れにヘナタリ類)に付

着したもの、またはその痕跡を残すものが高頻度で認め

られた (写真 13)。 また、殻形はカキ礁のマガキに多く

見 られる細長 く伸長したタイプ (い わゆるナガガキ型)

の個体は少な く、比較的小型で丸まった形状のものが

目立つ。これ らの証拠から見て、本貝塚のマガキの多く

は泥質千潟でカキ礁を成していたものではなく、砂泥質

千潟に生息するものが採集されたと推定される。後述の

ように 3層以上でマガキと共にウミニナ・ホソウミニナ

が増加することもこの推定を支持する (し たがって、マ

ガキ多産層準のウミニナ類の多くはカキ殻に付着して持

ち込まれたものである可能性が高い)。 ウネナシ トマヤ

のようにカキ礁に付随する要素が検出されていないこと

も、この推測と合致する。その他、細い棒状のもの (ア

シ ?)への付着痕を示すものも若千みられた。

生息環境別に見ると (表 13)、 内湾の砂泥底千潟の生

息種 (ハ マグリ・シオフキ・サルボオ・アサリ・カガミ

ガイ・アカニシ・マガキ 。ウミニナ・ホソウミニナなど)

や内湾泥底干潟の生息種 (オキシジミ 。オオノガイ・ハ

イガイ・イチョウシラトリ・ヘナタリ・カワアイ 。イポ

ウミニナなど)が圧倒的多数をしめる。基本的には典型

的な内湾千潟の貝類群集であるが、外洋水の影響の強い

水域を好むバカガイが普通であること、ウチムラサキが

混じることなど、やや湾口的な様相も認められる。また、

少数ながらイガイ・スガイなどの岩礁性種や、アリソガ

イ・サ トウガイ・チョウセンハマグリなどの外洋性種も

混じる。なおムラサキガイについては、表 13で は松島・

前田 [1985]イこ従い外洋沿岸の砂底～砂泥底としたが、

古鬼怒湾岸各所の貝塚ではしばしばみ られる種類であ

り、 とくに現印椿沼北岸の千葉県印椿村戸ノ内貝塚 (安

行式期。 [古内・三浦 1984])で は主体をなす ことか ら

みて、内湾域にも生息していた可能性がある。

層位的には 5層～ 4層 と3層～ 1層 の間で組成に明確

な変化が認められる。すなわち 5層 ～ 4層ではハマグリ。

オキシジミが大多数を占めるのに対し、 3層～ 1層では

オキシジミが減少し、サルボオ、マガキ、ウミニナ・ホ

ソウミニナが増加する (第 21・ 22図 )。 6層 については、

層位的には 5層 の下位ではなく、他の貝層と平面的に分

離した飛地状の貝層だが (「 2.貝層の堆積状況」参照)、

貝類組成は明らかに4層～ 5層 に類似 しており、これ ら

と並行または前後して堆積した可能性が高い。 6層では

4層～ 5層 よリオキシジミがやや少なくシオフキが多い

が、これは時間的な変化というよりは空間的な組成のば

らつきと考えられる◇

ハマグリの殻長分布 (表 10。 第 23図 )を みても、 3

層と4層 の間で明確な変化があり、 5～ 4層では 20～

40mmに集中傾向を示すのに対 し、 3層～ 2層では 25

～ 55mm前後が主体 とな り、大型貝が増加 して分散が

強まる。なおオキシジミは殻長 25～ 45mmでサイズが

比較的まとまる (表 11・ 第 24図 )。 サルボオは殻長 25

～ 50mm前後が主体である (表 12・ 第 25図 )。 いずれ

も層位変化は明確でない。アカニシは比較的小型の個体

が多い。

今回の資料と時期の重複する周辺貝塚 として、美浦村

虚空蔵貝塚 A貝塚上層 (五領ヶ台～阿玉台式期.[大川。

大島編 1978])、 江戸崎町村田貝塚 (阿玉台～中峠式期。

[西村 1984])、 および霞ヶ浦を挟んで本遺跡の東岸対面

に位置する麻生町於下貝塚 (阿玉台～称名寺式期。 肋日

藤ほか編 1992])の データと比較すると (表 13)、 内湾

泥底～砂泥底の潮間帯 (干潟)の貝が大多数を占めてお

り、汽水・淡水性の貝がまれであること、ハマグリを最

多種とし、オキシジミが多く、サルボオ・シオフキ・ア

サ リ・アカニシも普通であること、スガイ・イガイな

どの岩礁性種が混じることなど、高い類似性が認められ

る。とくにシオフキ・サルボオが多い点は古鬼怒湾岸の

縄文中期貝塚に広くみられる地域的特徴である。アカニ

シも霞ヶ浦沿岸の中期以降の貝塚では多産する遺跡が多

く、バカガイも霞ヶ浦東岸や美浦地域の前期～後期貝塚

で比較的多 くみられる [吉野 2003]◇ これ らの特徴は、

近隣の前期貝塚である虚空蔵貝塚 A貝塚下層 (関 山式

期 )、 美浦村興津貝塚 (興津式期.[西村 1984])、 桜川

村浮島貝ケ窪貝塚 (浮 島式期.[西村 1984]、 [戸 田 。金
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9区 5層

■区5層

12区 5層

14区 5層

16区 5層
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31区6層
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1蛸苛ブロック
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■マガキ
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皿ハマグリ

ロシオフキ

国アサリ
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回その他

第 21図 貝類の組成

-49-



８

白

層

憑

篭

７

∞

33 ~弓

貝類 (1)( )内の数字は貝層サンプルの整理番号。本文表3参照 (表 3に記載のない番号は1次取り上げ資料)。 1エゾタマガイ
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19イ シガイ科 (67),20バ カガイ (37),21シ オフキ (47),22ア リソガイ (5),23ミ ルクイ (64),24イ チョウンラトリ (38),

25ヒ メシラトリ (68),26ム ラサキガイ (68),27マ テガイ (49),28カ ガミガイ (69),29ア サリ (47),30ウチムラサキ (49),

31オキシジミ (47),32ハマグリ (47),33チ ョウセンハマグリ (95),34オオノガイ (7)

飴 鞠
4    5     6      7     8    9    11

貝類 (2)

1スガイ (24), 2イ シマキガイ (118), 3
(37),7フ トヘナタリ(13),8ヘ ナタリ (37),

13チヂミウメノハナ (24)

ヒロクチカノコ (H2), 4ウ ミニナ
9カ ワアイ (47),10ム シロガイ (12),

写真 13
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子編 2000])においても、虚空蔵 A貝塚下層でハイガ

イが多産 しているのを除けば、ほぽ共通している。なお

少数種の中では、ムラサキガイは先述の戸ノ内のほか、

於下、土浦市上高津 [佐藤・大内編 1994]、 取手市中妻

[中妻貝塚調査団編 1995]な ど、ヒロクチカノコも上高

津、東村福田 [渡辺編 1991]、 龍ヶ崎市南三島 [茨城県

教育財団編 1986]、 中妻などで確認されており、古鬼怒

湾岸地域を特徴付ける種類である。

いっぽう本遺跡に固有の特徴としては、ハマグリ 。オ

キシジミの比率が高く、両種だけで約 8割 (全層準の合

計)を 占める点、イチョウシラトリがやや多く見 られる

点を指摘できる。

今回の資料で注 目されるのは絶減種の トウキ ョウホ

第 22図 主要員種構成比 (%)の層位変化

タテが確認されたことである。霞ヶ浦周辺のいわゆる

成田層からは、 トウキョウホタテを含む更新世の貝化石

が多く産することが古くから知られている (菊地・館野

1962、 馬場 。青木 1972)。 したがって この資料が付近

の成田層より採取されたものであることは間違いない。

エゾタマガイ、ツノガイも生息水深がやや深 く (前者で

10～ 50m、 後者で 30～ 50m)一般に縄文貝塚からの

出土はまれな種類だが、本貝塚ではややまとまった数が

出土していること、また両種とも成田層か ら化石が産す

ることからみて、同様に化石が採集されたものである可

能性が高い。
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9区3層

イ イ ぞ イ ぞ ど イ ど ぞ ? ぞ イ イ イ イ イ

邪

酬

靭

醐

銀

　

一
　
朋

酬

期

酬

鋭

ど ど イ イ t t ぞ ど ど イ イ イ イ ? ど ど
IS思 Ⅸ 8留 8SSg留 88adぎ

H区3層

1 ___

ど ど イ イ ど イ イ ぞ イ イ ど ? ど イ ? イ
ミ 岳 館 謡 8駕 密 鳶 S8留 883ぎ 習

第 25図 サルボオの殻長分布 蝉位はmm)

』

醐

出

酬

銚

18区3層

表 10 ハマグリ殻長計測結果 単位はmm左殻のみ計測

表 11 オキシジミ殻長計測結果 単位はmm.左殻のみ計測

表 12 サルボオ殻長計測結果 単位はmm.左殻のみ計測

チ
｀/ブ ヶI -20 一R( -42 -4当 -5C -6ク -6日 合 計

9区 8層 7 7 2〔 17 1 1 0

9区 5層 21 1 1 4 5 2

H区 1層 1 2 1

1区 2層 1 3 3 7 4 4 7 1

灰 3層 3 2 4 2 3 8 6 7

区 5層 17 1 5 5

18区 3層 l 1 1

18区 4層 1 3 4

8区5層 7 7 1 l l 1

1区 6層 | 4 1 2 l 1 1 1

サンプル -24 -3ク ―R∩ -40 -44 ∩ 計

9区 3層 11 9 1 6

〕区 5層 7

11区 1層 1

1区2層 1 l

灰 3層 1 2 l 2 5 1 1 1

区 5層 11 15 7 5 3 1

18区 3層 7 l

18区 4層 5 1 2f

18区 5層 1 1 5 1

31区6層 1 4 1 7 1

サンプル -20 -4ク -4∠ -46 -5, ―らコ 谷 引

9区 3層 4 14 12 1 11 ] l

9区 5層 l 1 1 1

1区 1層 1 t

11区 2層 2 2 4 2 I 1

11区 3層 t 2 1 2[

H区 5層 1 1 4

18区 3層 3 8 4 7 7 7 2

8区4層

18区5層 1 ユ

1区 6層 4 l 1 l 1
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表 13 陸平貝塚と周辺遺跡の貝類組成の比較

数値は%  +‖ :最多,十+:多い,十 :あ り,(*):製品として確認, :な し

*生息環境は樋泉ほか (2000),松 島・前田 (1985)に よる

*虚空蔵のウミニナ・ヘナタリ・イボキサゴ・イボニシは重量表記のみで個体数不明だが,重量から見てかなり多数

生息環境 種名

前期 中期

虚空蔵

(美浦)

興 岸

(美浦)

浮島

(桜川)

虚空蔵

(美浦)

陸 平

(美浦)

村田

(江戸崎)

於 下

(麻生)

関山 興 津 浮島
五領ケ合
―阿玉台

同玉台
Ib― Ⅱ

阿玉台―

中峠
阿玉台

加曽利
EⅢ―Ⅳ

加EW―和
名寺

水洗 現地 現 地 水洗 水洗 現 地 水 洗 水洗 水洗

外洋沿岸

砂底～砂泥底

ダンベイキサゴ 022

ャッシロガイ

バ ィ

サトウガイ 0003

イタヤガイ 002

アリソガイ

ウバガイ

ムラサキガイ 010 010

チョウセンハマゲリ 0003

ベンケイガイ

タマキガイ (■l

外洋沿岸

岩礁

オオツタノハ

アワビ

インダタミ

イガイ 002

外洋沿岸～内湾

岩礁

スガイ 002 024

ォォヘビガイ

イボニシ 048 242

ナミマガシワ 006

湾口砂礫底 ウチムラサキ 0003

内湾砂泥底

潮間帯下

アカガイ 0003

イタボガキ 166

ミルクイ

内湾砂泥底

潮問帯

イボキサゴ ++? 0003 494 027 013

ウミニナ 科 ?

ホソウミニナ

ツメタガイ W 100 020

アカニシ 979 135

アラムンロ 012 024 223

サルボオ 1960

バカガイ 009 192 030 011

シオフキ 663 444 378 392

マテガイ 0003

アサリ 2520 757 016

カガミガイ 454 1190 016 004

ハマグリ 3702 2226 5150 2482 4505

内湾泥底～砂泥底
潮間帯

マガキ 342 002

内湾泥底

潮間帯

イボウミニナ 014 002

ヘナタリ 十+? ++? 012 008

カワアイ 006

ヒロクチカノコ 001

ハイガイ 1863 004

イチョウシラトリ

ヒメシラトリ 0003 803 359

オキシジミ 1949 2325 3170 1199 1795

オオノガイ 010 005

内湾潮間帯

上部のアシ原

フトヘナタリ 038

クロヘナタリ

汽水 ヤマトシジミ 002

イシマキガイ

淡 水 カワニナ
002

イシガイ科 0003

化石利用

化石利月]?

トウキョウホタテ 0003

ツノガイ
005

エゾタマガイ 001
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魚類

同定結果の一覧 を表 14～ 表 16に 示 した。発掘 さ

れた貝層体積の割には魚骨の産量はかな り多く、採集

された骨類の大部分を占めている。同定された標本数

(NISP)の 合計は 1192点 (現地採集・5mm資 料 524

点、25mm資 料 131点、lmm資料 537点 )で、 ほか

に未同定標本が 12点 ある (現地採集・5mm資料 6点、

2.5mm資料 4点、lmm資料 2点 )。

特定できた分類群の数は板鯉類 (エイ・サメ類)2、

真骨類 26で ある (表 8)。 量的な組成をみると、現地

採集資料 。5mm資料 (第 26図)で示される比較的大

型の魚 としては、ボラ科・クロダイ属 。ヒラメ科・コ

チ科が多く、スズキ属・サワラ属・マダイも普通であ

る。2.5mm。 lmm資料に含まれる小型魚については、

層によって組成のばらつきが大きいが、全林的にみると

2.5mm資料 (第 27図 )ではウナギ属・スズキ属 (幼魚)

が多 く、 3層ではキス属も多い。他にニシン科、ダツ

科、ボラ科 (幼魚 )、 ヒラメ科、コチ科、フサカサゴ科、

エイ・サメ類なども普通である。lm血 資料 (第 28図 )

ではニシン科 (マイワシ・サッパ・コノシロ)。 ウナギ属、

次いでハゼ科 。キス属が多い。

層位的変化をみると、魚骨の産量は 3層 。5層で多い

が (表 19～表 21)、 これはおもに両層の体積が大きい

ためで、層位間で骨の包含密度に大きな差はなさそうで

ある。組成については、現地採集資料・5mm資料では

3層でクロダイ属が減少するが、その他は大きな変化を

示さない。2.5mm資 料 と lmm資料では層ごとの組成

のばらつきが大きく、一貫した変化傾向は読みとれない

が、キス属は 3層 と5層 に集中している点で特徴的であ

る。またフサカサゴ科 (メ バル・カサゴ類)は 1～ 2層、

コノシロは 2～ 4層、ウミタナゴ科は 3～ 4層、ダツ科

は 3層～ 5層、カタクチイワシは 4～ 5層 にまとまるが、

これらはいずれも少数であり、偶然の偏 りとみるべきか

もしれない。サワラ属は、現地採集資料・5mm資料で

は 5層から椎骨が集中的に出土しているが (し たがって

Iプロック (1次取 り上げ資料、所属層位不明)の もの

も 5層 に含まれていた可能性が高い)、 lmm資料では歯

が各層準から検出されている。全体として、魚類遺体に

は貝類のような明確な層位的変化は認められない。なお、

6層ではウナギ属が多くニシン科が少ない点で他層との

違いが明確だが、先述の通 り6層 は貝類相からみて 4～

5層 に対応すると考えられることから、この違いは時間

的な変化ではなく、空間的なばらつきと理解できる。

以下、同定結果に注釈を要する分類群について簡単に

5層

その他

合計

ロエイ・サメ類

日マダイ亜科

国サワラ属

回ヒラメ科

ロダツ?

田クロダイ属

囲フサカサゴ科

ロフグ科

日ボラ科

ロタイ科

日オニオコゼ科 ?

■真骨類・未同定

国スズキ属

ロコショウダイ属

田コチ科

ロブジ属

ロシログチ

国カレイ科

第 26図 現地採集資料と水洗資料 (5mmメ ッシュ)から検出された魚類遺体の組成 (NISP)
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合計

目板鯉類

国スズキ属

囲コチ科

mlニシン科

国キス属

ロヒラメ科

ロウナギ属

日クロダイ属/タイ科

□その他

国ダツ 国ボラ科

図ウミタナゴ科   日フサカサゴ科

■真骨類・未同定

第 27図 水洗資料 (2.5mmメ ッシュ)から検出された魚類遺体の組成 (NISP)

国エイ・サメ類

国サヨリ属

団ハゼ科

ロニシン科

ロスズキ属

口その他

国カタクチイワシ  囲ドジョウ科

ロアジ科     日キス属

■真骨類。未同定

第 28図 水洗資料 (lmmメ ッシュ)から検出された魚類遺体の組成 (NISP)
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表 14 現地採集資料と水洗資料 (5mmメ ッシュ)から検出された魚類・イカ類遺体の同定結果

種類 部位 1層 2層 3層 4層 5層 6層 Iブロック その1 合 計

不フ科
ボラ科
ボラ科
ボラ科
ボラ科
ボラ科
ボラ科

月官

方骨

涙骨

主鰯蓋骨

基後頭骨

腹椎

尾椎

1 / 1

8 / 4
5

16

3

/ 1

1 /

4

2

／

／

／

／

６

３‐

３６

‐

スズキ

スズキ属
スズキ属
スズキ属
スズキ属
スズキ属
スズキ属
スズキ属
スズキ属
又ズ主匡

王服重官
主上顎骨

前上顎骨

歯骨

角骨

方骨

前燃蓋骨

擬鎖骨

腹椎
庭 雉 1

2/
/1

/1

1

1

1/

/1

1

/1

/1

I

／

／

／

／

／

／

／

／

８

‐１

フリ属
ブリ属

骨
椎

角
屋 1

/ 1 / 1
1

コショウダイ属
コショウすイ匡

主上顎骨

マダイ亜科
マダイ亜科
マダイ亜科
マダイ亜科
マダイ亜科
マだン面赳

主上顎骨

前上顎骨

歯骨

角骨

方骨
回奉骨

/1

/1

1 /2 1 /
/ 1

/1
クロダイ属
クロダイ属
クロダイ属
クロダイ属
クロダイ属
クロダイ属
クロダイ属
み□すイ隠

土 工 韻 官

前上顎骨

歯骨

角骨
日蓋骨

方骨
主鱚蓋骨
警 終 笛 ,髄 3

1 /

1 /

1/1

グ4F■

タイ科
タイ科
タイ科
タイ科?
タイ科?
タイ科

上 工 叡 官

舌顎骨
主鱚蓋骨

第 1椎骨

腹椎

尾椎

第1血管問棘

／

／

／

‐

朽

‐４

3

5 3

／

／

１

２２

２３

３

サ ツフ属

サ ワラ属

限 TE
屋締

4

12

2

5 3

６

２０

フサ刀サコ科

フサカサゴ科

フサカサゴ科

角骨

方骨

前饂蓋骨

1 /
/1
/1

1 / 1

/ 1

2 /
0 /
0 /
0 /

オニオコゼ科? 尾 椎 1 2

コチ科
コチ科
コチ科
コチ科
コチ科
コチ科
コチ科
コチ科
コ手糾

主上顎骨

前上顎骨

歯骨

角骨

方骨

主鰯蓋骨

第 1椎骨

腹椎
露維

1 /

1 /

2

1

1 /

3 1

3 / 1

1

8

8

3

／

／

／

／

／

／

２

２０

１６

カレイ科
椎
椎

履
尾 1

ヒラメ科
ヒラメ科
ヒラメ科
ヒラメ科
ヒラメ科
ヒラメ科
ヒラメ科

前上顎骨

角骨

方骨

擬鎖骨

第 1椎 骨

腹推

尾推 2

/1

8 2

／

／

／

／

／

１

１

４３

／

　

　

　

３

２４

1 /

5

／

／

／

／

／

１

４

８７

２

フグ科
フゲ科

万 官
十銀 芸 骨

/ 2

異官類・禾 同だ

真骨類・未 同定

真骨類・未 同定

同W服蓋 官

尾椎

腹椎 1

1

異
真

真

莫

童

面
留

留

留

留

麻
保

保

保

樫

類
類

類

類

塔

同J服垂 官

耳 石

基後頭 骨

腹椎
屋凱腺 織督

1

1

1

1

1 /

1

真骨類・同定不可

真骨類・同定不可

莫骨類・同定不可

主鱚蓋骨

椎骨

椎骨破片

2

1

I

3

2 I

‐ ８

２ ２

‐

/ 1
9

11

1

8

／

／

３３

４６

‐

同定標本 数 (NISP)合計 7
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表 15 水洗資料 (2.5mmメ ッシュ)から検出された貝類以外の動物遺体の同定結果

種 類 部 位 1,雷 2,雷 3層 4盾 5層 6層 合 計

板鰈 麺 椎 骨 2 1

ニシン科
ニシン科

腹 椎

尾絶 3 3 1

1 ２

ｍ

ワア千属
ウナギ属
ウナギ属
ウナギ属

同卿 富 秋

角骨

舌顎骨

腹椎

1

2 2 2 1

5

‐

／

／

‐６

７

ゲ ツ 腟 椎

不フ科

ボラ科

ボラ科
ボラ科

用
方
腹
塵

/1
1/ 1 / 2/

1

スズキ属
スズキ属
スズキ属
スズキ属
スズキ属
スズキ属
スズキ属
スズキ属
スズキ属
スズキ属

主上顎骨

前上顎骨

歯骨

角骨

方骨

擬鎖骨

耳石

第 1椎骨

腹椎 1

1

3

/1

/1

2

1/1

1/
/1

1/

1/1
/1

1/

1

3

/2

2

キス属
官
椎

雉

月
腹

配

4

クロダイ層
クロダイ層
クロダイ層

四 官

角 骨

顎 骨破 片

1 /
1

/1

2

タイ科 箇
笛 1雑 骨

2 8 4 24

ウミタナゴ科
ウミタナゴ科

第 1椎骨 I

エ ベ 一剛

フサカサゴ科
フサカサゴ科

フサカサゴ科 ?
フサカサゴ科

日W工 諌 官

主鱚 蓋 骨

腹椎

1/

1

/1
1

1

0

0

1

オニオコゼ科? 尾 椎

コチ

コチ科

コチ科

コチ科 ?

主鰯蓋骨

第 1椎骨

1 /
1

1

1

Lフメ科
ヒラメ科
ヒラメ科

王上報 官

方 骨

尾椎

1

/1

2

1/
1

0

1

フグ科

真 骨類・未 同定

真 骨類・未 同定
萱骨箱・美 回帝

”麟離刺
I

モ

1

真骨類・保留
童骨麺・倶留

歯
2

1

真骨類・同定不可
首 魯 箱 .聞 中 示 訂

TE官
椎 骨破 片

匡執巌 鍛 召

2

3

7

7

６

‐ ５

２

‐０

１

５

‐ ２ 4
ゎ

５‐

１

1

鳥類・同定不可

記載する。

エイ・サメ類は、歯によってメジロザメ科 (イ タチザ

メに近似 )、 アカエイ科が同定されているほか、椎骨に

はホシザメ型のものも認められた。椎骨は最大でも横径

18mm前後、他は約 8mm以下で、小型の個体が大半で

ある。

ニシン科は、頭部骨格と第 1・ 第 2椎骨によってマイ

ワシ・サッパ・コノシロの 3種が同定された。なお、表

には示 していないが、18区 5層か ら出土 した合弁のオ

キシジミ貝殻内部か らニシン科の鱗が検出されている

(写真 12)。 ニシン科、ウナギ属、キス属の多くと、サ

ヨリ属、ハゼ科のほぽすべては lmm資料で検出されて

おり、小型の個体が多い (第 29図 )。

スズキ属にはスズキ Lateolabrax japonicusと ヒラス

ズキ L.latusの 2種があるが、スズキは主鯉蓋骨が肥

厚する点で判別できる。出土 した主鯉蓋骨はすべてス

ズキである。資料の多 くは 2.5mm資料で回収されてお

り (第 29図 )、 大部分は未成魚である。歯骨連合部高
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表 16 水洗資料 (l mmメ ッシュ)から検出された員類以外の動物遺体の同定結果

ワタリカニ科 1 1

サ メ 1 1

アカエイ
編 観 覇 締・B・ 7

マイワシ
マイワシ
マイワシ
マイワシ
マイワシ
マイワシ

工 上 教 肯

角骨
方骨

主饂蓋骨
第1椎骨
堂ク維§

1

/  1

1

1

/1

コノンロ 月 官

笛 1粋督 1

サ ッ′く

サ ッパ

サ ッパ

サ ッ′く

主上顎骨
角骨

主饂蓋骨
営2維昏

2  /
1

2

1

ニンン科
ニシン科
ニシン科

限 に

尾椎
巳 報 族 岸 唇

1 6

1 4

1

引

３‐

，

1

７‐

８‐

ク

疇 群 1

ウナギ属
ウナギ属
ウナギ属
ウナギ属
ウナギ属
ウナギ属

可 瑚 官 41R

歯 骨

方 骨

基後頭骨
腹椎
屋 緒

／

／

　

２。

２。

９

‐ ７

1  /  2
1

18

20

１

／

／

２

６２

７４

ドシヨウ科
ドジョウ科

稚

梓

賑

屋

1 5

サヨリ属
サヨリ属
Ij・ヨlj匡

第 1罹 官

腹椎
巳 推

‐

‐Ｏ

ｎ

ボラ科 ? 屋 群 1

スズキ属
スズキ属
スズキ属

第 1罹官

腹椎
区 維

1

1

マアジ?
アジ科
アジ科

第 1椎骨

尾 椎
彦 盤 1 1

3

8

キス属
キス属

キス属 ?
キス属
キス匡

田官
方骨

第1椎骨
腹椎
巳推

／

２

８

‐６

1

1

／

／

　

７

‐１

1

／

／

２

‐７

２８

クログイ属
クロダイ属
クロダイ属

日W上覗 官

犬歯
ナ昏

1 3 2

0  /  2
7

1   /  0

タイ科 ?
タイ科 ?
/々赳 つ

凹鰯
醜

5 ４２

‐

負

２９

‐

２９

‐

‐

サワラ属 ? 薗 2 7 I 1 1

ハゼ科
ハゼ科
ハゼ科
ハゼ科
ハゼ科
ハゼ科
ハゼ科
ハゼ科

三 二 取 冨

前上顎骨
歯骨
角骨
方骨

第1椎骨
尾椎
臨 締

1

1

1 /

2

2

／

／

／

／

　

２

‐５

‐２

1

1

／

／

／

／

／

１

９

‐１

1 /

5

4

／

／

／

／

／

４

３３

３３

コチ科
=上

1  / 1  /  0
カレイ科 ? 1 1

ヒラメ科 ? 節 上 /  0

真 骨類・未 同定
宣 昏箱・美 国 中

椎
鷺

腹
屋

1 1

1 1

具官類・保留
真骨類・保留
真骨類・保留
宣各箔・樫留

万 官

耳 石

基 後頭 骨
巳雉

I

I

1

1

0  /  1

3

1

夏骨類・同足不可
真骨類・同定不可
真骨類・同定不可
真骨類・同定不可
盲昏緬.同 ■ス可

顎 官

歯
椎骨

椎骨破片
巳 獣 燃 輩 昏 つ

１

２

‐８

２４

２

２２

９

‐

‐ ６

２

２

７

７２

４。

１

色 麺 合 _■ 125

カエル類
労 ェ jlp緬

環椎
上航骨錬位端 1

1

1

面 生 /Tte虫編

ヘド組 締

ネズミ正科 臼 建 I

而 牛 /Tt9咆 /幅到 錮 合 計 1 0 0 a

総 7 846
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ヒラメ科

コチ科

タイ科

ボラ科

スズキ属

板組類

キス属

ウナギ属

ニシン科

ハゼ科

サヨリ属

国5mm

図2.5mm

口 lmm

第 29図 水洗資料における主要魚種のメッシュ別検出率 (5mmは貝層■区。18区・81区のみ。歯・鱗を除く)

タイ科にはクロダイ属・マダイ亜科、板鯉類にはサメ類・アカエイ科、ニシン科にはマイワシ・サッパ・コノンロを含む。

を計測できた標本は 3点で、6.0～ 6.6mmで あった く表

17)。

ニベ科は耳石によってシログチが同定された。

クロダイ属は大部分が現地採集資料 と 5mm資料で

回収されてお り、2.5mm。 lmm資料からの検出数 (歯

を除く)は ごく少ない。計測値 (表 17)をみても、前

上顎骨 長 は約 20～ 40mm、 歯骨連合 部高 は 6.2～

11.5mmで、他の部位も含め小～大型の成魚が大半を占

める。水洗資料には前上顎骨長 6mm程度の幼魚もみら

れるが、数は少ない。以上からクロダイ属は成魚が主体

であると考えられるが、lmm資料からタイ科と思しき

椎骨が普通に検出されていることから見て、幼魚もある

程度は含まれている可能性がある。

マダイ亜科は前頭骨でマダイが同定された。すべて小

～中型の成魚である。

サ ワラ属は椎骨 と歯が検出された。椎体横径 (表

17)は 腹 権 で 10mm前 後、 尾 椎 で 約 10～ 14mm

で、サイズがよ く揃 う。サ ワラ属魚類は暖海性の魚

で、現在の日本近海では 5種がみられる [益 田ほか編

1984]。 いずれも外洋沿岸性の表層回遊魚だが、サワラ

Scomberomorus niphonius、 ウシサワラ S.sinensisな

どは内湾にも進入する。全長 1～ 2mに達する大型魚だ

が、出土した遺体はサワラ類としては中型の個林である。

ボラ科・ コチ科は大部分が 5mm～ 2.5mm資 料で回

収されており、ともに比較的生育の進んだ若魚から成魚

までが混在している。コチ科前鯉蓋骨はすべてコチと同

定された。

ヒラメ科は大半が 5mm資料で検出されているが、ほ

とんどが未成魚である。

生息環境別に見ると、内湾性種ではボラ科・クロダイ

属・ヒラメ科・スズキ 。キス属・コノシロ・サッパ・ハ

ゼ科など多くの種がみられ、出土量も多い。マイワシは

外洋沿岸性の表層回遊魚だが、内湾にも多く来遊する。

淡水～汽水性種としてはウナギ属が多く、ハゼ科にも淡

水性種が含まれる可能性がある。これら内湾～淡水域の

生息種が魚類遺林の大半を占めるが、フサカサゴ科・ウ

ミタナゴ科といつた岩礁性種も若千混じる。こうした特

徴は貝類とよく一致している。外洋性種としては表層回

-61-



種 類 部位
計測 馳

肋
層準 区 左右

位 置

スズキ属 歯 骨 運合部高

連合部高

5

5

じ・L・ Iフ ロック

Iブロック

区

区

瞑

クロダイ属 前 上頚 骨 全 長 ３２２
２３６
３００
２２３
３３２
２００
４０９
雅
３２５
壁
壁

現

現

0'曽

工bl層

25区

1層

1層

5層

5層

5層

5層

Iブロック

醒
醒
躯
躯
駆
醒
躯

1

1

層

隠

区

区

歯 骨 運合部高 ぅ

７

２

「

６

９

２

４

‐１

９

６

‐１

９

９

Ｈ

＆

現

現

層

層
蠣
醒 L

1層

5層

5層

5層

5層

D・ E・ Iプロック

区

区

区

区

区

区

全長 345

249

191+

377

現 Iブロック 8区 L

層

層

層

薦

区

区

区

陳

サワラ属 腹権 椎体径 (前 )

椎体径 (前 )

椎体径 (後 )

椎休径 (後 )

99

97

96

101

層

層

層

層

区

区

区

区

尾椎 椎体径 (前 )

椎体径 (後 )

椎体径

椎体径 (前 )

椎体径 (後 )

椎体径 (後 )

椎体径 (前 )

椎体径 (前 )

椎体径 (後 )

躙

∝

‐７

珀

‐２

‐２

２３

２３

３８

5層

5層

5層

Dブロック

Dブロック

Dブロック

Iブロック

Iブロック

Iブロック

12区

9区

16区

21区

21区

21区

13区

13区

10区

表 17 魚骨計測結果

遊魚のサワラ属がやや多く、少数ながら岩礁またはその

付近を好むマダイ・コショウダイ属もみられた。

貝類と同様に周辺の中期貝塚と比較すると (表 22)、

クロダイ属をはじめ、スズキ・ボラ科・コチ科など内湾

性種が主体となる点やマダイが混じる点で共通する。マ

ダイは外洋沿岸性種だが、古鬼怒湾岸の貝塚では普通に

みられる (なお於下の阿玉台式期ではマダイ・フグ科が

やや多く、後述の浮島貝ヶ窪と類似する)。 少数ながら

岩礁性種が混じるのもこの地域に一般的な傾向で、とく

にコショウダイ属 (於下でフエフキダイ科とされている

のは本種である)は古鬼怒湾の貝塚では少数ながらしば

しばみられる特徴的な魚である。

いっぽう本遺跡で日立つ種類は、大型魚ではヒラメ科・

サワラ属、小型魚ではウナギ属、ニシン科、ハゼ科があ

る (ただし虚空蔵 。村田は現地採集なので小型魚は採集

漏れとなっている可能性がある)。 とくにサワラ属は本

遺跡の魚骨のなかで最も個性的な要素といえる。於下で

はウナギ属が加曽利 E式期に急増するが、阿玉台式期

では本遺跡に比べかなり少ない。

近隣の前期貝塚との比較では、興津との類似性が高い

のに対し、浮島貝ヶ窪はマダイを最多種としている点で

明確に異なる (いずれも現地採集資料のみなので小型魚

の様相は不明)。

両生・爬虫類、鳥類、哺乳類

資料数は ごく少ない。両生類では小型のカエルが

lmm資料か ら、爬虫類ではヘビ類の椎骨が 2.5mm。

lmm資料からわずかに検出されたのみである (表 15

・ 16)。 これらは自然の遺骸の可能性が高い◇

鳥類はキジ類 (キ ジまたはヤマ ドリ)が 6点とやや多

く検出されたほか、カモ類も 3点が得 られた (表 18)。

カモ類の尺骨 。大腿骨はミコアイサの現生標本に近似す

るが、やや大型である。その他、同定不可とした鳥類の

四肢骨破片の中にこれら以外の種類と思われるものもみ

られたが、破損のため分類群を特定するに至らなかった。

哺乳類はノウサギが 5点 とやや多い。イノシシは 3点、

シカは 2点の四肢骨破片が得 られたにとどまった (表

18)。 ほかに lmm資料よリネズミ亜科の自歯が 1点検

出されている。なお、貝層 21区 (Dブロック)か らヒ

トの末節骨およびヒトと思われる長骨の小破片が検出さ

れている。

周辺の中期貝塚と比較すると (表 22)、 虚空蔵 。村田

ともキジ類 。ノウサギ・イノシシ 。シカが出土している

点は本貝塚と同様である。出土量については両遺跡とも

報告書に定量的記載がないため比較は難しい。虚空蔵で

は写真図版に掲載された標本だけでもイノシシ 19点、

シカ 18点があり、本遺跡より多くの資料が出土してい

るが、発掘された貝層体積が本貝塚よりはるかに大きい

うえ、前期貝層の資料も含まれているため、単純には比

較できない。村田では獣骨は「特に多いとはいえない」

とされている◇於下では獣骨は出土量 。種数ともに多く

(鳥類は記載がなく内容不明)、 全資料 (阿玉台～称名寺

式期)の合計ではイノシシ 。シカの最小個休数はそれぞ

れ 55個体、14個体に及ぶ。ただしその大半は加曽利 E

式期の資料で、阿玉台式期層準 (混貝土層 C)か らの出

土資料はノウサギ・イヌ・イノシン・シカに限られ、出

土数も少ない (NISPで ノウサギ 1点、イノンシ 13点、

シカ 2点 )。 これは本貝塚と類似した様相といえる。
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表 18 現地採集資料と水洗資料 (5mmメ ッシュ)から検出された鳥獣類遺体の同定結果

種類 部 位 計数位置 1層 2層 3層 4層 5層 6層 Iフ ロック その他
・不明

合 計

カモ類

カモ類 (アイサ型 )

カモ類 (アイサ型 )

鳥 口骨

尺骨

大腿骨

端

端

位

位

遠

近

/1

キ

キ

キ

キ

/ヤマドリ

/ヤマドリ

/ヤマドリ

/ヤマドリ

鳥 口骨

上腕骨

中手骨

大腿骨

遠位端

遠位端

/1

1/ /1

1/
/1

1/

鳥類・保留 前肢 指 骨 1

島類・同定不可

鳥類・同定不可

島麺・同ヤ不可
鯉酢酪

近位 端破 片

近位 端破 片

浩付 器諦 営

2 1

1

島類 同‡標 本 数 (NISP)台 1 1 3 0 6 2

ノウサギ?
ノウサギ

ノウサギ

ノウサギ
ノ
"+ギ

上顎骨

上顎 臼歯

肩 甲骨

撓骨

曽唇

嚇　醐爛効

1

1/

1/

1/
/1

1 /0
1

1 /0
0/1
1 / 0

イノシシ

イノシシ

上腕骨

中節骨

違位端 /2
1

0/2
1

シカ

しh
甲手 官

中手 /中 足 骨

近 位 端 (内側 半 ) 1/ 1 /0

小 型哺乳 類 椎 骨 2 1 3

哺乳 類 同定標 本 数 (NISP)合 計 0 1 2 0

近隣の前期貝塚をみても、浮島貝ヶ窪・興津の陸獣骨

はイノシン・シカのみで、量的にも浮島貝ケ窪ではごく

少なく、興津でも「多くはなかった」 とされている。時

期は異なるが、いずれも状況は本貝塚 と類似 している。

なお浮島ではウやカモ類などの水鳥がやや多くみられる

点で、本貝塚とは傾向が異なる。

動物遺体からみた古環境と動物資源利用

まとめとして、以上の結果をもとに、本遺跡をとりま

く縄文中期当時の自然環境、および動物資源利用 (貝類

採集・漁労、狩猟)の様相について考察する。

動物遺体群か らみた周辺の古環境

まず縄文前期後葉～中期前葉における霞ヶ浦の海況に

ついて検討する。縄文時代中期当時の霞ヶ浦が広く内湾

環境となっていたことは、これまでにも多くの調査・研

究において指摘されてきた。今回本貝塚から検出された

魚貝類も内湾性種が大部分を占めてお り、周辺の前期～

中期貝塚と共通の特徴を示した。各貝塚とも貝類は内湾

泥底～砂泥底千潟の生息種が大多数を占めており、当時

の海岸に泥質～砂泥底の千潟が広 く形成されていたこと

が示唆される。一方で、岩礁性の魚貝類も少数ながら各

貝塚で検出されている。これ らのうちスガイやフサカサ

ゴ科などはとくに有用性の高い種ではなく、また内湾で

も岩礁が存在すれば生息可能なので、太平洋沿岸からの

搬入品とみるよりは、当時の霞ヶ浦沿岸に局所的に岩礁

ないしはそれに類する環境が散在していたと考えたほう

がよいだろう。

本貝塚の約 9km南 東、古鬼怒湾央に突き出た半島先

の小島に位置する浮島貝ケ窪貝塚 (浮 島式期)では、貝

類相は本貝塚と大差ないものの、魚類ではマダイを最多

種とするほか、コショウダイ属やフグ科も普通であり、

外洋系の要素が卓越している。於下貝塚の阿玉台式期層

準でもマダイ・ フグがやや多い。縄文前期後棄～中期前

葉における霞ヶ浦の開口部～東南部海域は外洋沿岸水の

影響を強く受けていた可能性がある (た だし、後述の通

りこれ らの魚は太平洋沿岸地域からの搬入とする説もあ

る)。 これに対 し本貝塚付近は、虚空蔵や興津にみられ

るように、縄文前期にはすでに典型的な内湾環境となっ

ており、そうした状況が中期前葉にも継続していたとみ

られる。ただし、本貝塚ではバカガイなどの湾目的要素

がやや多くみられたことから、ある程度は外洋水の影響

も及んでいた可能性がある。

次に、本貝塚周辺の水域環境についてより詳しく検討

する。縄文海進期には本貝塚が位置する安中台地は島と

なっており、本貝塚周辺の開析谷内にも海水が進入し溺

れ谷が形成されていたことが、沖積層の珪藻分析などに

よってすでに確認されている [中村編 1998]。 今回得 ら

れた資料は縄文海進の最盛期よりやや遅れた縄文中期の

ものだが、貝類は内湾泥質～砂泥質千潟の貝が多産 して

いることから、海進最盛期に引き続き溺れ谷などの閉鎖
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表 19 現地採集資料と水洗資料 (5mmメ ッシュ)か ら検出された脊椎動物遺体の組成

同定標本数 (NISP) 最小個体数 (MNI)

1層 2層 3層 4層 5層 6層 Iフ
・ロック その他 合計 1層 2層 3層 4層 5層 G層 Iフ

・ロッイ その他 合 計

エイ・サメ類 1 6 1 1 1 2

ダッ? I 1 1

ボラ科 3 20 2 8 1 2

スズキ属 6 3 1 1 1 2 6

ブリ属 2 1

マダイ/マダイ亜科 1 3 6 2 1 1 1 5

クロダイ属 4 3 2 2 1 6 1 3 3

タイ科 1 9 8

コショウダイ属 3 3

シログチ 1 I 2 2

サ ワラ属 7 3 I 1

フサカサゴ科 I 2 3 6 1 ( 2

オニオヨゼ科? 1 1 2 4 打

コチ/コチ利 4 I 11 3 1 1 3 1 7

カレイ科 2 3 1

ヒラメ科 2 3 2 6 107 1 1 1 1 2 1 6

フグ利 3 3 2 ( 2

真骨類・未 同定 3 1 6

真骨類・保留 1 3 2 6

真骨類・同定不可 2 4 1

カモ類 1 2 3 1 2

キジ/ヤマドリ 1 1 2 1 1 6 1 1 1 1 4

鳥類・同定不可/保留 2 1 1 1 7

ノウサギ 3 1 5 I 2

インシシ 3 3 2

シ カ 1 2 I 1

哺乳類・同定不可 1 3

合計 6 9 3 6

表 20 水洗資料 (2.5mmメ ッシュ)から検出された
脊椎動物遺体の組成 (NISP)

表 21 水洗資料 (l mmメ ッシュ)か ら検出された
脊椎動物遺体の組成 (NISP)

1層  2層  3層  4層  5層  6層 合計 1層  2層  3層  4層  4/5間 層 5層  6層 合計

エイ・サメ類 2  1 1  4 サメ類

3  1 12 アカエイ科

ウナギ属 12   26 エイ・サメ類 17

ダツ マイワシ

2  9 サッパ

スズキ属 7    32 1  2  1
アジ科 6    11    28   34 67    3   154

キス属 11 カタクチイワシ 2  1  5
クロダイ属

同(犬歯 )

1  5

5    15   44    8 26   43   146

タイ科

タイ科 (歯 )

１

　

２４

4   5   14

スズキ属

ウミタナゴ科 アジ科

同(稜鱗 )

3  1  5

ハゼ科 キス属 22    1     52

フサカサゴ科 クロダイ属

同(歯 )

3  3

オニオコゼ科 ?

コチ/コチ科

期
醐

4 1  2  8

29    29   118カレイ科

ヒラメ利 サワラ属 ?(歯 )

フグ科 ハゼ科 5    37 28   10   87

真骨類・未同定 コチ科

真骨類・保留 カレイ科 ?

真骨類・同定不可

同(椎 骨破片)

５

　

「

３

　

‐０

６

　

‐５

4    27

4     50

ヒラメ科?

真骨類・未同定
ヘビ類 真骨類・保留 2  1

鳥類・同定不可 真骨類・同定不可  2
同(歯 椎骨破片)  3

22   19   78

11     3    47

4 3

2

19    9

26    1小型哺乳類 ?・保留

ワタリガニ科 ?   1 カエル類

23   36   69   29   53   40   250 ヘビ類

両生/爬虫類分析サンプルの詳細は表 1参照

-64-

合 計 27   59   279   65     21     268  127  846



表 22 陸平貝塚と周辺遺跡の魚類・鳥獣類組成の比較

水洗 :水洗資料, 現地 :現地採集資料, +++:最多,廿 :多い,十 1あ り,一 :な し.

種 名

陸平

(美浦 )

虚空蔵

(美浦 )

興津

(美浦 )

浮島

(桜川 )

村田

(江戸崎)

於下

(麻生 )

阿玉台
Ib― Ⅱ

関山一

阿玉台
興津 浮 島

阿玉台―

中峠
阿玉台

加曽利
EⅢ―Ⅳ

力日EW―

称名寺

水洗 現地 ? 現 地 現 地 現 地 水洗 水洗 水洗

コショウダイ属 十 ++

マゲイ + + +++ +キ + +

フサカサゴ科 + +

オニオヨゼ科 ? + 十

ウミタナゴ科 +

カワハギ類 +

フゲ科 + ++ 十+ + +

サメ類 +

ブリ属 +

サワラ属 +

サバ属 + + +

アジ類 + +

ニシン科 +十 +

カタクチイワシ +

ヒラメ 十 + + +

カレイ科 + ++ 十十

エイ類 十 + + ++

コチ科 ++ 十十 ++ ++

スズキ属 十 + 十 +十 十+ ++ ++

ボラ科 ++ + ++ 十 +

クロゲイ属 ++ + +十 ++ ++ +++ +++

アナゴ匡 + 十

ゲツ科 + + +

サヨリ属 + + 十

キス属 +

シログチ +

ハゼ科 ++ + +

ウナギ属 ++ ++ +++

ドジョウ科 +

ウ属

データなし

カモメ科 ?

ガンカモ科 +

キジ科 + + + +

種不明

ノウサギ + 十 + +

イヌ 十 +十 +

キツネ +

タヌキ ++ +

テ ン 十

アナゲマ +

イノシシ + ++? + + 十 十十+ +++

シカ + ++? + + + 十+ ++

イルカ類 + +

クジラ範 +

ウミガメ類 ? + + +
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Ⅷ
斡

5

魚骨 (1)
1メ ジロザメ科歯 (57), 2ア カェイ科歯 (60), 3カ タクテイワシ尾椎 (58),4・ 8。 11マイワシ

L(59),11角 骨R(59)],5・ 7・ 9サッパ [5第 2椎骨 (55),7主鯉蓋骨L(55),9主上顎骨L
椎骨 (58),10角 骨L(56)]。 × 8.2

Ⅷ
３

魚骨 (2)
13ウナギ属 [1前鋤骨板 (34),2角骨L(76),3尾椎 (76)],4ド ジョウ科腹椎 (56),5ダツ科腹椎 (55),6サ ヨリ属第 1椎骨 (55),

7・ 8キス属 [7角骨L(58),8尾椎 (56)],9マ アジ?第 1権骨 (37),10ク ロダイ属前上顎骨R(77),11ウ ミタナゴ科第 1椎骨

(58),12サラワ属 ?歯 (60),1315ハゼ科 [13主上顎骨L(59),14歯骨L(57),15前上顎骨L(55)],ウ ナギ属・ダツ科は× 6.2,

他は× 8.2

写真 14

[4第 1椎骨 (55),8主 上顎骨

(59)],6・ 10コ ノシロ [6第 1

15
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魚骨 (3)
1板鯉類椎骨 (103),2同 (145),36ボ ラ科 [3涙骨L(121),4主組蓋骨R(108),5腹 椎 (47),6尾 椎 (7)],712スズキ属 [7

歯骨L(124), 8主上顎骨L(78), 9前 上顎骨R(19),10腹 椎 (108),11耳 石R(58),12方骨R(19)],13・ 14ブ リ属 [13

角骨R(117),14尾椎 (106)],15。 16サワラ属 [15腹椎 (16),16尾椎 (41)],17シ ログチ耳石L(29),1821フ サカサゴ科 [18

前上顎骨L(34),19方骨R(10),20主 鰯蓋骨R(104),21角 骨L(108)],22オ ニオコゼ科 ?尾椎 (31),2328コ チ科 (27はコチ)

[23前 上顎骨R(28),24角骨L(88),25方骨L(19),26腹椎 (24),27前鰹蓋骨 R(14),28主鰍蓋骨L(H4)],2932ヒ ラ

メ科 [29主上顎骨R(31),30前上顎骨R(28),31方骨R(108),32尾椎 (124)],33・ 34カ レイ科 [33腹椎 (119),34尾椎 (88)],

35。 36フ グ科 [35主鯉蓋骨L(52),36方 骨R(52)]

魚骨 (4)。 鳥獣骨 ( )|こ 出土位置・層準を示してあるものは現地採集資料。

1コ ショウダイ属主上顎骨R(39), 2ス ズキ主鯉蓋骨R(30), 3マ ダイ上後頭骨 (13), 4・ 5マ ダイ亜科 [4前 上顎骨

L(32), 5角 骨R(119)],610ク ロダイ属 [6前 上顎骨R(Ⅱ bl層 ), 7主 上顎骨R(貝層 27区 No 6直下), 8日 蓋骨R

(41),9角 骨R(貝層 9区 5層 ),10歯骨L(貝層 16区 5層)],11コ チ科歯骨R(23),1214カ モ類 (12・ 14はアイサ型)[12尺骨R(14),

13鳥 口骨R(17),14大 腿骨R(14)],1518キ ジ類 [15鳥口骨R(25),16上 腕骨L(84),17中手骨R(145),18大腿骨L(48)],

1921ノ ウサギ [19撓骨R(125),20肩 甲骨L(16),21寛 骨L(100)],22シ カ中手骨L(貝層 29区 6層 ),23イ ノシシ上腕骨R(貝

層 6区 5層 )

写真 15
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的な場所には泥質千潟が、開放的な海岸には砂泥底千潟

が形成されていたと考えられる。また潮間帯上部のアシ

原湿地に生息するフトヘナタリがコンスタントに検出さ

れていることや、後述するように微小貝にはカワザンシ

ョウ類もみられることから、高潮線付近にはアシの茂る

塩水湿地も形成されていたと推定される。淡水～汽水性

種は、貝類ではごくまれだが、魚類ではウナギ属が多数

検出されており、ある程度の規模の淡水域の存在が推定

される。おそらく溺れ谷の一部では縄文前期末に想定さ

れている海水準低下 [小杉 1989]あ るいは砂州による

封鎖などによって淡水化がある程度は進んでいたと推定

される。

本貝塚では 4層 と3層 の間で貝類組成に明確な変化が

認められた。すなわち 3層ではオキシジミなど泥底千潟

の貝が減少し、サルボな・ウミニナ・ホソウミニナ・マ

ガキなどの砂泥質千潟の貝が増加している (先述の通 り

本貝塚のマガキの多くはウミニナ類の殻などに付着して

砂泥質干潟に生息していたものと推定される)。 こうし

た変化は周辺海岸において泥質千潟が衰退し、砂泥質干

潟が拡大したことを示唆する。ただし、この変化は阿玉

台 Ib式～Ⅱ式期という短期間の間に急激に生じたと

考えられるので、その原因については海水準低下のよう

な広域的な現象というよりは、砂州の形成による溺れ谷

の封鎖・淡水化のような局地的現象の可能性が高いので

はないかと思われる。なお魚類ではこれに対応する変化

は認められない。

ハマグリのサイズ分布にも3層以上で大型個体の増加

が明確に認められた。これは上記のような砂泥質干潟の

拡大によってハマグリの生育条件が改善されたためとも

考えられる。この点については今後貝殻成長線分析を実

施して確認したい。

鳥獣類については、本貝塚も含めキジ類とノウサギ

のセットが周辺の中期貝塚に広くみられた。これらはい

ずれも現在の里山を代表する動物であることから類推し

て、縄文中期当時の遺跡周辺の植生が人手の加わった、

開けた二次林となっていた可能性が考えられる。これは

後述の陸産微小貝の分析結果とも合致する。

中期前葉の陸平貝塚 における動物資源利用の様相

今回の調査では、阿玉台式期の陸平貝塚におけるきわ

めて活発な水産資源利用の実態が確認された。

まず魚類をみると、内湾における多種多様な魚類が

漁獲物の主体をなしている。比較的大型の魚 としては

クロダイ属、ボラ科、ヒラメ科 (若魚 )、 コチ科、スズ

キ属などが主体である。とくにクロダイ属は成魚が主体

で未成魚が少なく、また底魚であるヒラメ科・コチ科も

5mmメ ッシュを通過するような小型個体がボラ・スズ

キなどに比べて少ない。これらは比較的大型の個体が選

択的に捕獲される傾向にあり、釣や刺突などによって漁

獲された可能性が示唆される。出土漁具も合わせ考えれ

ば、これらは骨製ヤスによる刺突漁の対象となっていた

ものと推測される。

小型魚ではニシン科 (マイワシ・サッパ・コノンロ)、

スズキ・ボラ科の若魚、キス属、ダツ科、ハゼ科などの

骨が 2.5mm・ lmm資料か ら高密度で検出されている。

いずれも内湾沿岸の浅瀬に来遊する代表的な魚である。

これらはその体長からみて網で漁獲されたとみるのが妥

当であり、土器片錘が多数出土していることと合致する。

貝類採集については、周辺の砂泥質干潟でのハマグ

リなどの採集と泥質千潟でのオキシジミ採集が主林であ

る。周辺の地形条件および上記の古環境に関する所見か

らみて、これ らは遺跡からlkm圏 内で充分に捕獲可能

であったと考えられる。

本貝塚の漁業は、これら内湾沿岸における各種魚類の

刺突漁と網漁、および付近の干潟での貝類採集を主力と

しており、さらに遺跡近隣の淡水域におけるウナギ漁も

重要な要素であったと推定される。魚貝類遺体の出土量

からみて、これらが生業中に占める比重はかなり大きな

ものであったと思われる。

岩礁やその周辺域ではスガイ・イガイなどの貝類やフ

サカサゴ科・ウミタナゴ科などの魚類も捕獲されている

が、その量はごく少なく、魚類は網漁の際に偶然混獲さ

れたものとみたほうがよいかもしれない。

マダイ・コショウダイ属は外洋沿岸性種だが、古鬼怒

湾岸の貝塚では普遍的にみられる。これらについては太

平洋沿岸地域からの搬入品とする説 [小宮 1994、 佐藤

2001な ど]も あるが、筆者は古鬼怒湾内に来遊してい

た可能性もあると考えている [樋泉 1995]。 浮島貝塚で

マダイが圧倒的な最多種となっていること [樋泉 2000]

からみても、これらが近隣の水域で漁獲されたものであ
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る可能性は少なくないように思われる。

本遺跡の魚類のなかで最も個性的な要素といえるのが

サワラ属である。椎骨が 5層から集中的に出土している

ほか、歯が各層から広 く検出されているので、コンスタ

ントな漁獲が行われていたこと、また全身が持ち込まれ

ていたことがわかる。漁法は、常識的にみれば釣漁を想

定するのが妥当だが、釣針は発見されていない。また、

なぜ本遺跡のみで利用されているのかも今のところ説明

がむずかしい。外洋方面からの搬入品の可能性を含め、

今後の課題としておく◇

このように本貝塚では水産資源利用がきわめて活発か

つ多様な様相を示しているのに対し、鳥獣類の狩猟は著

しく低調である。内容的にもキジ類やノウサギなどの小

型鳥獣が主体で、イノシシ・シカはほとんど利用されて

いないように見える。 こうした特徴は前期後葉～中期前

葉の霞ヶ浦沿岸地域に普遍的であった可能性が高いが、

本貝塚が当時の小島に位置しており,近隣におけるシカ・

イノシシの充分な生息数を見込めないという立地条件も

考慮する必要がある。

なお、今回の資料では トウキ ョウホタテの検出によ

つて貝化石の利用が確認された。ッノガイ 。エゾタマ

ガイも同様と考えられる。これらのうち トウキョウホタ

テは阿玉台式期～加曽利 EⅡ 式期を主体 とする千葉市

有吉北貝塚でも確認されている [千葉県文化財センター

編 1998]。 ツノガイも東京湾岸の前期以降の貝塚でしば

しば出土してお り [忍澤 1993]、 本貝塚周辺でも於下と

興津で確認されている。エゾタマガイも於下で確認され

ている。このように、化石貝の利用は成田層分布域では

かなリー般的なものであったと推測される。なかでも本

貝塚は他の貝塚に比べて化石貝の検出頻度がやや高いこ

と、また付近に良好な化石産地が多いことから、化石貝

の利用がとくに活発であつた可能性が考えられる。

(樋泉岳二)

11区 2層から得 られた微小貝類について

今回分析したサンプルは、調査区西南端付近の貝層上

部で検出された焼貝層から採取したものである。この焼

貝層は焚き火跡と考えられるもので、上部 (1層 )は灰

色に焼けたハマグリなどの貝殻に灰 。焼土が混 じる層、

下部 (2層 )は焼貝を含む焼土層からなる。 これらのう

ち 11区 2層 のサンプル約 2520リ ットルを水洗選別し、

2.5mmの メッシュを通過し、lmmの メッシュ上に残っ

たもののなから微小貝を抽出した。

その組成は、表 23に 示したとお り、少な くとも陸産

貝類 10種、海産貝類 6種を含んでお り、ウミニナ類の

1個林の破損部分を除き、いずれの種も食用 となったも

のではない。

陸産貝類では、ヒメベッコウ属類似種が最も多く、つ

いで、ホソオカチョウジ・ヒメコハクガイ類似種・ヒメ

ベッコウが多かつた。これらの種のうち、ホソオカチョ

ウジとヒメコハクガイ類似種は開放地生息種 とされ [黒

住、 1994]、 開放地は草地や小潅木が疎に生育する開け

た環境であり、縄文時代の場合、人間の営力によって森

林となっていない場所と理解されよう。最も多かつたヒ

メベ ッコウ属類似種は、黒住 [1994]で は林内生息種

としたが、東京都北区中里貝塚 [樋泉ほか 2000]の海

浜部の遺跡から本種が出土していることか ら、 この種は

開放地生息種とされるべきかも知れず、その生息場所は

明らかではない。つまり、得 られた微小陸産貝類の組成

か ら、この地点は開けていたと考えられる。本遺跡では、

関東地方の縄文時代中期から晩期にかけての貝塚 (例え

ば東京都港区伊皿子貝塚 [金子・土田、 1981]、 東京都

北区西ヶ原貝塚 [植月、2002]、 土浦市上高津貝塚 [黒住、

1994]等 )か ら出土するゴマガイやヒダリマキゴマガ

イ等の林縁 (特に二次林の縁を中心とした部分)に生息

する種がほとんど出土していないことか らも、開けてい

たことが支持される。

海産貝類では、アマモ等の海藻や海草上に生息する葉

上性のシマハマツボとマキミゾスズメハマツボおよび河

口域のアシ原に生息するカワザンショウガイ類 2種 と

砂泥底に生息するカワグチッボが得 られた。今回得られ

た微小海産貝類の組成は、近年の詳細な検討により、関

東地方のいくつかの貝塚で知 られているものと同様であ

る。 これ らに対 し、加納 [2001]は、アマモを食用に

するために葉上性貝類も同時に持ち込まれる場合と、打

ち上げられたアマモを利用した 「製塩」 (広義で)に由

来する場合を考えている。

本遺跡の微小海産貝類の特徴は、棄上性のものと河口

域のものと両者が得 られ、さらにほとんどの個体が焼け
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表 23 11区 2層出上の微小貝類  MNと 最少推定個体数 a成貝,B:焼け,&体層,h:孵化直後幼貝,}幼貝,u殻頂,wi螺層

和 名 学名等 詳 細 備 考

陸産貝類 Terrestrial snails

ヒメギセ,レ               Mundiphaedusa micropeas

ヒメギセ,レ?              mundiphaedusa micropeas?

キセルガイの一種       Ctausitiidae gen &sp
キセルガイ類          Ctausiliidae gen &sp
オカチョウジガイ        AIIopeas kyotoense
ホソオカチョウジ       AIIopeas pyrgula
ハリマキビ          Parakaliella harimensis
ヒメベッコウ          Discoconulus sinapidium
ヒメベッコウ属類似種     Discoconulus?sp
ハクサンベッコウ属?の一種   Nipponochiamys?sp
ヒメコハクガイ類似種      Hawaiia sp cf minuscula
ニッポンマイマイ?       Satsuma japonica?

4ab(3B)

ljb, 3h, 4u(3B)

2u(lB)

5w(48)

2j, 4h, lu

3a, 12」 , 3jb, 2h, 2u

la

8a, 7」

7a, 47j

l」

7a,1lj

lu

４

４

２

０

７

２０

１

１ ５

５４

‐

‐ ８

‐

ヒカリギセルと思われる

上高津貝塚と同種

上高津貝塚と同種の可能性大

海産貝類 Marine molluscs

マキミゾスズメハマツボ

シマハマツボ

ウミニナ類

カワゲチツボ

クリイロカワザンショウ?

クリイロカワザンショウの一種

Diala stricta

Alaba picta

Batillariidae/Potamididae

travadia elegantula

Angustasslminea castanea?

Angustassiminea sp

la,ljB

4jB

lw

ljB, ljb

ljB

laB

2

4

1 ウミニナ科かフ トヘナタリ科

2

1

1 上高津貝塚 と同種

ていたことである。他の遺跡、例えば縄文時代後期から

晩期の千葉県佐倉市井野長割遺跡 [黒住、2003]で は

食用貝類の貝殻中に含まれて遺跡に持ち込まれたと考

えられた微小海産貝類 (例えばヤマ トシジミの幼貝)に

は焼けているものは全くなかったにもかかわらず、今回

と同じ河口域のカワザンショウガイ類やカワグチツボで

は焼けているものが多く、河口域のものは食用貝類採集

とは異なった過程を経て遺跡に堆積 したと考えられてい

る。今回の例でも、同様と考えられる。そして、棄上性

の貝類も焼けていたことから、本遺跡では食用の海藻や

海車の利用は認められないことになる。

加納 [2001]は、 これ らの海産貝類を打ち上げられ

たアマモと同時に遺跡に持ち込まれ、焼かれたもので、

「製塩」 (広義で)に 由来すると考えている。しかし、今

回は詳細に微小貝類が抽出されているにもかかわらず、

葉上に多く、アマモが利用されていれば確実に出土する

と考えられるウズマキゴカイ類が 1個体も確認されてい

ない。そ して、前述のように多 くの個体が焼けていた。

このような例は、関東地方の縄文貝塚でも知られている

[例 えば黒住、1994;忍澤、1999等 ]。 つまり、今回の

サンプルか らはアマモの利用は否定されると考えられ

る。やはり、筆者としては、これまでにも指摘したよう

に [黒住、 1994]、 打ち上げられたアマモではなく、枯

死したアシの特殊的な利用により、カワザンショウガイ

やカワグチッボの死殻がアシに付いた状態で遺跡に持ち

込まれ、焼かれたものだと考える。

アシの利用目的については、やはり「製塩」に関係し

たものの可能性が高いように思われる。ただし縄文中期

には製塩土器を含め 「製塩」に関わる他の考古学的証拠

が明確でないこと、またアシの利用目的が製塩に限らな

い (燃料・建材など)と思われることから、「製塩」の

存在については現段階では想像の域をでない。しかしな

がら製塩土器の欠如が即座に「製塩」がないことの証明

となるわけではない。縄文晩期に突然顕在化する土器製

塩の前段階として、「製塩」に関わる初歩的な技術が存

在したと考えるのはむしろ当然であろう。今回認められ

た微小海産貝類の組成と焼け方は、関東地方の縄文時代

中期から晩期には、かなリー般的な的な状況であり、広

義の 「製塩」を含めて、今後の詳細な検討が期待される。

また、本遺跡では、海産種以外にも、陸産のキセルガ

イ類で特徴的に焼けているものが認められた。このよう

に陸産貝類の焼けている例は、 これまでほとんど報告が

なかったと思われる。想像ではあるが、キセルガイ類は、

薪に付いてきたために焼かれた個体が多かったのではな

いかと考えられる。そうであったならば、縄文貝塚に多

いキセルガイ類 (特にヒカリギセル)は、遺跡内の「薪

集積所」のようなところで繁殖していたことも推測され

る。

微小貝類か らは様々な情報が推測されるので、今後も

詳細な地点設定による微小貝類の抽出により、食物利用

や遺跡内の空間配置等に新たな展開が期待されよう。
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Ⅲ.縄文時代の住居址と土坑の調査

1.住居址と出土遺物

第 2a, b号住居址

検出状況 (第 30図 )今 回の調査で確認された縄文

時代の堅穴住居址は、第 2a号、第 2b号とした 2軒の

住居址であり、C3, C4,D3,D4グ リッドから重

複して検出されている。

調査経過としては、包含層のHb層を掘 り下げていく

過程で、第 2b号住居址に伴う炉址と硬化した床面の一

部が検出され、その周囲を精査したところ、Ⅲ層上面で

2軒の住居址と土坑が重複した平面プランが確認された。

先に炉址と床面の一部が検出されたのは、竪穴が浅かっ

たこと、覆土がⅡb層 と近似していたことに起因する。

2軒の住居址は、第 2a号住居址が第 2b号住居址の

南東側約 1'3を掘 り込むかたちで重複しており、第 2a

号住居址の床面の方が 5cm程低い。第 2b号住居址で

検出された炉址や床面硬化部は、同レベルの第 2a号住

居址覆土中では途切れており、第 2a号住居址の方が新

しものと捉えられる。なお、重複する土坑は第 2,3号

土坑であるが、重複関係については各土坑の項でふれる。

第 2a号住居址の規模・形態・施設 第 2a号住居址

は東側半分が調査区外にかかっているため全容はわから

ないが、長さ 5.4m程の南北に長い楕円形の平面形をな

すと思われる◇北側の一部は撹乱によって壊され、南西

部は第 2,3号土坑と重複している。確認面からの壁の

高さは、最も高い南側で 20cmを測る。床は地山のⅢ層

からなるが、北寄 りの床面下には第 17号土坑が存在し、

その覆土上には貼床が施されていた。西壁際では床面の

硬化が認められる。住居址の中央にあたる位置に、地山

のローム層が被熱赤化した地床炉が存在し、炉址の上面

は若干窪んでいた。

第 2b号住居址の規模・形態・施設 第 2b号住居址

は、第 2a号住居址に壊されている他に、北壁の一部を

平安時代の第 la号住居址に壊され、南側は第 2号土坑

と重複する。また、西部では確認面上から覆土、床面に

かけて埋設土器の掘り方が掘り込まれていた。平面形は

南北に長い精円形をしていたものと思われ、西側ではや

や膨らみを持つ。炉址を中心とすると長さ 4.3m、 幅 3.6

m程の規模に復元される。壁は総じて低く、最も高い北

壁でも 10cmを 測るにとどまり、南西部では壁は確認で

きなかった。床は地山のⅢ層からなり、炉址周辺から北

部と西部にかけて床面の硬化が認められる◇住居址の中

央にあたる位置に、地山のローム層が径 27c飢 の範囲に

被熱赤化した地床炉が存在する。炉址の上面は平坦で周

囲の床面の高さと変わらない。

ピットとその帰属 柱穴等 と思われるピットは第 30

図に示したように、両住居址合わせて計 16基検出され

ている。いずれも床面を露出させた段階で確認したもの

で、多くは壁寄 りに位置する。基本的には円形を呈し、

真っ直ぐに穿たれているが、 P13は開口部が 15度 西

に傾くように穿たれており、P14,P15は 北西―南東

方向に長い楕円形を呈している。半我によリピットの覆

土の観察を行ったが、いずれも単一の土質で木柱痕等は

観察されなかった。なお、 P9は第 17号土坑上の貼床

を切って掘 り込まれていた。

これらピットの帰属については、残存する第 2b号住

居址内か ら検出された P ll～ 16に ついては同住居址

に付随するものといえる。一方、 Pl～ 3,8は、第 2

b号住居址の想定復元範囲外に位置するため、第 2a号

住居址のピットと捉えられよう。両住居址の重複部分に

位置するP4～ 7,9に ついては、ピットの検出状況だ

けでは帰属を確定できないが、後述するようにピット内

の出土遺物から、P6は第 2b号に属する可能性が高く、

P9は第 2b号に伴う可能性が低い。

覆土の堆積状況 第 2a号住居址の覆土は 1,2層 に

分層されるが、 2層は第 17号土坑を覆うハー ドローム

ブロックを用いた貼床であり、住居廃絶後の竪穴内に堆

積した覆土は 1層 とした褐色土層のみである。この土層

はⅡb層 と同質で、調査区東壁の断面観察により、堅穴
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白丸印…床・底面直上出土遺物

2600m a     黒丸印…覆土中出土遺物

3

ピットの深さ (床面から cm)

P1   40    P2   34

P3   39    P4   40

P5   -   P6   ■

P7   25   P8   37

P9   40    P10  欠番

P l1   30    P 12   33

P13    60      Plを    40

P15   50     P16   37

P17   -

第 2a号住居址覆土

1層 :褐色土層   Ib層 と同質。

2層 :暗黄褐色土層 締まり非常に有り、粘性

有り。ハー ドロームプロック (最大径

50mm)と粘質褐色土が混じった上。第

17号土坑覆土上に充填された第 2a号

住居址の貼床。

第 2b号住居址覆土

褐色土層 締まり粘性やや無し。褐色土

を基調にローム粒子を含む。

焼土粒子も若千含む。

0                          2m

一

外のⅡb層から連続して堆積している状況が確認されて

いる。第 2b号住居址の覆土もⅡb層に類似した褐色土

の単一層である。

第 2a号住居址の遺物出土状況 覆土中から3の加曽

第 30図 第 2a・ b号住居址実測図

利EI式土器の把手が床面から若千浮いた状態で、 7の

堀之内 2式の胴下部と思われる大形破片が北西壁際の確

認面付近から出土している他、早～後期の上器破片が散

漫に出土している。ちなみに 7の土器は第 2b号住居址

写真 16 第 2a, b号住居址 写真 17 第 2b号住居址土器 15,16,18出土状況
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瑚‐   4

7・ 8
0                  10cm

に属する 15,16,18の 土器とともに取 り上げたもので

あるが、 7だけ出土位置が明らかに第 2a号住居址の壁

の内側にかかっていたため、報告にあたって第 2a号住

居址出土とした。

一方、第 2a号住居址に確実に伴うPl～ 3内からも、

小片ながら後期の土器破片が出土している。中でもPl

からは 8,11な どの磨消縄文を有する堀之内 2式に相当

する破片が検出されている。なお、 8の 7点の同一個林

破片のうち、日縁部の 1点がPl出土であり、残りはP

lが位置するD4bグ リッドⅡa層及びD4グ リッド I

層から出土したものである。

本住居址の時期については、住居廃絶後短期間で埋没

したと思われるPlか ら出土した堀之内 2式破片を根拠

に、 7の大形破片の存在をその傍証として、後期堀之内

2式期の遺構と捉える。

第 2b号住居址の遺物出土状況 北東壁際の床面直上

から 15,16,18と した加曽利EI式の大形破片がまと

まって残されていた他、第 2b号住居址に確実に伴うP

13内か らも加曽利 EI式の大形破片 17が検出された。

覆土中や他のピット内か らは小破片が散漫に出土 した

のみである。時期については、覆土中から加曽利EI式

より新しい加曽利 EⅣ式や後期の小破片も出土している

が、前述した床面及びピット内出上の大形破片の在 り方

を根拠に、中期加曽利EI式期とする。

P4～ 7,9の遺物出土状況 P4～ 7,9は位置的

にどちらの住居址にも帰属する可能性があるピットであ

る。 P4,6,9で 土器の出土があり、 P6か らは 31～

33と した加曽利 EI式 を含む大形破片 3個体分が検出

された。 P4,9の 覆土中からは小片が出土したのみで

あり、最も新しい時期の土器として、 P4で は 34に 接

皮H

ヽ

、

ヽ

〃

‐。

悦

/

0                       10cm
|

第 31図 第 2a号住居址出土遺物
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合する一破片が、 P9で は 36の加曽利 B式 と思われる

破片が出土している。このことからP6は第 2b号住居

址に付属する可能性が高く、逆にP9は第 2b号住居址

に伴う可能性は低い。

第 2a号住居址出土土器 (第 31図 )1は 条痕文系土

器の尖底部破片。胎土に繊維を含み、外面には条痕文が

施されている。 2は交互刺突となぞりによって小波状文

が表出された中峠式と思われる中期中葉の口縁部破片。

3は加曽利EI式の把手部破片。内外面に円孔を設けた

立体的な把手が、日縁部文様帯内の隆線と橋状に繋がっ

ている。把手部や文様帯内の隆線上には沈線が引かれ、

隆線によって仕切られた区画内には単節RLの縄文を施

文した後に、隆線に沿って沈線による縁取りがなされて

いる。日縁内面に稜を有する。 4は Lを用いた撚糸文地

に沈線が施された加曽利E式の破片で、円形の押捺列が

付随する。 5は頸部の無文帯と単節RLの縄文が施され

た胴部がみられる加曽利EI式の破片で、 3条の単沈線

によって区画文と懸垂文が描かれている。

6は 5本歯の工具によって縦位に蛇行する櫛描文が施

された胴部破片。 7は底部付近がやや直立気味に立ち上

がる無文の大形破片で、堀之内 2式深鉢形土器の胴下郡

と思われる。胴部外面は縦方向の撫でが施され、底部外

面は丁寧に撫でられている。胎土に白色細粒を含む。残

存率は図示した範囲の約 1イ3で、復元底径 9.2cm。

8は同一個体破片から復元した堀之内 2式の深鉢形土

器。真っ直ぐに開く器形で、口縁はやや外削状に成形さ

れている。波状口縁になる可能性もあるが、口縁部破片

が少ないためはっきりしない。 3条の単沈線によって胴

上部に幾何学的な文様を表出し、その沈線間に単節LR

の縄文を充填している。沈線は縄文施文後になぞ られ、

外面無文部と口縁部内面は丁寧に撫でられている。また

日縁内面には 1条の沈線が巡る。内外面とも褐色～橙褐

色を呈し、胎土には白色細粒を含む。復元口径 34.6cm。

9は単節RLの縄文地に沈線による直線的な懸垂文が

施された加曽利 E式の胴部破片。 10は縄文地に 3条の

単沈線によってモチーフが描かれる堀之内 1式の破片。

11は渦巻状に描かれた沈線間に単節 LRの縄文を充填

した堀之内 2式の破片。12は単節RLの縄文地に半我

竹管状工具による平行沈線が施された破片で堀之内 2式

か◇ 13は微隆起線で区画された中に縄文が施文された

破片で、加曽利 EⅣ式と思われる◇ 14は底面の破片で

あるが外面に文様が描かれている。 2条の単沈線で曲線

的な文様を描き、その沈線間に単節LRの縄文を充填し

ている。内面は粗く撫でられており、撫での形状をみる

と内面は円形に仕上げられていたと思われる。

第 2b号住居址出土土器 (第 32図 )15は平縁のキャ

リパー形をした加曽利EI式の深鉢形土器。日縁部は単

節RLの縄文を横方向に回転施文した後、隆線で上下を

区画し、その中に 2条の貼付隆線によって連結するクラ

ンク状の文様を表出している。隆線に沿っては沈線が施

される。頸部以下は縦方向に回転させた縄文地に、沈線

によって頸部区画文と直線的な懸垂文を描いている。色

調は内外面暗褐色で、胎土に自色・透明粗粒と白色雲母

粒を含む。復元口径 27.8cm。

16は床面直上出土の破片とC4cグ リッドⅡa層出

土の破片から復元した、加曽利EI式土器の口縁部破片◇

平縁のキャリパー形を呈し、隆線区画によって口縁部に

幅の狭い文様帯が形成されている。上端の隆線は日縁と

一体化しており、文様帯の下位は無文帯になる。区画内

には単節RLの縄文施文後に、 2条の貼付隆線によって

上下の区画隆線に交互に接するように配された渦巻文と

その間を繋ぐ弧線状の文様が表出される。この文様が 3

単位巡るらしい。区画内では隆線に沿つて沈線が施され

ている。色調は内外面褐色で、胎土に白色細粒を含む。

残存率は図示した範囲の約 3'4。 口径 21.6cm。

17は P13内出土の大形破片から復元したキャリパー

形の加曽利 EI式土器で、同一個体の破片がC4cグ

リッドHa層からも出土している。日縁部と頸部は隆線

で区切 られ、頸部は無文帯となる。日縁部には単節RL

の縄文施文後に、 2条の貼付隆線を描線とする文様が横

位に巡っている。隆線の接点や途中には立体的な渦巻状

の貼付文が付加され、隆線に沿っては沈線がみられる。

色調は内外面淡橙褐色で、胎土に白色細粒を含む。残存

率は図示した範囲の約 1'4で、復元頸径 28.Ocm。

18は加曽利 EI式 の底部か ら頸部にかけての破片。

胴部に単節RLの縄文を施文 した後、 2条の単沈線に

よって無文の頸部を区画している。外面の色調は胴部が

淡橙褐色、頸部が褐色で、内面は胴部が暗褐色、頸部が

褐色を呈する。胎土に白色細粒を含む。残存率は図示し

た範囲の約 2イ 3。 頸部径 15cm、 復元底部径 8.4cm。 17
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第 32図  第 2

と同一個体の可能性がある。

19,20は 口縁に貼付隆線が巡 らされた加曽利 EI式

の破片。20に は隆線貼 り付け前に単節RLの縄文が施

され、 19の 隆線下は無文で、日縁内面に稜を持つ。21,

22は単節RLの縄文地に沈線による懸垂文が描かれた

加曽利 E式の胴部破片。23,24は縄文部 と無文部を微

隆起線で区画した破片で、加曽利 EⅣ式に相当する。縄

文は 23が単節 RL、 24が単節 LR?。 25～ 28は縄文

地に単沈線で文様が描かれた破片で、27に は押捺が加

えられた細い紐線が付 く。25,26は堀之内式に、内面

に凹線を巡 らせ格子 目文を表出する 28は加曽利 B式に

比定されよう。

29は 隆線 と沈線で頸部 と胴部を区切 り、胴部に単節

RLの縄文地に 2条の単沈線で懸垂文を描いた加曽利 E

29 P12

b号住居址出土遺物

I式上器。30は単節RLの縄文が施文された胴郡破片。

P4,6,9出 土土器 (第 33図 )31は平縁のキャリ

パー形を呈する中期中葉の上器。31bと した胴部破片

はP6か らの出土で、同一個体の回縁部破片 31aは D

4aグ リッドのⅡa、 Ⅱb層 出土破片が接合したもので

ある。単節RLの縄文がみられる日縁部は隆線で区画さ

れ、その中に縄文施文後に貼 り付けられた隆線によって

クランク状の文様が描かれる。頸部区画文とクランク文

は 2条の粘土組の貼 り付けによって表出されているが、

日縁の区画隆線は断面がM字状のもので、隆線上に沈線

を引くことによって 2条の隆線を表出している可能性が

ある。さらに口縁の区画隆線上には渦巻状の突起が付け

られ、各隆線に沿っては撫でが施されている。口縁は肥

厚し、内面に稜が形成される。胴部は単節RLの縄文地
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16

に、半我竹管状工具による平行沈線によって横位と縦位

の区画を設け、その中に同一工具の外側を使った単沈線

によって横位の波状文や直線文を充填 している。また、

平行沈線によって表出された渦巻文も充填文として認め

られる。色調は胴部が外面褐色、内面淡褐色で、日縁郡

が内外面とも淡橙褐色。胎土は白色・透明粗粒と金色雲

母粒を含む。復元口径 50cm。

32,33は P6か ら出土 した平縁のキャリパー形を呈

する加曽利EI式の口縁部破片で、33にはC4cグ リッ

ドⅡa層出土の破片が接合している。両者とも日縁に隆

線を巡らし、それより下位の文様帯内には単節RLの縄

文施文後に、沈線を沿わした 2本の貼付隆線によって文

様が表出されている。33では上下交互に配された渦巻

文間を3A線で連結した文様がみられる。両者とも色調は

内外面橙褐色で、胎土に白色・透明粗粒と金色雲母粒を

写真 13 第 2a, b号住居址出土土器

含む。復元日径は 32が 40。6cm、 33が 40.4cm。

34は P4出土の破片 1点 とB4b,D4aグ リッド

Ⅱa層出土の破片等 10点か ら復元された中期中葉大木

8b式系統の土器。隆線で区切 られた日縁部は内届し、

頸部は無文帯となる。日縁部には単節RLの縄文が施さ

れた後、基本的に沈線で縁取 られた 1条の隆線で渦巻文

や直線、曲線的な文様が描かれる。口縁の区画文は平行

沈線で、渦巻文などに接続する部分だけ横位の短い隆線

が貼付けられている。頸郡下には沈線による区画文が認

められる。色調は外面橙褐色、内面淡橙褐色で、胎土に

自色細粒を含む。復元口径 30,6cm。

P4出上の 35は、上位が隆線で区画されたもので、

加曽利EI式 の頸部無文帯の破片か。 P9出上の 36は

単節LRの縄文地に格子 目文が施された破片で、加曽利

B式 と思われる。
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2.土坑と出土遺物

第 2号土坑

検出状況と規模・形態 (第 34図)第 2号土坑はD4

グリッドに位置し、第 2a, 2b号 住居址、第 3号土坑

と重複する。

第 2b号住居址 との新旧関係は、遺構確認時点で重

複部にあたる同住居址南部にほとんど覆土が残存してお

らず捉えられていない。第 2a号住居址との新旧関係に

ついては覆土の平面観察では判断できず、両遺構にまた

がつて設定したサプトレンチ (補助的な試掘溝)の断面

A

25,70Hュ A

ロームブロック

25 70ni a

第 34図 第 2,3号土坑実測図

観察によって第 2号土坑が新しいと判断したが、第 2a

号住居址の覆土が薄かったため充分な観察条件があつた

とはいえない。実際、後述するように出土土器からみる

と矛盾が生じている。現地では上記の新旧関係を前提に

北側半分の覆土から発掘を進めたことを記 しておく。

南北径 225cmの 円形 に近 い平面 形 を呈 し、最深

57cmを測る。Ⅲ層中に掘 り込まれた底面はほぽ平坦で、

壁下部が開口部より広がる袋状土坑の形態をなす。

覆土と遺物の出土状況 (第 34図)半 我の結果断面

で観察された覆土は、ロームブロックを含む褐色土と暗

第 2号土坑覆土

a:暗褐色土 締まりやや有 り、粘性有 り。

暗褐色土にローム粒子、焼土粒子、炭化

物粒子を含む。

b:褐色土 締まり、粘性有 り。褐色土にロ

ームブロック (最大径 20mm〉 、ローム粒

子を多く含む。焼土粒子も含む。

c:暗褐色土 締まり、粘性有 り。褐色上と

暗褐色上が混じった上。ローム粒子を含

む。

d:暗褐色土 cと 同質だが、褐色土 (粘質)

の割合が多い。

図示した遺物は全て覆土中出土

0                           1rn
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写真 20写真 19 第 2,3号土坑       写ξ

褐色土がプロック状に堆積した、人為的な影響が想定さ

れるものであった。 このことから複数の遺構の重複も検

討しながら以後調査を進めたが、最終的に土層断面でみ

られた土層群については、ひとつの掘 り方に伴うものと

捉えた。

土坑の覆土中か らは第 34図 に示 したように複数の

土器大形破片が出土 している。平面的には北壁寄 りに

3, 4, 8,11が、南西吉Ьに 1, 2,31が、南東壁寄 りに3,13

とした土器がまとまっていたが、同じまとまり内でも出

土高にはばらつきがある。また、北西壁寄 りの底面近く

か ら39の磨石が検出された他、土器片錘 3点 と、剥片

1点が覆土中から出土している。

土器大形破片は 8が阿玉台 Ib式の他は中期中葉の土

器にあたるもので、後期堀之内式期の第 2a号住居址よ

り明らかに古 く、上記の新旧関係と矛盾する。一方、覆

土中からは量は少ないものの 22,24な どの後期の土器小

片が出土しているが、本土坑の方を古いとした場合、覆

土の一部は第 2a号住居址に属することになり、後期の

土器片の出土もあり得る。 ここでは土器大形破片の出土

状況を優先して、本土坑の時期を中期中葉と捉えておく。

出土遺物 (第 35,36図 )1は 底部か ら丸味を持っ

て胴下部に移行し、胴中部から口縁部にかけて直線的に

立ち上がる中期中葉の深鉢形土器。口縁に隆線が巡らさ

れ、その隆線上には粘土紐による突起が 3単位貼 り付け

られている。突起のうち二つは下に開いた弧状のもので、

あとのひとつは横位の S字状を呈する。胴部には単節R

Lの縄文が縦方向に回転施文され、隆線や突起上にも同

じ原体による縄文がみ られる。胴上部には直径 2cm程

の円形の貼付文の痕跡が lヶ所認められ、口縁内面には

第 2号上坑上器
1,2,31出 土状況

赤色塗彩が部分的に残る。内面と底部外面は撫で整形。

色調は外面の胴下部と底部は橙色、胴中部以上は暗褐色

を呈し、内面は胴下部が黒褐色、胴上部が褐色である。

胎土に白色細粒を含む。胴下部 と口縁部の一部が欠損

しているがほぽ完形である。日径 18,4cm、 底径 9 0cm、

器高 27 7cm。

2は覆土中出土の破片群とD3aグ リッドⅡa層出土

の胴部破片 1点から復元された深鉢形土器で、 日縁部が

内屈するキャリパー形の器形を呈する。直線的な口縁部

区画は設けず、頸部以下に単節RLの縄文を施文 した後、

無文地の口縁部に単沈線によって重層する3A状の文様を

連ねている。沈線の端は所々連結されたり、蕨手状になっ

てお り、弧と弧の間に充填された小さな半円形の沈線も

認められる。頸部から胴部にかけては 2条の単沈線によ

る直線的な懸垂文が施され、途中には沈線間を連結する

横位の単沈線が認められる。この懸垂文はおそ らく8単

位になると思われる。内面は撫で整形。色調は内面胴下

部が暗褐色の他は橙褐色を呈する。胎土に白色細粒を含

む。復元口径 25.4cm。 本土器は中期中葉の「浄法寺類型J

と系統的な繋がりが想定される。

3は覆土中出土の破片を中心に、D3b,D3cグ リッ

ドⅡa層及び第 1号住居址出土の破片から復元できた中

期中葉の深鉢形土器。胴上部が内彎しなが ら開く平縁の

器形を呈する。日縁は折り返し口縁状に肥厚 し、日縁内

面に稜が形成される。V字状の隆線が日縁に接 して 4単

位付けられ、胴上部には結節を伴う粗い単節RLの縄文

が施文されている。色調は外面黒褐色、内面橙褐色で、

胎土に自色・透明粗粒と自色雲母粒を含む。残存率は図

示 した範囲の約 3/5。 復元口径 30 2cm。
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4は大形破片 2点から復元された平縁のキャリパー形

土器で、口縁部が内屈する。粗い撫で整形が施された無

文の上器であり、口縁郡外面には若干窪んだ部分が所々

に残されている。色調は内外面とも淡橙褐色で、胎土に

自色・透明粗粒と、自色雲母粒を含む。残存率は図示し

た範囲の約 3/4。 復元口径 19,6cm。

5は縄文地に半載竹管状工具による平行沈線で文様が

描かれた前期前半の土器破片。胎土に繊維を含む。 6～

8は隆起線に付随して施文単位が 1列の角押文が施され

た阿玉台 I式の破片。 6では日縁の隆迅線に沿って角押

文が施文されているが、一部隆起線によってつぶされて

いる。 7の胴部には波状文がみられる。 8の 口縁部には

角押文と刻みが施された三角形の突起がみられ、下の角

には小さな渦巻が貼 り付けられている。その渦巻文から

波状に成形された背の高い隆起線が垂下し、さらに胴部

には断面三角形の隆起線が連続する。口縁部には隆起線

によって区画が設けられ、区画内には連続する楕円形の

文様が角押文によって描かれている。日縁部下端を区画

する隆起線上には突起もみられる。胴部には波状の角押

文で枠状の文様が描かれ、刻目文も施されている。阿玉

台 Ib式に相当する。胎土は 6が自色細粒を、 7,8が

自色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。

9は隆起線に沿って竹管状工具の外側を用いた押し引

きによる爪形列が施されたもので、阿玉台Ⅲ式と思われ

る。隆起線上と地文に単節RLの縄文がみ られる。 10

は肥厚した日縁に沿って半我竹管状工具による平行沈線

が施された破片で、地文に縄文を持つ。口縁内面に稜が

認められる。阿玉台Ⅳ式か。 9,¶ 0と も胎土に自色・

透明粗粒と金色雲母粒を含む。 11は 中期中葉の口縁部

破片であるが、日唇は残存しない。胴部に単節RLの縄

文を施し、刻みの付けられた隆線によって波状に区画さ

れた日縁部に、単沈線による条線を充填している。区画

内では隆線に沿って撫でが施され、区画の上側は深い沈

線で区切られている。施文順序は隆線→縄文・撫で→条

線。胎土に自色・透明粗粒と白色雲母粒を含む。

12～ 14は同一個体の破片で、胴中位の外面が低い段

状をなし、回縁部が外反する平縁の器形を呈する。口縁

内面は 3条の削りに近い撫でが施されている。口唇部か

ら胴中位にかけて垂下する 2条の隆線が複数単位みられ、

地文には隆線上も含め単節RLの縄文を施文している。

隆線間には単沈線によって平行する沈線文や波状文が横

位に描かれる。胴下部は無文になっている。胎土に白色。

透明粗粒と白色雲母粒を含む。15,16は 同一個体の破片

で、地文に単節LRの縄文が粗く施文されている。 2条

の単沈線が巡り、その上位に 2条の単沈線が縦位に引か

れている。胎土に自色 。透明粗粒と白色雲母粒を含む。

17,18は 同一個林の胴部破片。単節RLの縄文地に、垂

下する 3条の単沈線と曲折する沈線が描かれている◇ 19

は単節RLの縄文地に単沈線によって屈曲するモチーフ

が描かれた胴部破片。17～ 19の胎土には自色細粒を含

む◇20は円孔を有する把手の破片で、内外面とも沈線が

施されている。胎土に白色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。

以上 12～ 20は中期中葉とした土器である。

21は 刻みを加えた隆線 と単沈線で区画された中に、

箆状工具による結節沈線を充填した破片。勝坂式に想定

される。胎土に自色・透明粗粒と白色雲母粒を含む。

22～ 24は堀之内式の可能性がある破片。22は単節L

Rの縄文地に半我竹管状工具による平行沈線が施されて

いる。図上側の断面がきれいに磨れている。24は縄文

地に 5本歯の工具による櫛描文が施された破片。23は

櫛描文がみられる山形の波状口縁部◇

25～ 33は縄文のみが施された破片。25～ 29は 同一

個体の破片で、縄文原体は附加条 1種附加 2条 LR+2

R。 30は Rを用いた撚糸文がみられ、早期稲荷台式に相

当すると思われる。31に は縦方向に間隔を開けて施文さ

れた単節RLの縄文がみられる。32は単節LRの縄文が

粗く施文されており、15,16の胴部破片の可能性がある。

33は単節RLの縄文を縦方向に回転施文 している。34

は口縁部外側に段を持つ無文の浅鉢形土器の破片。内外

面とも磨かれており、外面の一部に赤色塗彩が残る。35

は底部破片で外面は丁寧に撫でられている。

36～ 38は土器片錘。36は土器片の周囲を磨って、37,

38は周囲を打ち欠いて成形したもので、長軸上の二側面

に切目を入れている。36に は櫛描文が、37,38に は単

節縄文が認められる。36は長さ 3.Ocm、 幅 2.3cm、 重さ

10.7g。 37は長さ 2.5cm、 幅 2.2cIIn、 重さ 7.2g。 38は

長さ 4.5cm、 幅 2.8cm、 重さ 16.3g。 39は砂岩の円礫の

表裏面に磨滅が認められる磨石の欠損品。表面縁辺近く

に敲打痕が残る。厚さ 3.5cm、 重さ 202g。 この他、折

断面が認められる黒曜石の小剥片 1点が出土している。

-82-



第 3号土 坑

検出状況と規模・形態 (第 34図)第 3号土坑はD4

グリッドに位置し、ほば全体が第 2a号住居址と重なり、

西側の一部が第 2号土坑と重複する。本土坑は、第 2号

土坑の南側覆土発掘時点で確認されたもので、覆土の切

り合い関係から第 2号土坑より古いことが把握できた。

長さ 98cmの楕円形をなし、最深 38cmを測る。Ⅲ層

中に掘 り込まれた底面は平坦で第 2号土坑より8cm程

高く、壁はほぱ垂直に立ち上がる。

出土遺物 (第 37図)遺 物は土器の小片が覆土中か

ら出土 したのみである。 1は 内彎する口縁部の破片で、

単沈線によって重層する弧状の文様を描いている。第 2

号土坑 2と 同様な土器と思われる。 2は無文の浅鉢形土

器の回縁部破片で、粘土紐の貼 り付けによって口縁を突

出させている◇遺構の時期については、出土土器と第 2

号土坑の時期から中期中葉と捉えられる。

$喩 1

0           5cm

―
第 37図 第 3号上坑出上遺物

第 5号土 坑

検出状況と規模・形態 (第 38図 )本 土坑はC2グ リッ

ドに位置し、埋没斜面際の平坦なⅢ層上面で確認された。

第 7,16号土坑と接するが、覆土同士の層位関係は捉

えられていない。

最大径 230cmの 円形に近い平面形を呈する。壁は真っ

直ぐに立ち上がるが、北側では一部オーパーハングする

箇所もみられる。Ⅲ層中に掘 り込まれた底面はやや中央

が窪んでお り最深 50cmを 測る。第 16号土坑と接する

東端には長さ 63cm、 深さ 21cmの ピット (Pl)が 存

在し、その底面はⅣ層に達していた。

覆土と遺物の出土状況 (第 39図)覆 土は 1～ 3層

に分かれるが、上位の 1層 とした褐色土層にはロームブ

ロックの混入が認められ、北壁際に堆積する 2層 には多

くのロームが混 じる。また、 Pl内 の下部には 4,5層

とした別の上層が堆積し、上部には南壁際から連続 して

暗褐色土の 3層が落ち込んでいた。

遺物は覆土中から土器と土器片錘 1点、石器 1点が出

土している。土器は中期前半から末葉に至る破片が主体

であり、1点だけ後期初頭称名寺式の破片が認められた。

まとまった遺物の廃棄や遺棄は認められないが、中期末

葉の加曽利 EⅣ式に相当する壺形もしくは注口土器の大

形破片 25が底面を覆う 3層 中から検出されてお り、同

式の蓋形土器 24も 覆土中から出土している。 このこと

から遺構の時期は、中期末葉加曽利 EⅣ式～後期初頭称

名寺式期の可能性が高い。

出土遺物 (第 40図)1は 折 り返し口縁の破片。無節

Lの縄文が帯状に施文され、同一原体の圧痕文が口唇部

を跨いでみられる。

2～ 4は施文単位が 1列 の角押文が施された破片で、

阿玉台 I式 に相当する。 2には口唇部にも角押文が施さ

れ、 4には隆起線もみられる。 5は隆起線が施された阿

玉台式の胴部破片で、隆起線に沿って細い沈線文がみ ら

れる。 6～ 8は隆起線に沈線文が付随した土器で阿玉台

Ⅳ式に比定されよう。 6は山形把手の破片と思われ、口

縁の太い隆起線に沿って沈線が引かれている。口唇部に

は刻みが施され、地文に単節RLの縄文を持つ。 7は破

片 6点から復元できた胴部で、太い隆起線が配されてい

る。単節RLの縄文が地文として施され、隆起線間には

半我竹管状工具を用いた平行沈線によって渦巻文やU字

状に折 り返す文様が描かれている。施文順序は隆起線→

縄文→平行沈線。胎土に自色 。透明粗粒 と金色雲母粒、

軟質の赤色粒を含む。残存率は図示した範囲の約 1,3。

残存部の復元最大径は 17.2cm。 3は 口縁の隆起線に沿つ

て半我竹管状工具による平行沈線が施された破片。

|を丁

写真 23 第 5号上坑
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第7号土坑

第 38図  5～ 9,16号土坑平面図

δ｀
                      25

(3層 )

第5号土坑
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25,70m A

第 lc号住居

2570m G~  
第 7号土坑

25,70m a

2570m C

第5号土坑

第9号土坑

第8号土坑

26  4

1

/‐  Ⅲ

第7号土坑

第8号土坑 H

2570m三.第 5号土坑ピット ・二

d

第6号土坑覆土

第 5号土坑覆土

1層 :褐色土層 締まり有 り、粘性やや有り。

ローム粒子、ロームブロック (最 大径

10mm)を含む。

2層 :明褐色土層 締まり、粘性有 り。ローム

と褐色土が混じった土。

3層 :暗褐色土層 締まり、粘性有 り。ローム

粒子、焼土粒子、炭化物粒子を含む。

4層 :暗褐色土層 縮まり、粘性有 り。ピット

覆土。 3層 よりやや黒味のある暗褐色土

にローム粒子が混じった土。

5層 :明褐色土層 締まり、粘性有 り。褐色土

と粘質ロームが混じった土。

第 7号土坑覆土

1層 :褐色土層 締まり、粘性有 り。褐色土に

ローム粒子を含む。焼土粒子も若干含む。

第 8号土坑覆土

1層 :暗褐色土層 締まり、粘性やや有り。

ロームプロック (最大径 10mm)、 ロー

ム粒子、焼土粒子を少量含む。

2層 :褐色土層 縮まり、粘性有 り。褐色土に

ロームブロック (最大径 20mm)を含む。

3層 :黒褐色土層 締まり、粘性やや無し。小

ビット内覆土。ローム粒子を含む。

第 9号土坑覆土

1層 :褐色土層 締まり有り、粘性やや有り。

褐色土にローム粒子を少量、焼土粒子を

若干を含む。

2層 :褐色土層 締まり、粘性有 り。褐色土に

ロームブロック (最大径 10mm)、 ロー

ム粒子を少量、焼土粒子を若千含む。

3層 :褐色土層 締まり、粘性有 り。褐色上に

ロームプロック (最大径 20mm)をやや

多く、焼土粒子を若千含む。また暗褐色

土もブロック状 (最大径 20mm)に含む。

4層 :暗褐色土層 締まり有り、粘性やや無し。

暗褐色土にローム粒子、焼土粒子を含み、

炭化物粒子を多く含む。

5層 :明褐色土層 締まり、粘性有 り。褐色土

とロームが混じった土。

6層 :暗褐色土層 締まり有り、粘性やや無し。

4層より明るい暗褐色土にローム粒子、

焼土粒子、炭化物粒子を若千含む。

ｂ
一

第 16号土坑覆土

1層 :褐色土層 締まりやや有り、粘性やや無し。ローム粒子を含み、焼土粒子を若干含む。

2層 :暗黄褐色土層 締まり、粘性やや有り。 1層 と同質だがローム粒子をより多く含む。

0                             1m

第 39図 第 5～ 9,16号土坑断面図

第9号土坑
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第 40図 第 5号土坑出土遺物

9は単沈線によって口縁の区画線と縦位の条線が描か

れた破片。破片の下部には条線施文後に引かれた曲線的

な沈線がみられるが、隆線に付随したものと思われる。

10は爪形列が施された突出した隆線の上位に、縦位の条

線が認められる破片で、隆線の上面には平行沈線や波状

の沈線が引かれている。11は 口縁に粘土帯を貼 り付けた

破片で、単節RLの縄文が施されている。12は浅鉢形土

鯵犠Ⅷ玲

対

２４

器の日縁部破片で、隆線が貼られた口縁には押捺が加え

られている。外面は粗く撫でられ、日縁部内面に段状の

稜を持つ。以上 9～ 12は中期中葉とした土器群である。

13は緩く外反する口縁部破片で、無文の回縁部と単節

縄文が施された胴部との境は僅かに段状になる。14は複

節RLRの 縄文施文後に、貼付隆線によって窓枠状の区

画を表出した、キャリパー形土器の口縁部破片。区画内
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写真 24 第 5号上坑出土土器

では隆線に沿って沈線が施されている。加曽利EI式か。

15は隆線と沈線によって口縁部区画内に渦巻文が表出さ

れた破片で、区画内には沈線施文前に複節LRLの 縄文

が施されている。渦巻文は主に沈線によって表現されて

おり、加曽利 EⅡ 式と思われる。 16は複節RLRの 縄文

施文後に 3条の沈線を引き、その沈線間を磨 り消した加

曽利 EⅡ ～Ⅲ式の胴部破片。17は沈線によって区画され

た日縁部に、竹管状工具による円形の刺突文が施された

破片。沈線以下には単節RLの縄文がみられる。

18～ 21は微隆起線によって縄文施文部 と無文郡が区

画された加曽利 EⅣ式の破片。 18の単節 LRの縄文郡

には、曲線的な沈線で区切られた磨消部がみられる。 19

は波状の日縁部破片で、単節LRの縄文部を挟んで口縁

部 と胴上部に無文部が認められる。20,21は 縦位の微

隆起線がみ られる胴部破片で、縄文は 20が単節 RL、

21が単節 LR。

22は太い沈線によって区画された中に単節 LRの縄

文を充填した波頂部の破片で、称名寺 I式に相当する。

23は Pl内から出土した阿玉台 Ib式の口縁部破片。

日縁から垂下する押捺が加えられた突起と隆起線によっ

て区画を形成し、その中に 1列の角押文を配 している。

日唇部にも角押文がみられ、区画より下位には波状文が

施されている。

24は 円形の蓋形土器の破片で、縁に沿って 2条の微

隆起線が巡 り、その微隆起線を繋ぐかたちで橋状の把手

が付けられている。中央には円形の剥落痕が認められる。

内外面とも磨かれてお り、赤色塗彩の痕跡が部分的に残

る。色調は内外面とも白褐色で、胎土に自色細粒を含む。

復元径 13.2cm。 25は 壷形もしくは注 目土器の破片で、

残存部は下部に膨 らみを持つ筒形の形態を呈する。胴下

部を区画する微隆起線に接して縦に孔の開く橋状把手が

付けられ、その把手の上端から2条のやや彎曲する微隆

起線が延びている。外面と内面下部は磨かれており、内

面上部は撫で整形がみられる。外面は淡橙褐色、内面は

橙褐色の色調を呈し、胎土に白色細粒と軟質の赤色粒を

含む。残存部の復元最大径 14.3cm。 24,25と も加曽利

EⅣ式に相当すると思われる。なお、把手の単位数は両

者とも不明である。

26は長方形を呈する土器片の長軸上二側面に切目を

施 した土器片錘。単節 LRの縄文が認められる。長さ

6.lcm、 幅 3.6cm、 重さ 33.7g。 27は黒曜石製の剥片

で、端部縁辺に刃こぽれ状の使用痕が認められる◇長さ

3.Ocm、 幅 3.2cm、 厚さ 0.9cm、 重さ 5。 3g。

第 6号土坑

検出状況 (第 38,39図 )埋 没斜面にかかるC2,

D2グ リッドにかけて位置し、北東側ではⅢ層を、南西

側では埋没斜面に堆積 したⅡb層 を地山として検出され

た。第 7,8号土坑 と重複 し、第 7号土坑の覆土を切っ

てつくられていた。

規模・形態 幅 200cmの 北西―南東方向に長い楕円

形を呈する皿状の土坑である。Ⅲ層中に掘 り込まれた底

面は平坦で、第 7,8号土坑の底面と段差はない。深さ

は埋没斜面際で 28cmを 測る。底面中央には 2基のピッ

トが接して穿たれていた。遺物の出土は無い。

第 7号土坑

検出状況と規模・形態 (第 38図)C2, C3グ リッ

ドにかかる、埋没斜面際の平坦なⅢ層上面で検出された。

南西部と東部の壁はそれぞれ第 6号土坑,第 9号土坑の

掘削によって失われている。南北両端では第 8号土坑、
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写真 26 第 7号土坑出土土器 13

第 5号土坑 と壁同士が接する。

最 大径 220cmの 円形 に近 い平面形 をな し、 最深

24cmを 測る。Ⅲ層中に掘 り込まれた底面は平坦である

が、南西方向に緩く傾斜し、壁は外傾気味に立ち上がる。

覆土 と遺物の出土状況 (第 39図 )覆 土は褐色土の

単一層である。遺物は 13と した加曽利 EI式に相当す

る土器大形破片が、北西壁寄 りの覆土上部～上面にかけ

て出土 した他、早、中期を含む土器破片と土器片錘 1点

が覆土中か ら検出されている。なお、 13に は土坑確認

面上のⅡb層から出土した胴部の大形破片が接合してい

る。 この 13の 土器の在 り方から、中期の加曽利 EI式

期には本土坑の埋没が進行 していたものと考えられる。

出土這物 (第 41図)1～ 3は田戸下層式土器の破片。

1は太沈線文が施文されており、 2には放射肋を持つ貝

殻を用いた貝殻復縁文と、半載竹管状工具の外側を使つ

た器壁の盛 り上がりを伴う刺突文がみられる。 3は断面

が鋭い細沈線文と細かい刺突文が施されている。

4,6は隆起線に沿つて 1列 の角押文が施された阿玉

台 I式土器。 4は 口縁部破片で、 6の胴部破片には髪状

文もみ られる。 5,7は阿玉台式の部分破片と思われる

もので、 5には襲状文が、 7の 口縁には刻みが施されて

いる。 8は 中期中葉土器の把手破片と思われ、隆線上に

12

0                       10cm
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写真 25 第 7,8号土坑
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第 41図 第 7号土坑出土遺物
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刻みが認められる。

9に は 2条の隆線が巡り、隆線下には単舗RLの縄文

がみられる。 10は単節RLの縄文地に縦位の沈線が施さ

れた破片。 9,10と も加曽利 E式の月同部破片に該当する。

11は無文の口縁部下に沈線が認められる破片。12には6

本歯以上の工具による櫛描文が縦方向に施されている。

13は頸郡か ら外反しなが ら強 く開くキャリパー形の

器形をした加曽利E正 式土器。単節RLの縄文が施され、

上下を隆線によって区画した口縁部には、隆線で渦巻と

剣先が合わさったような文様が表出されている。 この文

様は 2条の隆線によって上下の区画隆線と連結されてお

り、区画内では縄文施文後に隆線に沿って沈線が施され

ている。頸部は無文帯となってお り、頸部と隆線によっ

て区画された胴部には口縁部と同じ縄文が施文されてい

る。色調は外面胴下部と内面が淡橙褐色で、外面胴上部

以上が褐色を呈する。胎上に自色・透明粗粒と自色雲母

粒を含む。残存率は口縁部か ら頸部が約 118、 胴部につ

いては約 3'4残存。復元口径 40.Ocm。

14は周囲を磨つて成形した土器片錘の欠損品で、側

面に切目が入る。縄文が施された破片を素材にしている。

幅 2.3cm、 残存部の重さ 6.lg。

第 8号土坑

検出状況と規模・形態 (第 38図)D2,D3グ リッ

ドにかかる、埋没斜面際の平坦なⅢ層上面で検出された。

北西部は第 6号土坑と重複し,南壁は第 3号住居址に壊

され、北壁は第 7号土坑の南壁に接する。第 6号土坑と

の新旧関係は捉えられていない。

土坑は二つの掘 り込みが重なった形態をしている。一

段目の掘 り込みの平面形は第 6号土坑と重複する部分の

状況が不明なため正確には分からないが、東西方向に長

い楕円形を呈すると思われる。東西長は 183cmを測る。

底面はほぽ平坦だが西に向かって傾斜を持ち、深さは東

壁側が 10cmなのに対 し、西壁側は 20cmを 測る。二段

目は北壁寄 りの所に掘り込まれた径 100cmの 円形皿状の

もので、底面はほぼ水平である。そのため西側では壁が

みられず一段日の底面と段差を持たない。さらに二段目

の掘 り込み内の西部には、三段日として長さ 58cmの楕

円形を呈する小ピットが穿たれている。深さは土坑の確

認面から測つて二段目が 32cm、 三段目が 42cmである。

覆土と遺物の出土状況 (第 39図)覆 土は 3層 に分

かれる。断面観察によると一段目の掘り込みの南側底面

から壁際にかけては褐色土である 2層が堆積し、北側の

二段目の掘 り込み内とその上位には 1層 とした暗褐色土

層がみられた。 この堆積状況は二段目の掘り込みが、一

段日とは別な掘 り込みである可能性も示す。また、上位

を 1層 に覆われた三段目の小ピット内では 3層 とした黒

褐色土層が堆積していた。

なお、 1層は第 7号土坑の覆土と接しており、断面観
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察において 8号側にやや傾く層界が捉えられた。しかし、

接する部分が少なく覆土の平面観察では切 り合いが捉え

られないこと、壁が部分的に内傾する土坑もみられるこ

となど、この断面観察だけで新旧を判断するのは難しい。

遺物は土器が覆土中か ら検出されている。 1の加曽利

E4式の破片が 1層上部から、 4の堀之内 2式に相当す

る小破片が 3段 日の小ピット内から、 7の無文大形破片

が小ピットの 3層上面から出土した他、堀之内 2式の破

片を中心に覆土中から出土している。遺構の時期につい

ては、小ピット内出土の 4を根拠に、堀之内 2式の胴郡

の可能性がある 7の存在と、覆土中に堀之内 2式の破片

が多いことを傍証として、後期堀之内 2式期と捉える。

出土遺物 (第 42図 )1は 加曽利 EⅣ式に比定され

る破片で、微隆起線で区画された幅の狭い無文の口縁部

を持ち、下位には無節 Lの縄文を施文 している。

2～ 4は縄文地に沈線によってモチーフが描かれる土

器で、堀之内 2式に相当する。 2は丸味を持った波状の

口縁部破片で、単節 LRの縄文地に半載竹管状工具を用

いた平行沈線によって区画文と曲線的な文様が描かれて

いる。 4も 同様な破片であるが縄文の原体は不明。 3は

回縁が 「く」の字状に内屈する破片で、外削状の口縁は

綺麗に撫でられている。単節RLの縄文を地文に箆状工

具による単沈線でモチーフを描く。 2～ 4の胎土は自色

細粒と軟質の赤色粒を含む。 5は隆起線と髪状文がみら

れる阿玉台式の胴部破片で、隆起線の上位には角押文の

痕跡が認められる。

6は本土坑覆土出土の破片 5点とD2aグ リッドⅡa

層出土破片 5点、D3dグ リッドⅡb層 出土破片 1点、

D2グ リッドI層 出土破片 1点 の計 12点から復元され

た堀之内 2式土器である。口縁に向かって直線的に開く

深鉢形土器で、口縁内面を凹線状に窪ませている。また、

口縁は平縁であるが、日唇部を押捺することによって窪

ました箇所が認められる。単節LRの縄文を施文後、半

我竹管状工具を用いた平行沈線 2条を描線として、口縁

に沿う区画文と、日縁の凹みから斜行する文様を描いて

いる。内面は撫で整形。色調は内外面とも橙褐色で、胎

土に白色細粒と軟質の赤色粒を含む。残存率は図示した

範囲の約 114。 復元口径 32.8cm。

7は胴部破片で、上部に斜行する沈線が認められる他

は無文である。外面は縦方向の撫でによって整形されて

お り、その痕跡を良く残す。色調は外面淡褐色～淡橙褐

色、内面橙褐色。胎土に自色細粒と軟質の赤色粒を含む。

堀之内 2式の胴下部破片の可能性がある。

第 9号土 坑

検出状況と規模・形態 (第 38図 )C3グ リッ ドに

位置 し、平坦なⅢ層上面で検出された。北部を古墳時代

の第 lc号住居址に壊され、南西部は第 7号土坑の一部

を掘 り込んでいる。また、北西壁は第 16号土坑 と接す

るが、覆土同士の層位関係は捉えられていない。

南北長 240cm、 東西長 222cm、 深さ 66cmを 測 る平

面円形の掘り込みの北側に、深さ 10cmの テラス状の掘

り込みが付随した形態をなし、全林としては南北方向が

290cmに及ぶ楕円形の平面形を呈する。Ⅲ層中に掘 り込

まれた底面は平坦で、壁は約 60度 の角度で立ち上がる。

覆土 と遺物の出土状況 (第 39図 )E― Fと した断

面で観察された覆土は複雑な堆積状況を示す。まず、 6

層とした暗褐色土が柱痕状に覆土を縦に貫 くかたちで

観察されている。 6層の北東側には 1～ 3層 とじた褐色

写真 27 第 9号土坑

写真 28 第 9号土坑覆土断面 (E― F)
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土が上から順に堆積する。盛 り上がって堆積する最下層

の 3層 にはロームブロックがやや多く含まれていた◇ 6

層の南西側には 4層 とした暗褐色土と 5層 とした明褐色

土が観察された。 6層は後世の掘 り込みとも捉えられる

が、両側で堆積する土層が異なることから、6層 を柱痕、

1～ 5層 を入為的充填土と捉えることも可能である◇な

お、 6層下の底面には掘 り込みや上の変質は認められな

かった。

遺物としては土器と敲石 2点が覆土中から検出された。

14の中期中葉の土器大形破片と、26の後期と思われる鉢

形土器の大形破片、それに 28の敲石が土坑西壁寄 りの 4

層中か ら出土 している◇14と 26の 出上高差は 12cmに

なる。土器は他に早期から後期堀之内 2式に及ぶ破片が

みられる。遺構の時期については、 4層中から検出され
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た大形破片のうち新しい 26を根拠に後期の土坑と捉え、

細別時期については、覆土中出土のうち最も新しい時期

の破片をもとに堀之内 2式期を想定しておく。

出土遺物 (第 43図)1は 断面が鋭い細沈線文 と小

さな刺突文が施された田戸下層式土器の破片。 2は断面

が丸い単沈線と刻み列 ?がみられる土器破片。 3～ 8は

条痕文系土器の同一個体破片で、茅山下層式と思われる。

内外面に条痕文が施され、胎上に繊維を含む。刻みの加

わった隆起線に区画された日縁部に、半我竹管状工具に

よる 2条の刺突列で、横位や縦位それに斜行するモチー

フを描いている。

9は横位に折 り返すように重層させた単沈線と、沈線

間を交互刺突した鋸歯状文によって文様が構成されてい

る。鋸歯状文は縦位にも描かれており、余白には単節R

Lの縄文がみ られる。五領 ヶ台式と思われる。 10は 阿

玉台 Ib式の扇状把手の破片で、 1列の角押文と刻みが

施されている。 11は渦巻状の隆起線に沿って、半我竹

管状工具の外側を用いた爪形列を施した胴部破片で、阿

玉台Ⅲ式に比定される。

12～ 17は中期中棄とした土器。12は突出した隆線で

区画されたやや内傾する口縁部に、単沈線で文様を構き

その沈繰間に条線状の刻みを施した破片。13は口縁郡破

片で把手に続くのか波状を呈する。粘土帯を貼 り付けた

口縁に沿つて、沈線間を交互刺突した小波状文が施され、

以下に沈線が認められる。15の 口縁断面は外側に突出し

た三角形を呈し、口縁部には沈線によって 2条に分割さ

れた隆線がみられる。隆線の上位は単沈線による条線が

充填され、その施文後に隆線に沿つて沈線が施されてい

る。16は無節 Lの縄文地に屈曲する 2条の単沈線が施さ

れた胴部破片。 17は断面菱形を呈する日縁の内外面に、

4条の単沈線を巡らした破片で、その下は無文帯になる。

沈線が引かれた日縁と内面には赤色塗彩がよく残ってお

り、外面にも僅かながら塗彩の痕跡が認められる。

14は 底部か ら直線的に立ちがる中期中棄の深鉢形土

器。日縁には押捺が加えられた断面四角形の隆線が貼付

けられ、日縁上には円孔の開いた半円形の把手が、隆線

と連続するように付けられている。把手の上面には凹線

状の窪みがみられる。把手は 1も しくは 2単位の可能性

がある。胴部には単節 LRの縄文が縦方向に回転施文さ

れ、内面は撫で整形が施されている。色調は外面褐色、

内面黒褐色で、胎土に自色粒と軟質の赤色粒を含む。残

存率約 1/2。 口径 17.2cm、 把手を除く器高 23.7cm、 復

元底径 11.2cm。

19は単節RLの縄文地に半裁竹管状工具を用いた平

行沈線が施された胴郡破片。 18,20は縄文地の胴部に

単沈線によって斜位の文様や垂下する蛇行文が描かれた

破片で、堀之内 1式に相当する。縄文は 19が原体不明、

20が単節LR。 21～ 23は単沈線によって幾何学的なモ

チーフを描き、沈線間に単節LRの縄文を充填した堀之

内 2式に相当する破片。24,25は縄文地 に半我竹管状

工具による平行沈線によって幾何学的な文様を表出した

破片で、堀之内 2式と思われる。縄文は 24が原体不明、

25が単節LR。

26は平縁の鉢形土器で、若干内彎気味に開く器形に復

元される。日縁部の内面に粘土紐を貼り付けて肥厚させ、

日縁を内削状に成形している。外面には単節 LRの縄文

が施文され、内面は磨かれている。内外面とも淡褐色の

色調を呈し、胎土には白色の鉱物細粒と軟質の赤色粒子

を多く含む。復元口径 29.2cm。 後期の上器と思われる。

27は単節RLの縄文が施文された底部破片。底面は

丁寧に撫でられており、内面は箆撫で整形。底径 9.5cm。

28,29は精円礫の端部に敲打痕を残す敲石で、両者

とも被熱のためか表面が赤化 している。28は安山岩製

の欠損品で、破損面にも赤化が及ぶ。幅 5.lcm、 重さ

11l g。 29はホルンフェルス製で、長さ 6.9cm、 幅 4.2cm、

厚さ 3.lcm、 重さ 132g。
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第 16号土 坑

検出状況と規模・形態 (第 38図)本 土坑はC2a

グリッドのⅡb層掘 り下げ時に、土器大形破片が検出さ

れたことによりその存在が予想できたもので、最終的に

Ⅲ層上面で平面プランが確認されている。東壁が第 9号

土坑と、西部が第 5号土坑と接する。

平面形は長さ約 200cm、 幅 152cmの東西に長い楕円

形を呈する。土坑の最深部はやや西寄 りに位置し 25cm

を測る。Ⅲ層中に掘 り込まれた底面は平坦ではなく、緩

く立ち上がる壁に連続している。

覆土と遺物の出土状況 (第 39図)覆 土は 1,2層 に

分層される。東壁際には暗黄褐色の 2層が三角堆積し、

その他の部分は褐色土の 1層が覆つていた。

遺物としては土器が覆土中から検出されている。 7の

堀之内 1式土器は、日縁から胴部にかけて約 114が残存

する大形破片で、 1層 中から確認面上のⅡb層下部にか

けて、内面を下にして原形を保ったまま検出されている。

また、確認面上からは 5の加曽利 EⅣ式の破片が出土し 写真 31 第 16号上坑出上土器 7

写真 30 第 16号土坑
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ている。 7の大形破片は本土坑に伴い遺棄された可能性

があり、遺構の時期については後期堀之内 1式期と捉え

る。

出土遺物 (第 44図 )1は 内外面に条痕文の施され

た条痕文系土器の口縁部破片。胎土に繊維を含む。2,3

は口縁部を区画する隆起線に沿つて 1列の角押文が施さ

れた阿玉台 I式の破片。 2の縦位の隆起線は粘土棒を芯

にしたものである。 4は隆線がみられる胴部破片で、隆

線上も含め単節RLの縄文が施文されている。 5は加曽

利 EⅣ式の把手部の破片。波頂部に取り付けられた把手

は、無文の口縁部を橋状に跨ぐ部分と、その上に突出し

た円孔を有する部分が合わさつた形態をなす。無文の口

縁部は把手から連続した微隆起線で区画され、以下の胴

上部には微隆起線と突起で区画された単節RLの縄文部

と無文部がみられる。

6は単節 LRの縄文施文後に、単沈線によって口縁部

が区画された破片で、堀之内 1式に相当する。 7は 4単

位の波状口縁を有する深鉢形土器の口縁から胴部にかけ

ての大形破片で、堀之内 1式に比定される。胴部はやや

開き気味に立ち上がり、外反する口縁部がやや内屈気味

に接続する。無文の口縁部は 2条の単沈線で区画されて

いるが、沈線間は器形の屈曲と相まって隆帯状に突出し

ている。波頂部の日縁部には 2条の隆帯とその間をなぞ

る沈線によって C字状の貼付文が施されてお り、その上

端と口縁部の区画文に接する下端には、粘土の貼 り付け

と竹管状工具の刺突による円文が付けられる。また口縁

波底部下の区画線上には、やはり貼 り付けと刺突による

「8」 の字状の文様が施されている。胴部には単節 LR

の縄文が地文として施文されており、 C字状貼付文下の

胴部には、輪郭を単沈線で描いた尾ひれのついた釣鉤状

の文様が配され、「8」 の字状貼付文下には蛇行する垂

下線が 1条の単沈線で描かれる。釣鉤状の文様の中は縄

文が粗く磨消されているが、下の尾ひれの部分には磨消

は施されていない。図では文様を一部推定復元してある

が、左側面に同じ文様単位がみられ、復元や磨消の所見

はそこの観察による。内面は撫で整形。色調は内外面と

も胴上部以上が淡橙褐色～褐色、胴下部が橙褐色である。

胎土に自色細粒と軟質の赤色粒を含む◇残存率は図示し

た範囲の約 1'4。 復元口径 35,4cm。

第 10号土坑

検出状況と規模・形態 (第 45図 )本 土坑はB2グ リッ

ドの平坦なⅢ層上面で検出された。北東壁が第 12号土

坑と接しているが、覆土同士の層位関係は不明である。

平面形は長さ 260cm、 幅 180cmの北東―南西方向に長

い楕円形を呈し、最深 30cmを 測る。Ⅲ層中に掘 り込ま

れた底面は平坦で、壁は 30～ 60度の角度に立ち上がる。

覆土と遺物の出土状況 (第 45図)覆 土は 1,2層 に

分層され、底面と壁を覆って 2層 とした褐色土層が凹レ

ンズ上に堆積し、その窪みに 1層 とした暗褐色土層が形

写真 33 第 10号土坑土器 1,2,4,5出上状況

写真 32 第 10号土坑

写真 34 第 10号土坑土器 2,3,6,7,9出 土状況
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成されている。

遺物としては土器と土器片錘 2点、それに土製品 1点

が底面～覆土中にかけて出土している。土器については

復元できる個体が 9点程検出されたが、出土した層位は

二つに分かれる。底面直上からは 1の 阿玉台Ⅳ式土器と

中期中葉とした 2～ 4の土器が検出されたが、 1,3,4

が潰れたり破損していたものの原形に近い状態で残され

ていたのに対し、 2の浅鉢形土器は二つに分かれた破片

が、60cm程離れて出土している。

一方、覆土中からは 5の条痕文系土器と中期中棄に相

当する 6,7、 底・胴部破片の 8～ 10が 出土している。

5は 18点 の小破片が土坑北東部の確認面に近い覆土中

か らまとまって検出されたが、他に同一個体の小破片

がB2dグ リッドのⅡa層から32点, 同Ⅱb層から 13

点、本土坑覆土中か ら 18点 出土 している。 6～ 10は

土坑南西部の底面から6～ 14cm程浮いた覆土中からま

第 12号土坑

第 10号土坑覆土

1層 :暗褐色土層 締まり有り、粘性やや無し。

ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を少量含む。

2層 :褐色土層 締まり有り、粘性やや有り。褐色土を主体

に若子の暗褐色土が混じる。ローム粒子を少量、焼土

粒子を若千含む。

第 12号土坑覆土

1層 :暗褐色土層 締まり有り。ローム粒子を多く、ローム

ブロックを少量含む。底面を掘り込むピットの覆土。

2層 i暗褐色土層 締まり有り。 1層 土よリローム粒子を多

く含み、責色味を帯びる。焼土粒子を少量含む。

3層 :暗褐色土層 締まり有り。 2層 と近似するがやや暗い

色調。

4層 :黄褐色ローム質土層 締まり非常に有り。ロームを基

調土とする。炭化物粒子と焼土粒子を微量含む。

5層 :暗褐色土層 締まり有り。ローム粒子を多く含み、ロ

ームプロック、赤色粒子・ブロックをまばらに含む。

6層 :暗黄褐色土層 締まり非常に有り。ローム粒子を多量

に含み、ロームブロックをまばらに含む。

］
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とまって検出されたが、 7については 7aと した二つに

分割された日縁～頸部と、 7bと した胴部破片が残され

ており、さらに 7aには約 70cm離れた北西壁際の底面

直上から出土した把手部が接合している。また、 8は南

東壁際の底面から約 10cm浮いた覆土中に潰れた状態で

検出された。また、 1点のみ弥生土器と思われる小破片

が覆土中から出土しているが、おそらく混入であろう。

I-3でふれたように、本書において中期中葉とした

土器には阿玉台Ⅳ式期や加曽利EI式期の土器も含まれ

ている。ここでもそれに従い遺構の時期を中期中葉とす

るに留めたい。

出土遺物 (第 46,47図)1は 阿玉台Ⅳ式の深鉢形土

器で、器形は膨 らみを持つ胴部が頸部で外反し、それに

やや内彎する日縁部が続く。口縁には耳状の突起の付い

た山形板状の把手が 4単位設けられ、大きな波状を呈す

る。日縁部には波状口縁に合わせた山形状の区画を太い

隆起線によって表出しているが、さらにそれを縦位に分

割する隆起線が、耳状の突起と連続するように付けられ

ている。区画同士が接する部分の隆起線は突出しており、

口縁部を上から見ると八角形を呈する。区画内は隆起線

に沿うように数条の単沈線が施されるが、ひとつの区画

にのみ沈線間を交互刺突することによって表出された小

波状文が認められる。頸部は無文帯になってお り、胴部

との境には 1条の隆起線が巡る。単節RLの縄文が施文

された胴部には、区画隆起線と2条の隆起線で繋がる逆

U字状に垂下する隆起線が 3単位認められ、隆起線に沿っ

ては 1条の単沈線が施される。胴部文様の施文順序は隆

起線→縄文→沈線である。口縁部内面に稜を持ち、内面

全林には撫で整形が施されている。外面の色調は口縁部

が褐色、頸部～胴上部が暗褐色、胴下部～底部が淡橙褐

色で、内面は褐色～黒褐色を呈する。焼成はやや脆 く、

胎土に自色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。二つの山形

把手と胴下部を欠損する。波底部間の口径 33.Ocm、 顕部

径 20.2c血、底径 11,Ocm、 把手を含めた復元高 58.Ocm。

2は中期中葉の無文の浅鉢形土器。平底からやや膨 ら

みを持って開く器形で、日唇部は庇状に内側に突出する。

日縁部は隆線によって区画されているが、下端の隆線の

方が外側に張 り出している。この日縁部の区画隆線を跨

ぐように円孔の開いた突起が 7単位付けられている。外

面口縁部と内面は磨かれ、赤色塗彩の痕跡が僅かに認め

られる。外面胴部～底部は撫で整形が施される。色調は

外面が淡褐色～黒褐色、内面が淡褐色で、胎土に白色・

透明粗粒と金色雲母粒を含む。焼成は堅緻である。口縁

の一部を欠損するが、ほぽ完形である。突起を除く口径

23cm、 底径 9.3cm、 高さ 8.2cm。

3は中期中葉の深鉢形土器。器形は膨 らみを持った胴

部から顕部が強く外反し、そこから明瞭な屈曲を持って

口縁部が内傾気味に立ち上がるもので、さらに外屈する

口縁部上端がそれに接続する。口縁部上端は無文であり、

それ以下には地文として 0段多条と思われる細かい単節

RLの縄文が施されている。口縁上端直下には沈線間に

交互刺突を加えた小波状文が巡らされ、その下はさらに

1条の単沈線で区画される◇口縁部には 2～ 3条の単沈

線によって鋸歯状や波状のモチーフが描かれ、縄文施文

前に貼付けられた瘤状の突起が二単位存在する◇沈線は

突起の上にも及んでいる。内面は撫で整形。色調は外面

が褐色、内面が暗褐色で、胎土に自色及び透明な鉱物粗

粒と金色の雲母粒を多く含む。焼成は堅緻である。胴下

部以下 と口縁郡の約 115を 欠損する。 口径 22.Ocm、 頸

径 14.3cm。

4は中期中葉の深鉢形土器。器形は胴部に膨 らみを持

ち、頸部で強く外反し口縁部が内傾気味に立ち上がる。

日縁に隆帯を巡らし、日縁部下端は粘土紐の貼 り付けに

よって角を持つように成形されている。日縁上には耳を

二つ合わせたような背の高い把手が 2単位付けられ、そ

れに接続して口縁部を跨ぐ橋状の把手が施される。把手

部の口縁内面には未貫通の円孔が開けられ、その下位に

は稜が巡る。また、把手間の回縁には円孔が設けられた

蕨手状の突起が 2単位存在する。把手や突起を含む口縁

部から胴中部にかけては、単節RLの縄文が地文として

施文されており、胴部にはさらに 2条の結節縄文が 4単

位縦に施される。日縁部は沈線間に交互刺突を加えた小

波状文によって上下が区画され、その中に単沈線で長方

形を重層させた文様を連ねているが、部分的に円形のモ

チーフを描く箇所もみられる。把手や突起上にも単沈線

が施され、その一部が日縁隆帯上にも延びている。色調

は外面の回縁～胴上部が褐色、胴下部～底部が淡橙褐色

で、撫でが施された内面は褐色～暗褐色を呈する。胎土

に白色細粒と軟質の橙色粒を含む。焼成はやや脆い。把

手・突起の一部と胴下部の一部を欠損する◇把手・突起
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を除く口径 25 3cm、 同高さ 40 1cm、 頸径 18.5cm、 底

径 10.Ocm◇

5は条痕文系土器。胴下部から直線的に開く器形で平

縁を呈する。内外面全面にわたって条痕文が施され、尖っ

た日唇部には刻みが付けられている。胎土に繊維を含む。

復元口径 25.2cm。

6は中期中葉の深鉢形土器で、頸部上位が一旦膨 らみ、

そこから口縁部がやや開き気味に立ち上がる器形を呈す

る。隆帯状に肥厚した口縁は緩い波状を呈し、その頂部

には二つの輪を合わせたような立体的な環状の把手が施

されている。口縁より下位には単節LRの縄文が縦方向

に回転施文されている。内面は撫で整形。外面の色調は

頸部付近が帯状に暗褐色を呈する以外は褐色で、内面は

淡褐色。胎土に白色・透明粗粒と白色雲母粒を含む。焼

成は堅緻である。残存率は図示した範囲の約 1イ4で、波状

や把手の正確な単位数は分からない。復元口径 24.8cm。

7はキャリパー形を呈する中期中葉の深鉢形土器。 7

aは 日縁～頸部にかけての破片で、 7bは 接合 しないも

のの、 7aと 同一個体と思われる胴部破片である。口縁

は基本的に平縁であるが、両側面と内面に孔の開いた立

体的な把手が 2単位付き、把手間の口縁には山形の小さ

な突起がみられる。日縁部の上下は隆線によって区画さ

れ、その中に連続する横位のS字状文が 4単位巡る。日

縁部下端とS字状文を描く隆線上には沈線が引かれ 2条

に分割されている。把手部も区画文や S字状文か ら連続

するように隆線と沈線で縁取られている。日縁部区画内

では隆線施文後に細い単沈線による縦位の条線が充填さ

れ、その後に隆線に沿つて沈線が施されている。胴部と

隆線で区画された頸部は無文帯になってお り、 7aの 僅

かに残存する胴部には、 7bと 同様な縦位の条線が確認

できる。内面は撫で整形が施され、日縁に稜を持つ◇胴

部の 7bは、櫛歯状工具による縦位の条線を地文 とし、

縦位の区画文や末端が連結した り蕨手状になった横位

の線文を単沈線で描いている。 7aの色調は内外面とも

橙褐色で、残存率は図示した範囲の約 3'4。 7bの 色調

が外面橙褐色、内面褐色で、残存率は図示した範囲の約

1/3。 胎土に自色 。透明粗粒を含むが、自色粒は径 5mm

にも及ぶものがあり目立っている。焼成はやや堅緻であ

る。把手を除く口径 20.8cm。

8は頸部以上と底部を欠き、胴部だけが残存する深鉢

形土器で、単節RLの縄文が縦方向に回転施文されてい

る。頸部側はちょうど内面に稜を持ち強く外屈する所で

破損しており、意図的に打ち欠かかれたような状況を呈

する。内面は撫で整形。色調は外面上部が褐色で下部が

橙褐色、内面は黒褐色である。胎土に自色・透明粗粒と

自色雲母粒を含む。焼成はやや堅緻◇復元底径 8.9cm。

9は無文の底部破片で、胴部は直線的に立ち上がる。

内外面とも撫で整形が施され、色調は外面淡橙褐色、内

面淡褐色である。胎土に白色・透明粗粒と金色雲母粒を

含む。焼成はやや堅緻。底径 10.8cm。

10は胴部から口縁にかけて直線的に立ち上がる中期中

葉の深鉢形土器。日縁と胴上部に隆線を巡 らし、その中

に括弧状の隆線を貼付けている。隆線上と胴部には単節

RLの縄文が施されるが、日縁部の区画内は無地である。

区画内では隆線に沿って単沈線が施され、括弧状の隆線

間には 3条の沈線が縦位に引かれている。胎土に自色・

透明粗粒と白色雲母粒を含む。 11は無文の口縁部に沿つ

て交互刺突による小波状文が巡る、中峠式と思われる中

期中葉の破片。 12, 13は同一個体の破片で、低い隆線区

画文の上位に単沈線で斜行する文様が描かれている◇隆

線下は無文。11～ 13は胎土に自色粒と白色雲母粒を含

む。14は附加条第 1種附加 2条 LR+2Rの 縄文地に、

細い沈線が 1条認められる破片で弥生土器と思われる。

15,16は 縄文地に沈線が施された土器破片を利用し

た土器片錘で、周囲を打ち欠いて長楕円形に成形してい

る。長軸上の二側面に切 目が加わる。 15は長さ 3.lcm、

幅 1.8cm、 重 さ 10.4g。 16は 長 さ 4.Ocm、 幅 2,7cm、

重さ 14.Ocm。 17は粘土棒を曲げた土製品で、長さ 3.3cm、

径 0.8cm、 重さ 3.8g。
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写真 36 第 10号上坑出土土器
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第 12号土 坑

検出状況と規模・形態 (第 45図 )本 土坑はA2か

らB2グ リッドにかかる平坦なⅢ層上面で検出された。

南壁が第 10号土坑と接している。

平面形は第 10号土坑と同じく北東―南西方向に長い

楕円形で、長さ 245cm、 幅 197cmを測る。Ⅲ層中に掘

り込まれた平坦な底面までの深さはおよそ 40cm程で、

壁はオーバーハングする南西壁を除くと、約 70度 の角

度に立ち上がる。土坑北東部の底面には、 Plと した

長さ 138cm、 幅 110cmの平面楕円形のピットが存在す

るが、その東部は土坑の壁下部より35cm程奥まで掘 り

込まれていた。 Plの底面はⅣ層上面に達しており、土

坑底面から深さ 18cmを測る。また、土坑北壁部にも径

39cm、 深さ 66cmの 柱穴状のピットが確認されている。

覆土と遺物の出土状況 (第 45図 )土 坑内の覆土は

1～ 6層 に分層される。 Pl内 には下位から暗黄褐色土

の 6層 と暗褐色土の 5層が堆積 し、これらPlの覆土と

土坑の底面及び壁をロームを基調とする4層が覆ってい

た。さらに 4層上の窪みには 2,3層 とした暗褐色土層

が堆積する。 1層 とした暗褐色土層は北壁部ピットの覆

土と捉えられるもので、土坑確認面上から2,4層 を切っ

てピット内に続いていた。 Plの西壁際底面直上からは

長さ 40cm、 幅 18cmの 白色粘土の塊が検出されている。

遺物としては土器と石器 4点が土坑底面～覆土中及び

Pl内から検出されている。オーバーハングした南西壁

際では、床面直上から2に復元できた中期中葉の土器が

横倒しに潰れた状態で出土し、 4層に相当する覆土中か

らは 1の大形破片が出土している。一方、 Plの北壁か

ら東壁際にかけての底面直上か らは、11,12の 土器 と

13の 凹石が検出された。その他、覆土中か ら出土 した

土器破片には早期～中期中葉のものが認められる。 2と

12の 出土状況か らPlを 土坑に伴うもの考え、時期を

中期中葉と捉える。

出土遺物 (第 48図 )1は 中期中葉の平縁を呈する

深鉢形土器で、器形はやや膨らみを持つ胴部から頸部が

外反して立ち上がり、内彎気味の回縁部に至る。肥厚し

た角頭状の口縁と、庇状に成形された隆線によって上下

を区画された口縁部には、 2条の単沈線によって楕円形

の文様が描かれ、その沈線間と隆線上には箆状工具によ

写真 37 第 12号土坑

写真 38 第 12号土坑上器 1,2出土状況

る押捺文列が付けられている。口縁部区画内には、単沈

線が施された突起も認められる。口縁部下端の隆線には

弧状に彎曲した箇所が認められ、その部分の隆線は押捺

文施文前に引かれた単沈線によって分割されている。ま

たその上位の区画内には縦位の単沈線が 5条描かれる。

頸部以下には単節RLの縄文が縦方向に回転施文されて

いる。内面は撫で整形が施され、内面の頸部から外面の

口縁部にかけて赤色塗彩の痕跡が認められる。色調は外

面の回縁部と胴下部が淡橙褐色、頸部と胴上部が褐色を

呈し、内面は淡暗褐色である。焼成は堅緻で、胎土に自

色・透明粗粒と自色雲母粒を含む。残存率は図示した範

囲の約 1/2。 回径 22.Ocm。

2は 中期中棄の深鉢形土器で、底部か らやや膨 らみを

持ちながら胴部が立ち上がり、頸部から回縁部にかけて

内彎気味に開く器形を呈する。隆帯状に月巴厚 した口縁は

基本的に平縁であるが、山形の小突起を付随させた耳状

の把手が 2単位設けられている。把手下の日縁部には、

環状把手から連続する隆線で楕円形の区画が設けられ、

その他の口縁部には接点が波頭状を呈する弧状の隆線区

画が展開する。これらの隆線は 1条の単沈線によって分

割され、下位の分割線上には刻みが施される。また隆線
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写真 39 第 12号土坑出土土器

の上下子ま1～ 2条の単沈線によって縁取 られており、区

画内の空隙を埋めるような沈線も部分的に認められる。

環状把手 と口縁部区画内から胴部にかけては、沈線施文

前に施 された単節RLの縄文が認められる。内面は撫で

整形が施 され口縁に弱い稜が形成されている。外面の色

調は胴下 部が淡橙褐色、胴上部以上が褐色を呈し、内面

は胴下剖ζが暗褐色、胴上部以上が褐色である。焼成はや

や堅緻で、胎土に自色・透明粗粒 と自色雲母粒を含む。

底面は欠 損してお り残存率は約 9110。 把手を除く日径

25.8cm、 同高さ 30 5cm、 頸部径 16.4cIIn、 底径 9.4cm。

3は 太 沈線文が施された田戸下層式の土器片。 4は

鵜ヶ島台 式に相当する条痕文系土器の破片。隆起線を境

に内屈 した日縁部に、箆状工具による単沈線で欅掛け状

のモチー フが描かれ、空隙部には細い竹管状工具を用い

た刺突鼓〔が充填される。沈線の交点には竹管状工具によ

る円形の 刺突文が施され、日縁と微隆起線上には刻みが

付けられ ている。微隆起線以下は条痕が施された狭い無

文帯を挟 んで、上部と同様な文様が認められる。内面に

は擦痕力ゞ みられ、胎土に繊維を含む。 5～ 7は口縁や隆

起線に付随して 2列を施文単位 とする角押文が施された

阿玉台 Ⅱ式の破片。 5,6の角押文は半載竹管状工具の

内側で描かれている。

8はやや外屈する無文の口縁部下に、交互刺突による

小波状文と横位の沈線が認められる、中峠式に相当する

中期中葉の破片。小波状文と沈線の間には箆状工具によ

る縦位の条線が充填されている。 9はやや内彎気味に開

く阿玉台Ⅳ式の波状口縁を呈する日頸部破片。波頂下に

は環状把手と隆起線で囲まれた円孔が認められ、日縁に

は隆起線が巡る。また、日縁部下端には環状把手に連な

る突出した隆起線が配される。隆起線上も含め器面には

単節LRの縄文が施されている。内面は撫で整形。色調

は外面暗褐色、内面橙褐色。焼成は堅緻で、胎土に自色・

透明粗粒と白色雲母粒、軟質の赤色粒を含む。残存率は

図示した範囲の約 1/6。 復元頸径 15.7cm。

10は Plの覆土中から出土 した中期中葉の日縁部破

片。平縁の口縁に沿って 「つ」の字状の隆線が貼 り付け

られ、隆線上も含め単節LRの縄文が施されている。隆

線上及び隆線と口縁の境には単沈線が施され、隆線下に

も箆状工具による細い単沈線が 2条認められる。胎土に

自色・透明粗粒 と金色雲母粒を含む。 11,12は Plの

底面直上か ら出土 した中期中葉の土器。11は底面か ら

胴部が直線的に立ち上がる無文の底部破片で、内外面と

も撫で成形が施されている。底径 10。 7cm。 胎土に自色・

透明粗粒 と金色雲母粒を含む。 12は 内彎気味に口縁部

が開き、口縁郡上端が外反する器形を呈し、口縁内面に

稜を持つ。口縁に沿って 2条の単沈線が巡り、日縁部に

は下端が鉤手上になった縦位の沈線文と、上端が鉤手状

になった隆線文が認められる。地文はみられず、内面に

は撫でが施される。焼成は堅緻で、胎土に自色・透明粗

粒と白色雲母粒を多く含む。復元口径 32 4cm。

13は砂岩製の凹石で、底面が平坦な形状を呈 し、上

面に径 2.5cm、 深さ 0.9cm程の凹みが lヶ 所設けられ

ている。 長 さ 12.Ocm、 幅 10.4cm、 厚 さ 6.lcm、 重 さ

973g。 14は横長剥片状の磨製石斧の破片で、剥片の

半分は折れている。表面には刃部に続くと思われる縦位

の研磨痕が残された面が認められ、裏面は石斧の側縁方

向からの剥離面になっている。粘板岩製で長さ 4.4cm、

幅 4.5cm、 厚さ 0.3cm、 重さ 13.9g。 この他黒曜石製

と石英製の砕片が 1点づつ出土している。

-103-



第 13号土坑

検出状況と規模・形態 (第 49図 )D3グ リッドの

平坦なⅢ層上面で検出され、西壁の上部が後世の第 3号

住居址によって壊されている。

平面形は径 250cm程 の円形を呈し、Ⅲ層中に掘 り込

まれた平坦な底面までの深さは最深 39cmで ある。北壁

が約 45度 の角度で傾斜する他は、壁はほぽ真っ直ぐ立

ち上がる。北西部の底面上において、長さ 180cm、 幅

73cmの北東―南西方向に長軸を持つ長楕円形の掘 り込

みが、円形の土坑にすっぱ り納まるかたちで検出され

た。Ⅳ層上面に達する底面は平坦で、北東隅には長さ

75cm、 幅 50cmに わたる地山Ⅳ層が被熱赤化 した焼け

込み面が検出されている。壁はほぽ垂直に立ち上が り、

北東壁はやや内傾する。上位の土坑底面か らの深さは

33cmを 測る。また、上位の土坑の南東壁際底面上か ら

も長さ 40cm、 幅 48cmに わたる地山の焼け込みが検出

され、そこの壁が 25cm程突出していた。

覆土 と遺物の出土状況 (第 49図)下 位の土坑内に

は 4層 とした黄褐色ローム質土層が堆積する。上位の円

形土坑内では、壁際の底面上と4層 上に 3層 とした黒褐

］
の

『
〇
崇
｝
ｐ

第3号住居址

I Cr

0                         11

第 13号土坑覆土

1層 :暗褐色土層 締まり有り。ローム粒子を多く、ロームブロック (径 10～ 20mm)を 均質に多く含む。焼土粒子を少量含む。

2層 :暗褐色土層 締まり有り。 1層土を基調にするが、焼土粒子を多く含み、赤味がかる。

3層 :黒褐色土層 締まりやや無し。ローム粒子、ロームブロックを少量含み、焼土粒子を微量含む。

4層 :黄褐色ローム質土層 締まり有り。ローム粒子を多く含み、ロームブロックもまばらに少量含む。黒褐色土ブロック (径 20～ 301FIna)を 斑状に含む。

赤色粒子を少量含む。土坑内掘り込み覆土。

第 49図 第 13号土坑実測図

´ヽ

ド
目
〇
』

い
い

鯉 F鈍
写真 40 第 13号土坑
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色土層が堆積し、中央の底面と 3層 を覆つて 1層 とした

暗褐色土層が存在する。

遺物 としては早期 と中期の土器小破片 と土器片錘 1

点、それに磨製石斧の欠損品 1点が覆土中から出土して

いる。下位の土坑内からは 1点の土器破片が検出された

が、注記作業の際上位の土坑のものと混在させてしまい

特定できない。遺構の時期については、下位の土坑を形

態から早期の炉穴と捉え、上位の円形土坑については出

土土器破片から中期以降に炉穴に重複して掘り込まれた

ものと考える。また、南東壁際の焼土も炉穴の痕跡であ

る可能性が強い。

出土遺物 (第 50図)1は 断面の丸い細沈線文が施

された田戸下層式の破片。 2は波状口縁を呈する五領ヶ

台式の上器破片で、波頂部の口縁は若千凹んでいる。単

節RLの縄文地に単沈線と三角形の彫刻文が施され、厚

くつくられた口縁の内面は段状をなし、そこにも彫刻文

がみられる。

3は施文単位が 1列の角押文と口唇部の刻みが認めら

れる阿玉台 Ib式の扇状把手の破片。 4は 回縁の隆起線

に沿って施文単位が 1列の角押文が施された阿玉台 正式

第 50図 第 13号土坑出上遺物

の破片。折 り曲げた粘土帯を繋げることによって表出し

た突起が口縁部から垂下し、口縁部の隆起線はその上に

貼 られている。突起を挟んだ隆起線上には交互束J突が施

される。 5～ 7は隆起線に付随して半載竹管状工具によ

る平行する 2列の角押文が施された阿玉台Ⅱ式の破片。

5は 口縁部の楕円形区画内と垂下する突起に沿って角押

文がみ られる。 8～ 10は 隆起線と貝殻腹縁による刻目

文がみられる阿玉台式の月同部破片。 9は日縁部から刻目

文が施されている。

11は無文帯と隆起線で区切 られた胴部に沈線を沿わし

た隆起線がみられる阿玉台Ⅳ式の破片。隆起線上も含め

胴部には沈線施文前に単節RLの縄文が施されている。

12は刻みが施された隆線間に縦位の単沈線を数条充填し

た中期中葉の土器破片。13は加曽利EI式の胴郡破片と

思われ、単節RLの縄文地に 3条の単沈線による懸垂文

がみられる。 14は縄文地に沈線が認められる破片。

15は櫛描文が施された土器片の周囲を磨って成形 し

た土器片錘の欠損品。側面に切 目が入る。重さ 7.4g。

16は 小形の磨製石斧の刃部破片で、全面に研磨が施さ

れている。緑泥片岩製。幅 2 6cm、 厚さ 0。 7cm、 重さ 6.5g。

-105-



第 17号土 坑

検出状況 と規模・形態 (第 51図)C4グ リッドに

位置する本土坑は、第 2a号住居址の床面下から検出さ

れた。西壁の一部を第 2a号住居址のP9に切られ、土

坑の東部は調査区外にかかっている。

平面形は径 140cm程 の円形をなすものと思われ、Ⅲ

層中に掘 り込まれた平坦な底面までの深さは 40cmを 測

る。壁は北西部と南部でオーバーハングする。

覆土と遺物の出土状況 (第 51図)底 面を覆 う覆土

下層では、褐色土の 2層 とロームを主体とする 3層がプ

ロック状に認められ、人為的要因によって形成された可

能性がある。覆土上層は 1層 とした暗褐色土層で、この

層を覆って第 2a号住居址の貼床が構築されている。

遺物としては早期と中期の土器小破片と土器片錘 2点

が覆土中から出土している。遺構の時期については、加

曽利EI式 と思われる 7,8の破片の存在と第 2a号住

居址との前後関係から、加曽利 EI～堀之内 2式期と捉

えられる。

出土遺物 (第 52図)1は 太沈線文間に刻みが施さ

れた田戸下層式の破片。 2は輪積痕を残す胴部に 1列

の角押文を沿わせた隆起線が垂下する破片で、阿玉台 I

式に相当する。 3は貝殻復縁による刻目文と単沈線によ

る波状文が認められる阿玉台式の胴部破片◇ 4,5は爪

形文が施された阿玉台Ⅲ式の口縁部破片。 4は山形板状

の把手部の隆起線に沿って箆状工具による爪形文がみら

れ、 5では半我竹管状工具の外側を用いた爪形文の下位

に、地文の櫛描文と単沈線による波状文が認められる。

6は隆線状の無文の口縁に接 して、沈線で二つに分

第 17号土坑覆土

1層 :暗褐色土層 締まり、粘性有り。褐色土に暗褐色土が混じつた上。

ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を量含む。

2層 :褐色土層 締まり、粘性有り。褐色土にロームブロック (最大径

10mm)を少量含む。焼土粒子、炭化物粒子を少量含む。

3層 :暗黄褐色土層 締まり、粘性有り。ロームを主体に褐色上が混じる。

焼土粒子、炭化物粒子をほとんど含まない。

第 51図 第 17号上坑実測図
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割された隆線を渦巻状に貼付けた中期中葉の回縁部破

片。隆線上を含め口縁部には単節RLの縄文が施されて

いる。施文順序は隆線→沈線→縄文。破片下部の内外面

と破損面には赤色の顔料が付着している。 7は隆線で区

画された胴部に単節RLの縄文が施された破片。 8は内

彎する口縁部と思われる破片で、 2条の区画隆線下に単

節RLの縄文が認められる。 7,8と も加曽利EI式か。

9～ 12は櫛描文が施された胴部破片で、胎土に自色・

透明粗粒と白色雲母粒を含む。

13,14は 周囲を打ち欠いて成形された方形の土器片

錘で、 13で は二側面に、 14では四側面に切 目が入る。

両者 とも櫛描文が認め られ、 14に は隆線 と刺突列 も

み られる。 13は 欠損品で、長さ 3.3cm、 残存部の重さ

10.lg。 14は 3.4cm、 幅 2.9cm、 重さ 13.6cm。

第 18号土坑

検出状況と規模・形態 (第 53図)埋 没斜面のDl

aグ リッドに位置し、土坑の西部は調査区外にかかって

いる。本土坑の平面プランは埋没斜面基底のⅢ層上面で

確認されたものであるが、調査区の壁面において、貝層

下のⅡb-la層 中に掘 り込み面が存在することが観察

されている。

0                          1m

第 18号土坑覆土

1層 :暗褐色土層 締まり、粘性やや有り。ローム粒子、焼土粒子を量含む。

Ⅱb-la層 より明るい赤色調。

2層 :暗褐色土層 締まり、粘性やや有り。ローム粒子、焼土粒子を含む。

1,3層 より黒味強い。

3層 :暗褐色土層 締まり、粘性やや有り。 1層 と同質。

4層 :黒褐色土層 締まり、粘性有り。白色粘土粒子を含む。

5層 :明褐色土層 締まり、粘性非常に有り。ロームと白色粘土と黒褐

色上が斑状 (径 10～ 50mm)に 混じった土。

平面形は幅 50cm程 の、北東―南西方向に長い楕円形を

なすものと思われ、調査区壁面での観察によると、掘り込

み面から、Ⅳ層中につくられた底面までの深さは 96cmを

測る。北側の壁はほぱ垂直に立ち上がるのに対し、南側で

は壁の上部が張り出し、かなリオーバーハングする。

覆土 (第 53図 )覆 土は下位か ら明褐色上 の 5層、

黒褐色土の 4層、暗褐色土の 3～ 1層が順に堆積する。

遺物の出土は無いが、貝層下から検出されたことか ら、

中期阿玉台 Ib式以前の遺構と捉えられる。

埋 設 土 器

検出状況と掘 り方の規模・形態 (第 54図 )第 2b号

住居址が存在するC4cグ リッドに位置する本遺構は、

Ⅱb層下部で埋設された土器の上端が認められ、掘 り方

については第 2b号住居址の覆土上面で確認されている。

掘 り方の平面形は径 34cmの 円形をなし、第 2b号住

居址の覆土を掘 り込み、底面は住居址床面下のⅢ層に達

している。深さは 20cm程であるが、底面の西壁寄 りに

はさらに 9cm深い小ピット状の最深部が存在する。

土器の埋設状況 (第 54図 )掘 り方の壁 に接 し、底

面からはやや浮いた状態で、中期加曽利 EⅣ式に相当す

る深鉢形土器の胴部約 3/4が正位の状態で据えられてい

た。土器の 1イ4の欠損部は南西部にあたる。なお、遺構

の上位にあたるC4cグ リッドHa層 とC4グ リッド I

層、それに隣接するD3aグ リッドのⅡa層から、埋設

土器の日縁から胴上部の破片が出土してお り、もとは口

縁部を含めて埋設されていた可能性がある。

覆土はいずれもロームをプロック状に含む暗褐色土の

1層 と褐色土の 2層 に分けられ、 1層は柱穴状に確認面

から底面の小ピットまでを貫いていた。この 1層の位置

は土器の欠損部の位置とほぱ一致するため、何 らかの施

設の痕跡、もしくは後世の撹乱の可能性も考えられる。

埋設土器 (第 54図)胴 中位で緩 く括れ、胴上部～

口縁部にかけて内彎 しながら開く器形を呈する。 口縁の

形態については平縁として復元したが、小突起に連なる

緩い波状になる可能性もある。無文の回縁部下端には 1

条の微隆起線が巡り、以下の胴部には単節RLの縄文が

施される。口縁部の内外面は磨かれ、内面の胴部には撫

で整形が施されている。微隆起線直下の胴上部には、焼

´ヽ

ドＲ
Ｏ
∞
い
∝

第 53図 第 18号土坑実測図
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A B

埋設状況平面図

A B

掘り方平面図

0                        50cm

埋設土器覆土

1層 :暗褐色土層 締まり、粘性有り。暗褐色土を基調にローム粒子を多

く含む。ロームをブロック状 (最大径 20mm)に含む。

2層 :褐色土層 締まり、粘性有り。暗褐色土を基調にローム粒子を含む。

ロームをプロック (最大径 10mm)を含み、焼土粒子、炭化物粒子

を僅かに含む。

成前に穿孔されたと思われる径 6mm程の孔が lヶ 所み

られる。約 314周する胴部の下位はほぽ水平に欠損して

いるのに対し、胴部上位の破損面は一律ではなく、包含

層から出土した口縁～胴上部破片がまばらに接合する。

色調は内外面とも淡橙褐色を基本とし、内外面の回縁部

や胴下部の一部に橙褐色の部分がみられる。また、外面

胴中位の括れ部には橙褐色部が帯状に巡る。胎土に白色

細粒を含む。焼成はやや堅緻。復元回径 27.6cm。

(中村哲也 )

⊃

／
１

甥

第2b号住居址覆土

ロームブロック

断面図

写真 41 埋設土器確認状況

写真 42 埋設土器設置断面

第 54図 埋設土器実測図
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Ⅳ.包含層出土の縄文時代遺物

1.土器

出土 状 況

本章では I, Ⅱa, Ⅱb層 とした遺物包含層、及び後

世の遺構内 (第 la, lb, lc, 3号 住居址、第 15

号土坑)か ら出土した縄文時代の遺物について報告する。

対象となる縄文土器は約 12,000点 に及ぶ。

包含層から出土した土器は全て破片資料であり、完形

に復元できたものはない。同一個体と識別された破片群

は、いずれも同一グリッドもしくは隣接するグリッド同

士から検出されている。ただし、層位的には必ずしも同

一とは限らない。特に 189,190の堀之内 1式と思われ

る同一個体の大形破片は、D4cグ リッドのⅡb層上面

から並んで検出されている。

次に、第 55図 に時期・分類ごとのグリッド別出土状

況を示す (図 はⅡa, Ⅱb層出土土器と埋没斜面のⅡb

-1,2層 出土土器を対象にしている)。 早期は田戸下層

式、条痕文系土器とも埋没斜面にかかる調査区南西部に

集中する。 B2dグ リッドでは第 10号土坑の 5に 接合

する条痕文系土器の破片群が出土し、炉穴が検出された

D3bグ リッドでも条痕文系土器が纏まって出土してい

る。中期は阿玉台 I式が埋没斜面の貝層周辺のⅡa, Ⅱ

b-1層 に集中し、大形破片の出土も多い。続く阿玉台

Ⅱ,Ⅲ式は出土量が少なく、分布はやや散漫である。中

期中葉や加曽利EI式は、阿玉台 I式 と異なり当該期の

第 2,13,17号土坑や第 2b号住居址が存在する調査

区東部に集中する。中期中葉の土器が多数検出された第

10,12号土坑が位置するB2グ リッドで出土数が少ない

のは、 Ha, Ⅱb層が僅かしか存在していなかったこと

に関係しよう。中期末葉の加曽利 EⅣ式～後期前葉の堀

之内式は、第 2a号住居址が位置する調査区南東部に集

中するとともに、当該期の第 5,8,9,16号 土坑が密集

するC2, C3,D2,D3グ リッドにも広がりが認め

られる。後期後葉の加曽利 B式は、包含層の残りが悪い

調査区北西部を除き調査区全林に分布する。特に埋没し

た斜面上にあたるDlaグ リッドで集中が認められる。

以上の出土状況と遺構の在 り方から、本調査地点の性

格を想定すると、阿玉台 I式期には南西部の斜面地が、

貝層の形成に代表されるように、居住地点とは別の廃棄

場所として利用されたのに対し、中期中葉～後期前棄で

は台地平坦部寄 りが居住地点となり、土器はそれに伴つ

て遺棄・廃棄されたものと捉えられる。また、後期中葉

の在 り方は居住域がより台地縁辺側に展開したことを想

像させる◇

一方、 I-3で 記述したように I～ Ⅱb層出土の縄文

土器に層位による明確な違いは認められない。そのため

以下の記載にあたつては、時期・分類ごとにおこなうこ

ととする。掲載土器の出土位置 。層位については図中の

注記を、分類別の出土教は I■ 3の表 1を参照されたい。

早期の土器

早期中葉 (第 56図 1～ 13)

出土土器の中で早期中葉に相当するのは田戸下層式で

ある。図示した土器の文様は、 1が太沈線文 +断面の丸

い細沈線文十放射肋を持つ貝殻腹縁文、 2～ 5が太沈線

文、 6,7が太沈線文十断面の丸い細沈線文、 8,9が断

面の丸い細沈線文十刺突文、10が断面の丸い沈線文十

刺突文 +放射肋を持つ貝殻腹縁文、11が刺突文 +放射

肋を持つ貝殻腹縁文、12が断面の鋭い細沈線文である。

刺突文については 9が半載竹管状工具による他は、箆状

工具によるものである。また 9は波頂部の破片で、幅の

ある口唇部に条線が施されている。 13は尖底部の破片。

早期後葉 (第 56図 14～ 22)

早期後棄 としては条痕文系土器が出土 している。 14

は内外面に繊維束のような軟質の原体による擦痕がみら

れ、尖つた口唇部には刻みが付けられている。15は隆

起線で縦横の区画線と楕円形のモチーフを描き、空隙に

-109-



本田戸下層式・ 条 痕 文 系 o前

早 。前期

O           O

▲阿玉台Ⅳ式 ■中 期 中 葉 ●加曽利EI式 ◎加曽利E O加 曽利 EⅣ式
Ⅱ・皿式

中期中～後期

●

▲中 期 初 頭 。同玉台 1式 ■阿玉台工式 o阿玉台亜式 o勝坂式他

中期前葉

▲称名寺式  O堀 之内1式 。堀之内2式 日加曽利跡式 。加曽利Byt ×後期後業
精製    粗製    ～晩期

後期・晩期

点

　

点

占
小
　

点

点

　

点

点

　

点

第 55図 包含層 (Ⅱ a,Ⅱ b,Ⅱ b-1 ,Ⅱ b-2層 )グ リッ
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第 56図 包含層出土土器 (1)
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細い半我竹管状工具による刺突文を充填した鵜ヶ島台式

土器。隆起線の交点には円形の文様が付され、上部は無

文帯になる。16は細い半載竹管状工具による刺突列 2

条によって文様が描かれた茅山下層式土器。内外面とも

条痕が施されている。 17～ 22は内外面に条痕が施され

た破片。17～ 19の 日唇部には刻みが付くが、18,19の

刻みは内削状の日唇部に間隔を開けて施されている◇以

上の土器は胎土に繊維を含む。

前期の土器

23は箆状工具により細い沈線が斜位に数条施された口

縁部破片で、胎土に繊維を含む。前期前葉の土器と思わ

れる。24～ 29は 前期後葉の土器。24は 半載竹管状工具

をロッキングしながら押捺した変形爪形文と、細い半我

竹管状工具による平行沈線が施された浮島式土器。25,26

は放射肋を持つ貝殻を用いた波状貝殻文が認められる浮

島式の破片で、26の外削状の口唇部には刻みが施され

ている。27は半我竹管状工具による縦位の条線の下に、

放射肋を持つ貝穀を用いた刺突文と波状貝殻文が施され

た興津式の口縁部破片。28,29は縄文地に浮線文を施

した諸磯 b式の破片で、28の浮線上にも縄文がみ られ

る。縄文は 28が単節 LR、 29が単節RL◇

中期の土器

中期初頭 (第 56図 30～ 34)

30は沈線に沿って小さな刺突列が施された破片。31

は小波状を呈する日縁部破片で沈線と刻みが施されてい

る。32は単節RLの縄文地に沈線間を交互刺突 した鋸

歯状文と沈線が施された口縁部破片。以上は五領ヶ台式

に想定される。33は無節 Lの縄文地に 1列の角押文が

施された破片。34は波状口縁を呈する破片で、下端を

強く撫でることによってやや厚く成形された口縁部内面

に、施文単位が 1列の角押文が 2条施されている。外面

は無文であり、外削状の口唇部内縁には刻みが付けられ

ている◇「阿玉台式直前」の土器と思われる。

中期前葉 (第 56図 35～第 58図 85)

阿玉台 I式 35～ 54は施文単位が 1列の角押文が施

された土器で、阿玉台 正式に相当する。

35は 口縁内面に 1列の角押文が施された破片で、口縁

は内削状に成形されている。外面には角押文が数条斜位

に施され、口唇部に刻みが付されている。胎土に自色・

透明粗粒と金色雲母粒を含む。36は阿玉台 Ia式に比定

される波状口縁部の破片で、刻みが施された平坦な波頂

部下に粘土帯を折り曲げた突起が付けられている。その

突起と口縁に沿って 1列の角押文が施され、胴部には輪

積痕が残る。日縁内面に稜を有し、胎土に白色粒を含む。

37～ 40,42～ 47は角押文を付随させた隆起線で、口

縁部に区画文や枠状文を形成した阿玉台 Ib式の破片で、

日縁内面に稜を有する。40,42～ 45に は粘土棒を粘土

帯で囲つた突起が付き、44を 除き突起と連続して扇状把

手が設けられている。42は括れる頸部を有する大形破片

で、角押文は箆状工具で表出されている。頸部には波状

に施された角押文と襲状文がみられ、胴部には渦巻状の

突起と、角押文を付随させた隆起線が配されている。残

存率は図示 した範囲の約 1イ6で、復元 口径は 31cm。 40

の口縁内面には凹線が巡 り、46の 口唇部には角押文が、

47の 回縁部には波状文が施されている。胎土は 37～ 39

が自色細粒を、40が自色・透明粗粒と白色雲母粒を、42

～ 47が自色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。

41は筒形をした小形の土器で、日縁に隆起線を巡 ら

し、そこから弧状の隆起線を垂下させている。日縁部に

角押文と単沈線で楕円形の文様を描いているが、下端に

は隆起線はみられなく、代わりに輪積痕が残されている。

口唇部に刻みが付く。胎土に白色細粒を含む。残存率は

図示した範囲の約 1'3。 復元日径 8,Ocm。

48,52は同一個体の破片で、 3条の角押文によって口

縁部下に斜位の文様を描いている。日縁は内削状に成形

され、日縁の肥厚や隆起線は認められない。49は波頂部

に角押文が施された扇状把手が設けられたもので、把手

から連続して隆起線が垂下する。SOは縁に刻みと刺突が

交互に施された扇状把手で、把手の端部からは粘土棒を

粘土帯で囲つた突起が垂下する。51は山形板状の把手部

破片で、刻みの付いた隆起線がY字状に貼付けられ、そ

れに沿つて角押文がみられる。また、刻みが施された波

頂部直下には細い竹管状工具による円形刺突文が縦位に

5つ並んでいる。53は細長い精円形に配された隆起線を

挟んで、角押文が弧状に描かれた胴部破片。胎土は 48,
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52が白色細粒を、49,50が自色・透明粗粒と自色雲母粒を、

51,53が自色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。

54は上部が外屈する胴部大形破片で、図示した範囲

の約 1イ4が残存する。上端は接合痕で割れている。頸部

に角押文を 1列巡 らし、その上下に渦巻文を中心にし

たモチーフが角押文で描かれる。さらに角押文間には径

2.5mm程 の竹管状工具を垂直や斜めに押捺した刺突文

が隙間を埋めるように施されている。角押文も刺突文も

同一工具で表出されたものらしい。胎土に自色・透明粗

粒と白色雲母粒を含む。復元頸径 20.4cm。

阿玉台Ⅱ式 55～ 59は半我竹管状工具によって施文

単位が 2列の平行する角押文が施された土器で、阿玉台

Ⅱ式に相当する。55～ 58は断面三角形の隆迅線に沿っ

て角押文が施された破片。56には角押文と同一工具で

表出された平行沈線による波状文がみられ、58の隆起

線上には刻みがみられる。57では口唇部にも角押文が

施され、 日縁の隆起線上に刻みが付けられている。59

の山形に施された角押文は半載竹管状工具の先端も印刻

された爪形文に近いもので、口唇部には条線状の刻みが

付く。胎土は 55,57,59が 自色・透明粗粒と金色雲母

粒を、56,58が 自色・透明粗粒と白色雲母粒を含む。

阿玉台Ⅲ式 60～ 65は隆起線に伴って爪形文が施さ

れた阿玉台Ⅲ式上器である。

60,63～ 65は竹管状工具の外側を器面に向けて押

引いた爪形文がみられる破片で、特に 60,64の爪形文

は幅が広い。65には隆起線上も含め無節 L?の縄文が

施され、64の隆起線上にも単節縄文が認められる。61,

62の 爪形文は箆状工具を連続押捺したものである。胎

土は 60～ 63が 自色・透明粗粒と金色雲母粒を、64,65

は白色・透明粗粒と白色雲母粒を含む。

阿玉台Ⅳ式 66～ 70は隆起線に沈線文を付随させた

土器で、阿玉台Ⅳ式に相当する。

66,69は頸部の区画文 と胴部文様に、幅の広い隆起

線を用いた破片で、隆起線に沿って 2～ 3条の沈線と

断面四角形の工具による刺突列が施されている。67は

口縁に扁平な隆起線を巡らし、V字状の隆起線を貼付け

たもので、単節RLの縄文地に半我竹管状工具による平

行沈線が施されている。68は刻みの加えられた隆起線

によって口縁部に楕円形の区画を設けた平縁の土器。区

画下端の隆起線は張り出し、単節縄文が施された区画接

点の隆起線は耳状に突出している。区画内には縦位や隆

起線に沿つた沈線文が描かれる。70は波状口縁を呈し、

刻みの施された背の高い隆起線で区画された日縁部に縦

位の沈線を充填したもので、隆起線に沿つて 1条の沈線

が引かれている。下位の隆起線上面には波状文もみられ

る。胎土はいずれも白色・透明粗粒と白色雲母粒を含む。

隆起線・突起・刻目文が施された阿玉台式 71～ 73

は断面三角形の隆起線を、細長い楕円形区画や垂下する

曲線文として配した胴部破片。襲状文が伴い、72には

単沈線による波状文もみられる。74は粘土棒を粘土帯

で囲った突起を覆うように隆帯を回縁に沿って貼付けた

破片。75は環状の突起で、縁には刻みと刺突が交互に

施されている。76は 日縁の隆起線上とその下位に、放

射肋を有する貝殻腹縁を用いた刻目文が施された破片。

胎土は 71,73～ 75が自色・透明粗粒と金色雲母粒を含

むが、特に 73,75は各粒子が粗く量も多い。72,76は

自色細粒を含む。以上の破片は阿玉台 I～ Ⅱ式に相当す

ると思われる。

阿玉台式併行の上器 77,78は 「諏訪式土器」「七郎

内Ⅱ群土器」と呼ばれる土器に該当し、確認できたのは

この 2点のみである。77は無節 Lの縄文地に横位に施

された 2条の沈線と、弧を描く角押文が認められる小破

片。胎土に白色・透明粒を含む。73は垂下する隆線に沿っ

て 1列の角押文が施され、そこから弧状に 2列の角押文

が配された胴部破片で、地文に単節LRの縄文を持つ。

角押文は断面が丸い工具を 2本組にして押し引いたもの

か。胎土に多量の白色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。

79～ 85は勝坂式に比定される。79～ 31は楔状の結

節沈線で文様が描かれたもので、合わせて 79に は箆状

工具を連続押圧したキャタピラ状の文様が、81に は玉抱

き三叉状の彫刻文が施されている。81は貝層出土の第

13図 89と 接合する。82は爪形列と沈線による文様が施

された破片。83は有孔鍔付土器と思われる破片で、無文

の口縁部に円孔が認められる。内外面とも磨かれ、外面

の一部に赤色塗彩の痕跡が残る。34は縦位の沈線間に刻

みが施された胴部破片。85は刻みを加えた隆線が施され

た破片で、隆線に沿って浅い沈線状のなぞりが認められ

る。胎土は 79～ 81が白色粗粒と片岩粒を、82が金色雲

母細粒を、83が 自色 。透明粗粒を、84が 自色・透明粗

粒と金色雲母粒を、85は軟質の赤色粒を含む。
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中期中葉 (第 58図 86～第 60図 127)

86～ 90は隆線で区画された口縁部に、単沈線によっ

て縦位の条線が施された破片。86は波状の口縁に平行

して隆線が施されてお り、胴部には縄文が認められる。

87の隆線上には刻みが施され、88の鉤手状の隆線は口

縁まで及ばず、地文に単節RLの縄文がみられる。89

は波状を呈する 2条の貼付隆線で下端を区画し、下位に

単節RLの細かい縄文を施 している。90は沈線で 2条

に分割された隆線によって下端を区画した把手付近の破

片で、中峠式に相当する。頸部には単節RLの縄文が認

められ、口縁内面に赤色塗彩の痕跡が残る。胎土は 86,

89が 白色・透明粗粒 と金色雲母粒を含み、87,88,90

は自色・透明粗粒と白色雲母粒を含む。

91,92も沈線で 2条 に分割された隆線が認められる

破片で、隆線上に単節RLの縄文が施されている。縄文

の施文順序は 91が分割沈線より前なのに対し92は後で

ある。91には隆線に沿って 2条 の沈線がみられる。胎

土は両者 とも白色・透明粗粒 と白色雲母粒を含む。92

は第 17号土坑の 6と 同一個体である。

93～ 96は交互刺突による小波状文が施された口縁部

破片。93は無文の日縁上端が直立するもので、中峠式

に相当する。94は 口縁が突出し、小波状文の下位に枠

状の沈線文がみられる。95は幅のある口唇部に小波状

文と刻みが施された破片で、赤色塗彩の痕跡が残る。96

は内屈した狭い口縁部に小波状文と刻みが施され、環状

把手の一部がみられる。胎土は 93が 自色粒と軟質の赤

色粒を、95が 自色細粒を、94,96が 自色・透明粗粒と

白色雲母粒を含む。

97,98は 同一個林の破片で、内屈する日縁部に沈線

と刻みが施されている。99は 口縁が突出し、半我竹管

状工具による平行沈線 と刻み列により文様を描 くもの

で、空隙部は浅く削り取 られている。 100は無文の口縁

上端が直立する破片で、下位には枠状の沈線文が施さ

れている。 101は外側に張出した口縁部下端の破片で、

沈線が施された円形の突起が付 く。胎土は 97,98が 自

色細粒を、99,100が 自色・透明粗粒 と金色雲母粒を、

101が 自色雲母粒を含む。

102は 口縁が肥厚する破片で、粗い条線が引かれた上

に,隆線が 1条貼 り付けられている。 103は頸部に施さ

れた沈線の下に刺突列が施された破片で、以下には単節

RLの縄文が施文されている。胎土は 102が 自色細粒を、

103が 自色・透明粗粒を含む。

104は平坦な日唇部の内縁が庇状に突出するもので、

日縁部に縦位の隆線を密に施文している。105は 内彎す

る日縁部に単沈線を重層させたもので、沈線端が蕨手状

になっている部分も認められる。106は隆線で区画され

た頸部に、隆線と沈線で文様が描かれた破片で、地文に

単節RLの縄文が施された胴部には、沈線による直線状

及び蛇行する懸垂文が認められる。胎土は 104,105が

自色細粒を、 106が 自色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。

107～ 11日ま隆線と縄文で装飾された土器。107は 日

縁上端が外反するもので、外削状の口唇部は無文となる。

単節RLの縄文施文後に、隆線を曲線的に貼 り付けてい

る。108～ 110は 口縁に背の高い隆線を巡らしたもので、

109の隆線には凹んだ箇所が認められる。縄文は 108が

無節 L、 lo9,110が単節RLで、いずれも隆線上にも

施されているが、隆線の下面には施されていない。 111

は円筒形の器形を呈し、日縁は肥厚し内面に稜を持つ。

口縁直下に押捺の加えられた突出する隆線を巡らせ、そ

の下位に無節 Lの縄文を間隔を開けて縦方向に回転施文

している。大木式系統の土器である。107,108,110,

111は胎土に自色 。透明粗粒 と白色雲母粒を含み、 109

は自色・透明粗粒と少量の金色雲母粒を含む。

112,113,115～ 118は単節RLの縄文地に、 2～ 3

条の単沈線で曲折する文様が描かれた胴部破片で、大木

式との系統的繋がりが想定される。115～ 118の 懸垂す

る沈線間は縄文が消されている。胎土は 112,118が 自色。

透明粗粒と白色雲母粒を、113は自色細粒を、115～ 117

は同一個体の破片で自色・透明粒と金色雲母粒を含む。

114は隆線で区画された無文の日縁部を跨いで中空の

把手が四単位設けられた土器で、日縁部や把手の付き方

に大木 8式との系統的な繋がりが認められる。把手は外

面に 2つ、内面に 1つ の円孔が設けられ、隆線上や円孔

に沿って沈線が施されている。空隙部には小さな弧状の

沈線もみられる。胴部には単節RLの縄文が縦方向に回

転施文され、胎土に自色粗粒を含む。残存率は図示した

範囲の約 1/2。 日縁部下端の復元径は 32.Ocm。

119～ 126は浅鉢形土器。 119は 日縁部が隆線を境に

内屈するもので、沈線上に施された 2条の刺突列が認め

られる。内外面とも磨かれている。 120～ 123は 日縁に
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突出する隆線が貼 り付けられたもので、外反する日縁部

は厚くつくられ内面に段を形成する。 120の幅の広い口

唇部には沈線で文様が描かれ、123の隆線上には押捺が

施されている。 124には隆線に沿って交互刺突による小

波状文が認められる。125,126は短い口縁部上端が直

立し、内傾する口縁部に隆線や沈線によって文様が描か

れた破片。胎土は 119,124が 自色細粒と少量の雲母粒

を、120が 白色・透明粗粒と金色雲母粒を、 121～ 123,

125,126が 白色・透明粗粒と自色雲母粒を含む。

127は器台形土器の破片で、四単位になると思われる

円孔が設けられている。磨かれた外面には赤色塗彩の痕

跡が残る。胎土に自色細粒を含む。復元径 14.Ocm。

中期後葉 (第 60図 128～第 61図 170,172)

加曽利 EI式  128～ 146,150は、上下を隆線で区

画 した口縁部文様帯内に隆線による文様が施されたも

の、又は縄文地に沈線で懸垂文が描かれた胴部破片で、

加曽利EI式に相当する◇隆線上に装飾は加わらない。

128～ 131は隆線間に単沈線による条線を充填した回

縁部破片。128は 口縁内面に稜を有し、区画内の突出し

た隆線は沈線によって 2条に分割されている。 129の 区

画内隆線も沈線で分割されてお り、条線施文後に隆線

に沿って沈線が施されている。日縁内面に稜を有する。

130は 口唇部に隆線と沈線で渦巻文が表出され、その下

位に垂下する 2条の貼付隆線が認められる。 131とこは 2

条の貼付隆線でクランク状のモチーフが描かれ、胴部に

直線的な懸垂文が施されている。胎土は 128が 自色・透

明粗粒を、129,130が 白色・透明粗粒と白色雲母粒を、

131が 白色・透明粗粒と金色雲母粒を含む。

132～ 140は単節縄文地に貼付隆線でクランク状、波

状、渦巻文、弧線状のモチーフが描かれた口縁部破片で、

縄文は 133が LRの 他はRLで ある。133,135,137,

¶39,140の 区画内では、縄文施文後に隆線に沿って沈

線が施されている。134は 口縁の区画隆線には沈線が添

うものの、縄文施文後に施された波状の隆線には添わな

い。136,138は 同一個林の破片で、隆線に沿って撫で

が施されている。縄文は区画隆線貼り付け前に施されて

いる。胎土は 132,134が 自色・透明粗粒と金色雲母粒を、

133が 自色・透明粗粒と白色雲母粒を、135～ 138,140

が自色細粒を、 139が 白色細粒と雲母粒を含む。

141は小形の土器で、無地の区画内に渦巻文、弧状文

を配 している。隆線脇は撫で られ、胴部に縄文が施さ

れている◇ 142は 1段 Lを用いた撚糸文地に、隆線で波

状の文様を描いた口縁部破片で、撚糸文施文後に隆線に

沿って沈線が引かれている。共に胎土に自色細粒を含む。

143～ 146,150は単節RLの縄文が施された胴部に、

沈線によって直線状や蛇行する懸垂文が描かれた破片。

胴部上位は 143,144が隆線で、 145,146が沈線で区画

されている。頸部は 144,145が無文であり、146は縄

文地に沈線で波状文が描かれている◇胴下部破片の 150

の内面には煤が付着している。胎土は 143が 自色・透明

粒と多量の金色 。白色雲母粒を、144が 自色微粒と軟質

の赤色粒を、 145,146,150が自色細粒を含む。

147～ 149は沈線で弧線状の文様が描かれた加曽利E

式の胴部破片。地文は 147,148が 1段 Lを用いた撚糸

文で、149が 条線。胎土は 147,148が 自色細粒 と軟質

の赤色粒を含み、149は 白色 。透明粒と金色雲母粒を含

む。なお図版の天地は確かなものではない。

加曽利 EⅡ ・Ⅲ式 151～ 153は幅の広い隆線と沈線

によって日縁部に渦巻文や枠状文が表出された加曽利 E

Ⅱ式の破片。 151,152の枠状文内には沈線施文前に施

された単節RLの縄文が認められる。

154～ 156は縄文地に沈線を垂下させ、沈線間の縄文

を帯状に磨 り消した胴部破片で、加曽利 EⅡ ～Ⅲ式に

相当する。縄文は 154が複節RLR、 155が単節 RL、

156が複節LRL。

加曽利 EⅣ式 157～ 159は 曲線を描く沈線によって、

縄文部と無文部が区画された破片で、¶57,159が沈線

施文後に縄文を充填しているのに対し、158は縄文施文

後に沈線を引き、磨消によって無文部を形成している。

縄文は 157が単節RL、 158,159が単節LR。

160～ 169は微隆起線で縄文部と帯状の無文部が区画

された土器で、微隆起線で区画された日縁部は無文 と

なる。縄文は微隆起線施文後に施されているが、無文

部にはみ出した部分は磨 り消されている。 160,161は

波状を呈する日縁部破片で、¶60では波頂部から口縁部

下の逆U字状の微隆起線にかけて橋状の把手が付され、

161では波頂下の日縁部に突起が施されている。縄文は

161,162,165,167,169が 単節 LR、 163,164が 単

節RL、 166が無節 L。
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170,172は加曽利 EⅣ式と思われる把手破片。170は

円形皿状の把手で、下位には微隆起線と単節縄文が認め

られる。 172は鳥頭状の把手で、両側面に円形の窪みが

付けられ、外面に単節LRの縄文が施されている。

後期の土器

後期初頭 (第 61図 171,173～ 176)

173～ 176は太い沈線によって区画された中に、縄文

を充填した称名寺 正式土器の破片で、日縁は角頭状を呈

する。縄文は 174,175が細かい単節 LR、 同一個体の

173,176が無節 R。 171は波頂部に付けられた 「6」 の

字状の橋状把手で、外面に貫通孔が、内面に未貫通の孔

が設けられている。日縁無文部は微隆起線で区画され、

その下に縄文がみられる。

後期前葉 (第 62図 177～ 207)

堀之内 1式  117～ 186は 口縁を隆線や沈線で区画し

た破片。177は無文の口縁部を隆線によって区画した破

片で、日縁部には弧状の貼付文が付けられている。隆線

の上側と貼付文に沿っては沈線が施され、単節LRの縄

文が施文された胴部には 1条の沈線で蕨手状の文様が描

かれている。178は緩い波状を呈する口縁部破片で、胴

部に単節LRの縄文施文後、口縁部を太い 1条の沈線

で区画している。 179～ 181は隆線や沈線、刺突によっ

て、 口縁に幅の狭い文様帯が形成された破片で、 179,

180の 口縁下には単節LRの縄文が施され、 1条の沈線

によって文様が描かれている。182～ 186は 口縁に 1条

の沈線を巡 らしたもので、182,184の波頂部には円孔

もみられる。沈線下には単節LRの 縄文が施され、 182

～ 184で は複数条の沈線で文様が描かれている。なお、

185では頸部にも沈線が認められる。

187～ 194は 縄文地 に沈線が施 された胴部破片で、

187,189,190,194は 1条の沈線で、188,191～ 193

は複数条の沈線で文様を描いている。189,190は 同一

個林である。縄文は 187が無節 L、 188,191が 単節RL、

189,190,192,194が 単節 LR。

206は堀之内 1式 と思われる注目土器の破片で、頸郡

の区画隆線に接して注目の孔がみられる。注口脇の円形

貼付文から刻みの付いた隆線が垂下し、単節LRの縄文

地に太い沈線で文様が描かれている。

堀之内 2式 195～ 199は沈線間に縄文を充填する手

法や、半我竹管状又は櫛歯状工具による集合沈線によっ

て、幾何学的な文様を表出した土器。 195,196は縄文

地に半我竹管状工具によって文様が描かれた口縁部破片

で、195の 口縁には押捺が加えられた細い紐線が施され、

内面に 1条の沈線が巡る。197,198は 無地の器面に集

合沈線で文様を描いた破片で、施文工具は 197が半載竹

管状、198が櫛歯状である。199は縄文充填手法で入 り

組み状のモチーフを描いた日縁部破片で、縄文は単節L

R。 日縁には楕円形の孔が 2つ施された突起が付き、内

面は強い撫でによって凹線状に成形されている。

200～ 205は細い紐線や、内面に細い沈線が施された日

縁部破片。200は 円形の刺突が加えられた紐線が施された

波状口縁を呈する破片で、日縁内面に 1条の沈線が巡る。

波頂部の内外面や口唇部に突起が付けられ、内面の突起

には小さな刺突文を十文字に加えている。201～ 203は

口縁部に細い紐線を貼付けた後、縄文を施文した破片で、

201,202の 内面には 1条の沈線が巡る。紐線上に 201で

は刺突が、202で は刻みが施され、201の 口縁には小突

起が付く。縄文は 201,202が単節 LR、 203が 無節 R。

204,205は 縄文が施された破片で、内面に細い沈線が 1

条巡る。縄文は 204が無節 L、 205が単節RL。

207は堀之内 2式の注 口土器の突起 と思われる破片

で、縁に沿つて沈線が施されている。

後期中葉 (第 63図 208～第 64図 274)

加曽利 B式精製土器 208～ 211,213～ 217は、縄

文施文後に平行する数条の沈線を施 した破片で、210,

211,216に は磨消部がみられる。203には鉤状の、209

には入 り組んだ鉤状の、213～ 217は対弧状の区切 り文

が施されている。縄文は 208,209,214～ 216が単節RL、

210～ 213が単節 LR。 208,210の 口唇部には 1条の沈

線が施され、203の 口縁内面には 1条 の、210の 内面に

は 5条の沈線が巡る。214,215は 緩い波状を呈 し、波

頂部を窪ました同一個体の破片で、日縁内面に沈線が 1

条巡る。213は内傾する無文の日縁部を有する鉢形土器

で、日縁は 3単位の波状口縁に復元でき、図示した範囲

の約 1'2が残存する。復元 口径 17.Ocm。 217の 回縁部

にはC字状の突起が付く。
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212は沈線や刺突が施された突起。

219～ 223は肥厚した口縁部に、帯状の縄文部がみら

れる破片。縄文施文後に 1条の沈線を引き、沈線下の縄

文を磨消している。縄文は 219が単節 LR、 220～ 223

が単節RL。

218,224～ 229は 曲線的な沈線で区切 られた磨消縄

文が施されたもので、縄文は 218,224～ 228が単節RL、

229が単節 LR。 218には対弧状の短沈線が縦位に施さ

れ、228に は焼成後の補修孔が認められる。

230～ 237は沈線による斜線文が施された深鉢形土器

の破片。230～ 232は胴上部が開くもので、肥厚 した日

縁部が無文となる。235,236は段状を呈する頸部に刻み

が施されている。233,237は地文に単節縄文を有する。

238～ 245は 口縁部が内傾す る鉢形土器の破片で、

238～ 243は 日縁部が無文 とな り、244,245は 単節 R

Lの縄文が施され、日縁に 1条の沈線が施されている。

238の 体部は縄文地に太 目の沈線が施され、239,240

の体部には斜線文が認められる。239,241～ 243の 口

唇部には刻みや押捺が加えられている。

246,247は 隆線状に突出した口縁に刻みが施された、

波状を呈する無文の口縁郡破片。

248は香炉形もしくは台付鉢形土器の破片 と思われ

る。体部外面に太い短沈線が施され、体部の屈折部と台

部の下端に刻みが施されている。台部径 8.2cm。

加曽利 B式粗製土器 249～ 255は箆状工具による格

子 目文が施された破片で、251,252,254,255に は地

文に縄文が認められる。249～ 251の 日縁内面には 1条

の沈線が巡 り、254,255に は沈線で区切 られた無文帯

がみられる。253は底部破片で、復元底径 4.3cm。

256～ 265は縄文施文後に押捺の加えられた紐線と沈

線が施された破片。256,257は 断面三角形の紐線上に

小さ日の押捺が加えられた日縁部破片で、日縁内面に 1

条の沈線が巡る。257の縄文は単節LRで、日唇部に貼

付文がみられる。258～ 261は半我竹管状工具による平

行沈線が斜位に施された日縁部破片で、259は 258の胴

郡破片である。 口縁内面に 258で は 2条の、260,261

では 1条 の沈線が巡る。縄文は 258～ 260が単節 LR、

261が単節 RL。 262～ 265は単沈線が施された口縁郡

破片で、262の沈線断面は鋭 く、263～ 265の断面は丸

く幅が広い。264の 2条の紐線間には、 2列単位で施さ

れた短い沈線が充填され、日縁内面に 3条の沈線が巡る。

263,265の 内面にも 1条 の沈線がみられ、縄文は 263,

264が単節 LR、 265が単節RLである。

縄文施文後 に組線 を弧状に配 した 266,267は 、頸

部以上に横位の沈線を数条巡 らした壺形を呈する 268,

269と 共に、「遠部第二類」 [池上 1937]と 分類されて

いる土器に相当する。266,267の 紐線間には太い沈線

が施され、268,269の沈線間は縄文が磨 り消されている。

269に は 2条の縦位の沈線も認められる。

270～ 272は単節LRの縄文地に押捺が加えられた紐

線が施された口縁部破片で、270,272の 口縁内面には

1条の沈線が巡る。

273～ 277は紐線文土器の胴部破片で、273～ 275に

は半我竹管状工具による平行沈線が、276,277に は太

い単沈線が斜位に施されている。縄文は 275～ 277が単

節RL、 同一個体の 273,274が 単節 LR。

後期後葉 。晩期の土器

278は 日縁部に瘤状の貼付文と沈線で区切 られた縄文

帯が施された破片で、安行 1式に相当する。縄文は単節

RL。 279は安行 2～ 3a式の粗製土器と思われる。条

線地に 2条の沈線を縦位に描き、その上から薄い紐線を

貼 り付けている。紐線上には密な押捺が加えられ、沈線

間の条線は磨消されている。280,281は 折 り返 し状の

口縁に押捺が加えられた無文の破片。晩期中葉の粗製土

器か。282は下端が内外に突出した台部と思われる破片

で、沈線で区切られた単節RLの縄文帯が施されている。

櫛描文・縄文・底郡破片

283,284は 縦位の櫛描文が施された破片で、両者と

も 5本歯の工具によって描かれている。283は 日縁部が

隆帯状を呈する。

285,286は 単節LRの縄文が施されたもので、285の

緩く括れる頸部の復元径は 11,Ocmで ある。

287～ 290は底部破片で、287の 底面には網代痕が、

288に は沈線状の整形痕が残る。289の胴部には図示して

いないが、単節RLの縄文が施されている。底径は 287

が 9.8cm、 288が 9.7cm、 289が 8 4cm、 290が復元で 6.lcm。
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土製品

包含層及び後世遺構内から出土した縄文時代の土製品

は、土器片錘 34点、土製円盤 14点、その他 1点である。

特に集中して検出されてはいない。ここでは周囲がほぼ

残存していた破片を図示する。個々の遺物の出土位置や

法量、未図化遺物の情報については表 24,25に 掲載した。

上器片錘 (第 65図 291～ 311)縄文土器の破片に切

目を付けたもので整形の仕方によって 3種に分類できる。

291～ 297は周囲を磨って、隅丸長方形や楕円形に整

形したもので、長軸上の二側面に切目が施されている。

重さ lo g前後のものと、20g前後のものがみられる。

291,295に は単節縄文が、292,293,296,297に は単

沈線が文様として認められる◇297は波状文を描くもの

で、阿玉台式の破片と思われる。

298～ 309は周囲を打ち欠いて多角形に整形したもの。

ただし、使用痕か、側面の多くは部分的に磨れている。

基本的に長軸上の二側面に切目が付けられているが、さ

らに 307では短軸上の一側面に、308,309で は短軸上

の二側面にも切目が加わる。309の右側面の切目は縁に

浅く付けられたものである。重さでみると 10g前後、

20g前後、30～ 40g前 後 の ものに分かれ る。298,

299, 303, 304イこイまと浄節縄 >〔 /9ゞ 、 301, 302, 308イ こイまを花

線が認められる。305は沈線間の縄文を帯状に磨 り消し

た文様がみられ、加曽利 EⅡ ～Ⅲ式の胴部破片と思われ

る。307,309は 微隆起線で縄文部と無文部を区画した

加曽利 EⅣ式の破片である。

310,311は 長方形の土器破片に切目を施 した、重さ

60gを越える大形のものである。切日は長軸上の二側

面に設けられている。310は微隆起線と縄文が施された

加曽利 EⅣ式の破片を、311は縄文地に懸垂文が施され

た加曽利EI式の破片を利用している。

上製円盤 (第 65図 312～ 321)土器破片の周囲を磨っ

たり、打ち欠いて円形や多角形に整形したものである。

312～ 316は周囲を磨ったもので、315の 裏面中央に

は擦 りによる浅い窪みがみられる。312,315に は単節

縄文が、314には細い沈線が認められる。

317～ 321は周囲を多角形に打ち欠いたもので、318,

321には単節縄文が、319に は太い沈線が認められる。

320は縄文地に単沈線による文様が描かれた堀之内 1式

に相当する破片で、縄文地に半我竹管状工具による平行

沈線が施された 317も 後期の破片と思われる。

その他 (第 65図 322)322は 円錐の頂部に摘みを付

けたような形状を呈する土製品で、円錐部の縁には刻み

が、摘み部には沈線が施される。胎土に自色細粒を含む。

表 24 包含層出土土製品観察表
長さ・幅はcm。 重さは g。 久損品は残存部の値。

2.土製品・石器

図版
番号

出上位置 長 さ 幅 重 さ 種 類 備考

C4bⅡ b'喜 27 38 土器 片錘

C2bⅡ a層 26 土器 片錘 一 部久 損

C2cWa層 7 32 十界 片係

DlbⅡ a層 37 十器 片錘

第 15号土坑 24 12.6 土器 片錘 一 部 欠損

第 15号土坑 25.5 上器片錘

4_2 2_8 5 十繋 片係

D4bⅡ b層 2_2 118 十器 片鎌

D4dⅡ b層 35 土器 片錘

D3bⅡ a層 27 105 土器片錘

第 1号住居址 37 2.7 土器片錘

密 15■十 玩 2 195 十器 片径

B3aⅡ a層 62 土器 片鉦

調査区一括 217 土器片錘

305 第15号土坑 52 33 22 0 土器片錘

笛 15号十坑 5 52 十器 片錘

307 D4aⅡ a層 47 上器 片錘

C4bⅡ b層 37 121 土器 片錘

第lb号住居址 57 土器片錘

D4aΠ a層 7 7 十器 片径

D4cla層 54 上器 片錘

C4cⅡ a層 342 上製 円盤 欠損 品

D2aⅡ a層 2.7 上製円盤

2^8 29 78 十製 円爆

D4dⅡ b層 十製 円辮

D2aⅡ a層 11. 1 土製円盤

第 15号上 坑 3_5 11,7 土製円盤

第 15号十航 2_7 2 8 3 十禦 円爆

C41層 41 17_2 十製 円絆

C31層 47 土製 円辮

nRT層 R ら R R Fl ■ 十製 円 /_4

32ク n,ぉ Tn層 恵 夕 J 5 6

夫 図 イヒ 第 la号倅 居街ト 6 1 十界 片任

夫 図イヒ D2bⅡ a層

欠損品

十器 片径 阿玉 台式

未 図化 第 15号土坑 土器 片錘 阿 玉 台式

未 図化 A31層 土器片錘 加曽利 EⅣ式

未図化 D2■ ■a屠 土器片錘 力日曽希叫E IV式

夫 同イヒ D2aⅡ a層 十界 片併 紹 支

未 図イヒ D2aⅡ a層 土器 片錘 網 文

未 図化 D2dⅡ a層 土器片錘 縄 文

未図化 D3bⅡ b)曽 土器片錘 縄 文

夫 図イヒ 十器 片径 紹 支

夫 図化 D2cⅡ a層 土器 片錘 無 文

未 図化 D4cⅡ b層 土器片錘 無 文

未図化 調査区一括 土器片錘 無文

夫 図 イヒ Dl I層 十製 円態 網 支

夫 図イ陀 B4ala層 十製 円解 絹 支

未 図化 C2aⅡ a層 土製 円盤 縄 文

未図化 B41層 土製円盤 無 文
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石 器

包含層及び後世遺構内から出土した縄文時代に相当す

る石器は、石鏃 1点、磨製石斧 5点、磨石 7点、敲石 5点、

石皿 3点、石核 1点、剥片・砕片 19点である。法量や

石材、未図化遺物の情報については表 25に掲載した。

石鏃 (第 66図 323)323は 基部に快 りの入った石英

製の無茎鏃で、先端が欠損している。

剥片・石核 (第 66図 324～ 326)縦長剥片の 324は

一側縁が、325の 剥片は下部が折れている。両者とも背

面は多方向からの剥離面で構成される。326は円礫を素

材にした石核で、作業面以外は礫面である。作業面には

3方向からの剥離面が残るが、打点付近に細かい剥離痕

や潰れが認められ、上下三面が最終剥離面となることか

ら、両極打法を用いたものと思われる。

磨製石斧 (第 66図 327～ 330)327は 扁平な楕円礫

の端部に刃を作出したもので、基部側が欠損する。刃部

と一側縁は表裏両面からの承1離 によって整形され、その

後に操面を含む全面が研磨されている。328は剥片を素

材にしたと思われる小形の磨製石斧で、刃部形状は片

刃に近い。一側縁に剥離による調整が施され、基部も含

め全面が研磨されている。329は片面に平坦な節理面を

持つ楕円礫を素材にしたもので、剥離によって片刃の刃

部を作 り出し、研磨はその剥離面だけに施されている。

330は全体に整形時の敲打痕をそのまま残すもので、刃

部のみ両面から研ぎ出されている。

磨石 (第 66図 331～ 335)331と 欠損品の 332は敲

打によって平坦になった側面を有し、表裏面が磨滅する

楕円形の磨石で、332は扁平である。331の表裏面中央

には敲打による凹みが認められ、332の 残存する裏面に

も同様の凹みが存在する。破片である 333の側面にも敲

打痕が残るが、平坦ではない。表面の一部が磨滅する。

334は扁平な楕円礫の片面が、部分的に磨滅したもので

ある。335は複数の剥離面が残る扁平な円礫で、礫面の

一部に研磨痕が認められ、側縁ではひとつの剥離面にか

かつて敲打痕が残る。これ以外の剥離面では使用痕は認

められず、加工面か破損面かは不明である。上端部の礫

面に赤化が認められる。

敲石 (第 67図 386～ 337)336,337は 楕 円礫の端

部や側面、それに表面中央に敲打痕が残る敲石である。

338,339は 分割された円礫を使用した敲石で、礫面と

ともに平坦な分割面の周縁にも敲打痕が認められる。

338の礫面では稜状の部分を中心に敲打痕が残 り、339

では上端部の剥離面周辺に敲打痕が集中している。

第 la号住居址出土石器 (第 67図 340～ 343)平安

時代の第 la号住居址からは、計 4点の石器が検出され

た。これらは基本的に出土状況から当該住居址に伴うも

のと捉えられるが、縄文時代の石器を転用した可能性が

あるため、ここに記載する。

340は 円礫の片面に磨滅が認められる磨石で、反対

面の中央と端部に敲打痕が残る。礫面は赤化している◇

341は風化が激しく使用痕は観察できない。平坦な節理

面付近が赤化する。342も 風化が著しく、破片の接合に

よって縁を有する石皿に復元できたものである。343は

縁を有する石皿の破片で、縁の内側が平坦な磨減面に

なっている。縁から底面は敲打によって整形され、底面

には敲打による凹みが lヶ所認められる。石材の安山岩

は多孔質のものである。 (中村哲也)

表 25 包含層出上石器観察表
長さ・幅・厚さはcm、 重さは g。 欠損品は残存部の値。

版
号

図
番 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 種類 石 材 備 考

2_ 石 餅 石 車 代椙 島

2_4 4 荊1片 黒 曜石

325 2.8 2.7 74 剥 片 チャー ト

326 2.1 42.2 石 核 石 英

4_5 磨製石分 硬 砂 岩 欠損 品

2,7 磨製 石 奪 緑 滉 片岩

329 5_7 3 磨 製 石 斧 緑 泥 片岩

2 1 磨 製 石 奪 ホルンフェアレス

9 1 535 0 磨 石 安山岩

332 77 189 0 磨 石 安山岩 欠損品

63 磨 石 安山岩 積 片

9 7 6 7 2 223_0 磨 石 関緑 岩

67 193_0 磨 石 砂 岩

67 344.0 敲 石 安 山岩

3.3 135.0 敲 石 石 英 斑岩

9,7 7.6 3.5 312.0 敲石 ペグマタイ ト

339 6_0 7 2_ 143_0 講 石 軒 れ い 井

340 6_1 311 0 磨 石 関緑岩

5.5 502,0 砂 岩

175 61 1517 0 石 皿 砂 岩 欠損 品

73 950 0 石 皿 安山岩 破 片

未図化 D2aⅡ a層 磨製 石 奪 対 瓶 碧 積 片

夫 図 イヒ B8bⅡ a層 磨 石
~4山

井 破 片

夫 図イヒ 第 15号土 玩 凹 石 砂 岩 破 片

未 図化 C2cⅡ a層 石 皿 安 山岩 破 片

未図化 I層 剥片砕片

黒曜石 3点

長 石 1点

石 要 1点

夫 同イ佐 Ⅱ a)i督曾i 剥 片砕 片 黒 曜石 3点

未 図化 Ⅱ b層 剥 片砕 片 黒 曜石 1点

未 図イに Ⅱ b-1層 剥片砕片 黒曜石 3点

未 図化 第 lb号住居 l■ 剥片砕片 石英安山岩 1点
夫 同 イヒ

第15号土坑
剥 片砕 片 黒 IIFる 3点

未図化 剥片砕片 チャー ト 1点
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第 66図 包含層出上石器 (1)
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V.古墳時代以降の遺構と遺物

古墳時代以降の遺構 としては、第 la, lb, 1

c, 3号の 4軒の住居址と粘土採掘坑である第 15号土

坑が該当する。遺物については上記の遺構内と、Ⅱa層

を中心とした包含層か ら検出されている。

第 la号住居址

検出状況 (第 68図)本 遺構は当初、複数の遺構が重

複した平面プランとしてⅡb層上面で検出された。平面

では重複関係が明確に捉えられなかったため、プランを

東西方向に貫くサブ トレンチ (補助的な試掘清)を設定

し覆土の瞬面でも観察したところ、 1軒の住居址の覆土

上部を掘り込んで 2軒の小形の住居址がつくられている

状況が把握できた。 この小形の住居址のうちB4, C4

グリッドにかかるものを第 la号、B2, B3グ リッド

にかかるものを第 lb号とし、この 2軒に掘 り込まれた

住居址を第 lc号として以後順に調査を実施している。

第 la号住居址は、北西部が第 lc号住居址の覆土上

につくられ、他の部分はⅡb層 とⅢ層を地山とする。ま

た、南西隅は縄文時代の第 2b号住居址を掘りこんでお

り、南壁の一部に撹乱がかかる。

規模・形態・施設 東-5度―北に主軸を有する 25m

× 1.9mの 台形の平面形をなし、壁の高さは 15cm程で

ある。床面は基本的にⅢ層からなるが、第 lc号住居址

との重複部では、ハー ドロームブロックを含む貼床が部

分的に施されていた。東壁やや南寄りに煙道部が北側壁

より 10cm程突き出した毛が設けられているが、毛の南

側の壁は北側に比べ 40cm程内側につくられている。

亀には長さ 45cm、 幅 32cmの楕円形に地山が焼け込

んだ火床面が付随する。袖の痕跡は認められない。柱穴

状のピットは検出されなかったが、南西隅に長さ 68cm、

幅 52cm、 床面か らの深さ 33cmを 測る楕円形のピット

(Pl)と、中央やや南寄 りに長さ 70cm、 幅 58cm、 深

さ 7cmの皿状のピット (P2)が 存在する。毛の火床

面とPlの間の床面は硬化しており、中央やや西寄 りに

は床面が被熱赤化した部分が 2ヶ 所認められる。

覆土と遺物の出土状況 住居址東壁際の床面上には褐

色上の lb層が堆積し、 lb層 と他の床面上を暗褐色の

la層が覆う。毛の火床面直上には炭化物起源と思われ

る黒褐色の 4層が堆積し、 4層上には焼土ブロックを多

く含む 3層が認められた。また、煙道部には暗褐色の2

層と褐色の 5層 が堆積する。ピットの覆土は la層土を

基調にするもので、 P2内 には多量の焼土粒子 と炭化物

粒子が含まれていた。

遺物は土師器、須恵器、石器 4点、縄文土器が出土し

ている他、獣骨片が検出されている。霊火床面の南側覆

写真 46 第 la号
住居址宅 4層

検出シカ大日歯

写真 44 第 la号住居址

写真 45 第 la号住居址寵断面

綾

節

げ

鰺

鯵

ｒ

鰻
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黒丸印…覆土中出土遺物
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ヤ
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原図反転 トレース
原図反転 トレース

2600■lE 2600コac

2600mどと                              二

包340

第 la号住居址覆土

la層 :暗褐色土層 締まり、粘性やや有 り。暗褐色土にローム

(径 10mm程 のプロック、粒子として)を多く含む。

lb層 :褐色土層 締まり、粘性やや有り。褐色土を主体に暗褐色

土が混じつた土。焼土粒子、ローム粒子をやや多く含む。

2 層 :暗褐色土層 締まり、粘性やや有 り。焼土粒子を少量含む。

3 層 :褐色土層 締まり、粘性やや有 り。褐色土を主体に暗褐色

土が混じつた土。焼土ブロック (最大径 30mm)、 焼土粒子

を多く含む。

4 層 :黒褐色土層 締まり、粘性やや無し。暗褐色土と炭化物起

源と思われる黒褐色上が混じった上。炭化物粒子と焼土粒

子を多く含む。ローム粒子も含む。

5 層 :褐色土層 結まり、粘性有 り。地山Ib層よりやや暗い褐

色土。焼土粒子を若千含む。

貼 床 :暗褐色土とハー ドロームブロックが混じった土。

P l:la層 上に対応。

P 2:la層 土に多量の焼土粒子と炭化物粒子が混じった上。

第 68図 第 la

0                        2rn
|

第 lb号住居址覆土

la層 :暗褐色土層 締まり、粘性やや有り。ローム粒子、焼土粒

子を含む。

lb層 :暗褐色土層 la層 上にローム (径 10mm程 のブロック、

粒子として)を多く含む土。

lC層 :暗褐色土層 la層土に焼土粒子を多く含んだ土。

2 層 :暗褐色土層 締まり、粘性やや無し。ローム粒子を含み、

焼土粒子はほとんど含まない。

3 層 :褐色土層 締まり、粘性やや無し。炭化物粒子を多く含む。

焼土粒子、ローム粒子も含む。

貼 床 :暗褐色土層 締まり非常に有り、粘性やや無し。暗褐色土

に径 10～ 30mmのハー ドロームプロックが混じった土。

ローム粒子も含む。

ピット:lb層土に対応。

,b号住居址実測図

ざ⑨―(/

第15号土坑・第lc号住居址覆土

2a00唾.�
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2 カマ ド2層

20cm

土下部と煙道部 2層 中から、それぞれ 1,2と した土師

器椀形土器が検出され、 Pl,2の 間の床面直上と南壁

際の覆土下部から石皿 (第 67図 342,343)が 、南東隅

の覆土中から敲石 2点 (第 67図 340,341)が 出土して

いる。これらの石器は縄文時代遺物の転用の可能性があ

るためⅣ-2に記載したが、出土状況か ら本住居址に伴

うものである。また、霊とP2付近の覆土発掘中に焼骨

片が認められた。そのため籠内 4層土の南側半分とP2

覆土の東側半分について 2mmメ ッシュの舗による水洗

選別を実施したところ、 4層中からシカの大臼歯の破片

7点が検出された。遺構の時期については、 1,2の 土

師器より平安時代を想定する。

出土遺物 (第 69図 )1は 軸櫨成形による土師器椀形

土器で、内面は丁寧に磨かれ、外面にも磨きの痕跡が認

められる。底部には回転糸切 りの跡がそのまま残る。色

調は内外面とも淡褐色で、胎土に自色細粒を含む。残存

率約 112。 復元口径 16.2cm、 底径 6.4cm、 高さ 6.lcm。

2も 軸櫨成形による土師器椀形土器で、内外面とも丁寧

に磨かれている。色調は内外面とも淡褐色で、胎土に白

色細粒を含む。残存率約 1,4。 復元口径 18 2cm。

第 lb号住居址

検出状況と規模・形態・施設 (第 68図 )B2, B

3グ リッドを中心に位置する本住居址はⅡb層上面で確

認されたもので、東側の約 3'4が第 lc号住居址の覆土

上につくられ、西部は Hb層 とⅢ層を地山とする。

東-10度一南に主軸を持つ 43m× 3.2mの 台形の平

面形をなし、壁の高さは 18cm程 である。西部の床面は

Ⅲ層からなるが、第 lc号住居址との重複部では、ハー

ドロームブロックが混じる貼床が部分的に施されていた。

東壁の中央に煙道部が壁より20cm程突き出した寵が設

けられている。霊には長さ 90cm、 幅 35cmの 楕円形に

地山が焼け込んだ火床面が付随する。袖の痕跡は認めら

れない。柱穴状のピットは検出されなかったが、南西隅

に径 53cm、 床面からの深さ 12cmを測る円形皿状のピッ

トが存在する。東壁際と南壁際を除く範囲に床面の硬化

が認められ、中央やや北寄 りには長さ 85cm、 幅 35cm

にわたって床面が被熱赤化した部分が認められる。

覆土と遺物の出土状況 覆土は 1層 とした暗褐色土層

の住居址内を覆ってお り、西壁際ではロームを、籠内で

は焼土粒子を多 く含む (lb層、 lc層 )◇ また、電火

床面手前の床面上には、炭化物粒子を多く含む 3層 とし

た褐色土層が薄く堆積 していた。ピットの覆土は lb層

に対応する。

遺物は土師器、須恵器、縄文土器、滑石剥片 1点が出

土している他、焼骨片が検出されている。土師器、須恵

器はいずれも小片であったが、軸輯成形による土師器杯

形土器が認められることから、遺構の時期としては平安

時代を想定しておく。本住居址でも中央部の床面焼土付

近と寵内を発掘中に焼骨片が認められ、床面焼土直上の

覆土と竃内 3層の南側半分について 2mmメ ッシュの舗

による水洗選別を実施している。結果、床面焼土上のサ

ンブルから焼骨片が検出されたが、同定はできなかった。

寵内 3層サンプルでは骨片は検出されていない。

写真 47 第 lb号住居址
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第 lc号住居址 。第 15号土坑 (粘土採掘坑)

検出状況 (第 70図)第 15号土坑は、B3,B4,C3,

C4グリッドに位置する第 lc号住居址の廃絶直後にそ

の床面から掘削された粘土採掘坑と捉えられる。両遺構

の北部は調査区外にかかっており、その覆土上部には前

述したように第 la, lb号 住居址がつくられている。

また、第 lc号住居址の南西隅は縄文時代の第 9号土坑

を掘 り込んでいた。

規模・形態・施設 第 lc号住居址は西壁長 4.8m、

南壁長 4.9mの 方形の平面形をなし、西壁は北-5度 ―

束の方位を持つ。平面プランはⅡb層上面で確認され、
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第 15号土坑覆土

(自 然堆積土層)

1 層 :暗褐色土層 締まり、粘性やや有り。ローム粒子を含み、焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。第 la号住居址 1層 より明るく、第 lb号住

居址 lc層 より暗い色調。

2 層 :明褐色土層 締まり、粘性有り。ローム (ロ ーム粒子～径 100mm以 上の塊)と褐色土が混じつた土。

3a層 :暗褐色土層 締まり、粘性やや無し。褐色土と黒褐色上が混じつた土。ローム粒子、ロームブロック (最大径 10mm)を含む。炭化物粒子、

白色粘土粒子を若干含む。

3b層 :暗黄褐色土層 締まり、粘性やや無し。ロームを主体に褐色土が混じる。

3c層 :暗黄褐色土層 締まり、粘性やや無し。 3a層 と同じ構成だが、黒褐色上の割合が多い。また白色粘土粒子もやや多め。

(人為的堆積土層)

a:黄褐色土層 締まり、粘性非常に有り。ロームと白色粘上が斑状 (径 30～ 50mmのブロック状に)混 じつた上に、若千褐色上が入いる。

b:明褐色土層 締まりやや無く、粘性有り。ロームと白色粘土と褐色土と暗褐色土が斑状 (径 10～ 30mmのブロック状に)混 じつた土。

c:褐色土層 締まり、粘性有り。褐色土を基調にローム及び白色粘土ブロック (径 10～ 50mmの ブロック状に)混 じる。

d:褐色土層 締まり、粘性有り。暗褐色土にローム及び白色粘土ブロック (最大径 20mm)が混じる (cよ り少なめ)。

e:暗褐色土層 締まり、粘性やや有り。暗褐色土にローム粒子、白色粘土粒子を含む。部分的に白色粘土プロックが入る。

f:暗黄褐色土層 :締まり、粘性あり。ロームを基調とし、白色粘土及び褐色土ブロック (最大径 20mm)が 混じる。

第 70図 第 lc号住居址・第 15号土坑実測図

Ｂ
一

第lc号住居址
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写真 48 第 1

平坦な床面はⅢ層からなる。壁は約 80度 の角度で立ち

上が り、 高さは約 30cmを 決1る。 北西部には径 50cm、

深さ 60cmの柱穴状のピットが確認された。

一方、第 lc号住居址の床面で平面プランが確認でき

た第 15号土坑は、15a, b, cと した 3つ の掘 り方が

連結した形態をなす。平面形は 15aが長さ 250cm、 幅

200cmの 楕円形を、15bが径約 200cmの 円形を、15

cが長さ 225cm、 幅 155cmの精円形をそれぞれ呈する。

3つ の掘 り方の深さはいずれも 60cm程で、自色粘土層

であるⅣ層を約 25cm掘 り込んだ高さに平坦な底面が形

成されている。なお、15cには浅い窪みが 2箇所認め

られる。壁はほとんどの場所でオーバーハングしており、

特にⅣ層に接する壁下部の膨 らみが著 しい。最もオー

バーハングする部分では土坑上端より25cm程奥に掘 り

込まれていた。これ らの状況か ら本土坑の形成要因を、

Ⅳ層上部からの粘土採掘と捉える。

覆土と遺物の出土状況 覆土は主に第 15号土坑内に

堆積した人為的な要因による土層群と、上位の第 lc号

住居址の掘 り方内に自然堆積したと思われる土層群に分

かれる◇ただし、住居址内で最下層にあたる壁際床面上

を覆う土層 (3c層)が、土坑内にも連続して堆積 して

いることから、第 15号土坑掘削前に、第 lc号住居址

内に土層が堆積していた可能性は低い。このことから住

居址廃絶直後に土坑が掘削されたと考える。

c号住居址・第 15号土坑

人為的堆積土層は地山起源のロームや白色粘上のブ

ロックを含むもので、採掘時の廃土と捉えられる。ロー

ムや粘土の混 じり方からa～ fに分けられるこれらの上

層は、壁下部に向かって傾斜して堆積する傾向が認めら

れ、採掘のため壁を平面的に拡張していく中で、背後の

土坑内に廃土を残 していった状況が想定される。自然堆

積土層は上位か ら 1～ 3層 に分層される。褐色土と黒褐

色土を基調とする 3層 は、住居址の壁際から採掘終了後

土坑上部に残された局所的な窪みにかけて堆積する土層

で、住居址壁の崩落土と思われるロームを主体にした土

層 (3b層)を間に挟む。明褐色の 2層 と暗褐色の 1層

は、 3層堆積後住居址内に形成された広い凹みを覆つて

堆積した土層である。

遺物は土師器、須恵器、縄文土器、土製品 1点、滑石

写真 49 第 15号土坑覆土断面
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第 71図  15号土坑出土遺物

製品 4点が出土している。 1と 2の古墳時代後期に相当

する土師器甕形土器は、15C南西壁際の 3層から出土し

た破片を中心に復元されたもので、 1には 15c内の人

為的堆積土層中出土の破片が、 2には 1層 出土の破片が

接合している。 3の平安時代に比定される土師器椀形土

器は、住居址東壁際の 1層 中から検出された。他には 15

bの人為的堆積土層中からは 4の土錘が、 2層から5の

滑石製剥片が出上している。 1,2の大形破片の在り方か

ら、古墳時代後期に粘土採掘活動が終了し、 3の出土状

況や第 la,b号住居址との重複関係から平安時代になっ

て両遺構の掘り方が埋まり切ったものと捉える。

出土遺物 (第 71図 )1は 古墳時代後期に位置付け

られる土師器甕形土器。球形の胴部にやや外反する口縁

部が接続する器形で、胴部外面のうち肩部には箆撫でが

施され、中位～下位及び底外面には削りに近い粗い箆撫

でが認められる。口縁部は内外面ともヨヨナデが施され、

胴部内面は撫で整形。色調は内外面とも淡橙褐色で、外

面の一部に口縁から胴部に及ぶ黒斑がみられる。胎土に

自色細粒と軟質の赤色粒を含む。残存率は約 1/4。 復元

口径 13.4cm、 胴径 17.8cm、 底径 5 8cm、 高さ 17.5cm。

2は長胴になると思われる土師器甕形土器で、古墳時

代後期に位置付けられる。外面に縦方向に箆削 りが施さ

れた胴部に、強く外反する口縁部が接続する。 口縁部内

外面にはヨコナデが施され、胴部外面との境は弱い段が

付 く。胴部内面は撫で整形。内外面とも橙褐色 を呈し、

胎土には白色微粒を含む。残存率は図示 した範囲の約

1/6。 復元口径 14.7cm。

3は軸櫨成形による土師器椀形土器で、平安時代に

位置付けられる。磨かれた内面には黒色処理が施され、

外面にも磨きの痕跡が認められる。外面の色調は白黄

褐色で、胎土に自色細粒 を含む。残存率約 2イ 5。 口径

16.6cm。

4は大形の管状土錘の欠損品で、径 4.8cm、 残存部の

重さ 164.6g。 5は滑石製の板状剥片で、周囲を剥離、

折断、削 りによって整形している。長さ 3.Ocm、 幅 5,2cm、

厚さ 1.lcm、 重さ 11.lg。 この他滑石製の砕片 3点が

1,2層中から出上している。

第 3号住居址

検出状況と規模・形態・施設 (第 72図 )本 住居址は

C2, C3グ リッドのⅡb層上面で確認されたが、西部

は埋没斜面のⅡb-1,2層 を地山とする。南側半分は

調査区外にかかり、北側では第 8号土坑の南端部を、東

側では第 13号土坑の西部を掘 り込んでつくられている。

平面形は台形を呈するものと思われ、主軸は南北方

向よ りやや北東―南西側に傾 く。確認できた北壁の長

さは 1.5mを測 り、主軸長は 3mを越える。基本的にⅢ

層を地山とする床面はほぽ平坦で、壁の高さは東壁で

24cm、 西壁で 32cmを測る。付随する施設 としては北

西隅の壁に接して径 40cm、 深さ 35cmの 円錐形のピッ

トが存在する。

覆土と遺物の出土状況 覆土は褐色系の土層が床面を

覆い、その上位に遺構確認面上や遺構外から連続 してⅡ

52層
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Ⅷ Il a層

写真 50 第 3号住居址

2600m A
原 図を反転 トレース

■b
-1

Ib-2b
ロームブロック

ロームブロック 第13号土坑覆土

2600Hュ E           F

第 72図

a層が堆積していた。ピット内の覆土もⅡa層土に対応

する。遺物は縄文土器が出土しているが、いずれも小破

片で混入したものである可能性が高い。確認面や形態が

第 la, lb号住居址と共通することから、平安時代の

遺構と捉えておく。

包含 層 出土遺物

包含層から出土した縄文時代以外の遺物としては、弥

生土器、土師器、須恵器、管状土錘 6点、滑石製品 1点、

砥石 1点があり、主にⅡa層及び I層から検出されてい

第 3号住居址実測図

B酌

l D4cla層

一

3 B4cⅡ a層

I層

0    1～ 3    10cm

杵
生 生

箸

Cm

0     8    2 5cm

―

第 73図 包含層出土弥生時代以降遺物

る。 (第 73図 )

1は附加条 1種附加 2条 LR+2Rが 施文された弥生

土器の破片。 2は高台付きの杯もしくは椀形の土師器で

残存率は図示した範囲の約 112。 底外面に糸切 り痕が残

り、内面は磨かれている。高台部復元径 9,8cm。 3は小

皿形の土師質土器。口縁部にはヨヨナデが施され、底部

内外面は撫で られている。 口径 8.Ocm、 高さ 1.7cmの

ほぽ完形品。

4～ 7は管状土錘で、 4は球状を呈する。また、 5

以外は欠損品であり、図示したほかにも2点の破片がB

4及びD3グ リッドの I層から出土している。 4は高さ

2.9cm、 径 3.3cm、 残存部の重さ25.5g。 5は長さ 2.6cm、

径 1,9cm、 重 さ 79g。 6は 径 2 1cm、 残存部の重さ

13.6g。 7は径 1.9crn、 残存部の重さ 17.8g。

8は滑石製勾玉の未成品と思われ、板状剥片の周囲を

剥離や折断、削 りによって整形している。長さ 4.Ocm、

幅 2.7cm、 厚さ 0,7cm、 重さ lo9 g。 この他、C3グ リッ

ドI層から流紋岩製の砥石破片が 1点出土している。
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Ⅵ.総括

1発掘調査の意義

今回の発掘調査は美浦村が長年取り組んできた陸平貝

塚の史跡整備の一環で、この場所がひろく文化財として、

また自然を豊かに残す里山として活用するための必要最

低限の施設を設けるために、その工事の事前調査として

実施したものである。

調査地点はA貝塚と呼ばれる巨大な斜面貝塚の北端に

相当する位置にあたる◇調査の当初、この場所には地表

面に貝殻の散布はみられなかったので、貝塚に隣接して

はいるものの、貝層の存在についてはそれほどの予測を

もってはいなかった。しかし、発掘がはじまると、調査

区の南西部にA貝塚が残されている谷へとつづく斜面が

見つかり、この斜面を中心にして遺存状況の良好な貝層

が発見された。貝層の時期はそこから出土した土器から

中期中葉の阿玉台 Ib式～Ⅱ期であることもわかった。

したがって今回の調査地点も、この広大な遺跡全体のな

かではA地点貝塚の一部と考えるべきであろう。

そして貝層の堆積規模と構造を調べるための詳細な調

査を計画した。その結果、時期の特定された貝類をはじ

めとした良好な動物遺存体が豊富に検出された。出土し

た資料は早稲田大学の樋泉岳二氏の手に委ねられ、定量

的な分析がおこなわれた。 この重要な成果については、

本書Ⅱ-4を参照されたい。

さらにまた、この谷の落ち際附近の平坦面には、早期

後半の炉穴 2基、中期後葉の加曽利EI式の住居 1軒、

後期前棄の堀之内 1式の住居 1軒、中期前葉～後期前葉

の土坑 18基、中期終未の加曽利 EⅣ式の埋甕 1基、古

墳時代の住居 1軒 と粘土採掘坑 1基、平安時代の住居 3

軒など、僅か 170� の調査面積に実におびただしい数

の遺構が重複して発見されたのである。陸平貝塚の残さ

れた台地の土地利用の歴史を垣間見ることができたわけ

である。

また、出土した縄文土器の中には、早期の田戸下層式、

条痕文系土器群、前期の浮島式、中期では五領ヶ台式、

阿玉台式 Ia～Ⅳ式、中峠式をはじめとする中期中葉の

土器群、加曽利EI～Ⅳ式、後期の称名寺 I式、堀之内

1,2式、加曾利 Bl～ 3式、安行 1式、同 2、 同 3a

式という実に多くの土器型式が含まれており、周辺地点

における各時期の生活址の存在が予測されてくるのであ

る。

特に早期の条痕文系土器をともなう貝塚は 1987年 の

D貝塚の下層に確認されているので、彼らの活動地点が

この台地上に複数存在した可能性も浮上してくる。いず

れにしても、これまで陸平貝塚は中期から後期にかけて

の大規模貝塚として著名であったが、その形成前史とも

いえる時代の人々の活動痕跡が確認されたことの意義は

大きい。さらにまた、この巨大な縄文貝塚を横目で見な

がら集落を形成した古墳時代や平安時代の人々のくらし

も尽きない興味を抱かせるものである。

古墳時代および平安時代の生活址からは今のところ貝

塚は見つかつていない。昨今の縄文時代貝塚の研究によ

るならば、採取した貝類を浜辺で加工処理したこともわ

かっているので、こうした汀線附近の低地貝塚の存在を

予測しておく必要もあろう。

それにしても霞ケ浦にポツンと浮かぶこの島状の台地

での生業活動とは、いったい何であったかということは、

霞ヶ浦に生きた人々の歴史としても実に興味深い課題で

はないだろうか。

2研究の成果 と展望

今回の調査において特に注目されたのは、中期前葉の

貝層の存在であった。そこからは豊富な量の阿玉台 Ib

式土器がほぽ単純に発見されたことは、阿玉台式土器の

研究とともに、貝層がこの時期に特定できるという事実

として重要な証拠である。

貝類はハマグリやオキシジミなどの賊水産貝類であ

り、さらに微細な魚骨は樋泉氏の分析により、クロダ

イなど、およそ 28種類にもおよぶ魚類が同定されたの

である。A地点貝塚の形成された当時、陸平周辺には内

湾の生態系が広がっており、そこまでは台地を刻む谷を

下つて行くだけで容易にたどり着くことができたに違い

ない◇中期の人々は、こうした生態系に分布した資源を
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うまく組み合せて利用する生業活動を組織し、この陸平

島に集落を営んだのである。

ひとつの台地上に早期から後期にいたる時期の貝塚が

重な り合いなが ら、または少しずつ場所を移動させて

形成されているというこの特異な遺跡の形成過程の解明

は、この地に生活の拠点を置いた縄文人の生活の実像を

描き出すための重要な研究といえる。すでに述べたよう

に、本遺跡で 8ヶ 所の貝塚が確認されており、それぞれ

の貝塚は少しずつ形成時期が異なることが想定されてき

た。そ してその想定は 1987年の詳細確認調査によって

事実 となった [戸沢編 1989]。 1987年の調査では、 こ

れらの貝層から分析サンプルを採取してあるので、今後

各地点の貝層の特徴が明らかになるのも、そう遠い日の

ことではないだろう。

今回の調査の成果は大きく2つ の意義がある。まずもっ

て重要なひとつは佐々木忠次郎、飯島魁 らによる明治

12年の発掘から、実に 125年の歳月を経て、はじめて

陸平貝塚の動物遺体の詳細で定量的な分析が実施された

という点である。それは霞ケ浦が海であったころに陸平

に生きた縄文時代中期の漁労活動の一端を示していた。

ふたつ目は明治時代以来記録に残らない実に多数の発掘

がおこなわれたにもかかわ らず、この貝塚を残した時代

の人々の生活址が不明確であったが、それが今回の調査

ではじめて発掘されたということである。陸平貝塚は斜

面に形成された巨大な貝塚であるが、台地の上には集落

遺構が濃密に残されていたのである。ただし、それが縄

文時代の集落遺跡としてひろく知られている、広場を囲

む環状に住居が営まれたものであるという判断は、それ

ぞれの貝塚の時期が異なることから慎重であるべきだろ

し、あたらしい集落形態の存在も予見されるところであ

る。

いま縄文時代の研究はおおきな転機をむかえている。

それは各地の大規模調査によって掘出された膨大な遺物

や遺構の量的な側面に目を奪われない、地道で緻密な分

析の積み重ねによる地域史の再構成である。

こうした観点から観た場合、今回の発見 と分析研究は

長い歴史をもつ本貝塚の調査研究史上で銘記されて良い

ものであるし、今世紀にはじまる新たな陸平貝塚研究の

幕開けを象徴しているようでもある。

(阿部芳郎)
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